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　喰霊アルゴルとは、他者への捕ほ食しよく衝しよう動どうに支配された人外の化け物である。

　未知の質料「霊質エーテル」から構成される躰からだを持ち、既き存そんの軍事技術や科学技術による攻こう撃げきが通用しない。一九七〇年に存在が認にん知ちされた人類への新たな脅きよう威いである。

　この難敵を迎むかえ討うつため、国家により招集された者たちがいる。

　揃そろいのインバネスコートを翻ひるがえし、化け物討とう伐ばつに臨のぞむ彼かれらを、異能士ノーヴアス、と呼ぶ。







01.　ドクターペッパーとメロンソーダと共同戦線







　異能士ノーヴアス。

　未知の化け物「喰霊アルゴル」を討伐する彼らは、特別職の国家公務員である。

　地位と権力と手取り、ついでに、業務上死亡率も大層高いエリート職種だ。

　そんな異能士ノーヴアスを育てるべく、特別な資質のある若人わこうどを集めた――日本最古にして最大の異能士ノーヴアス養成機関ネビュラ・ノヴァ。

　この日、そこで、とある重要な式典が執とり行おこなわれていた。




　ところは、広大なる白はく亜あの大講堂。

　二百名もの少年少女たちが等とう間かん隔かくでずらりと並んで、各おの々おのの足元に展開する青く光る円陣を見つめている。

　重じゆう厚こうなバロック様式のホールに満ちるのは張はり詰つめた静せい寂じやくだ。

　咳せき払ばらいどころか息を呑のむことすらはばかられる。二百名分の緊きん張ちようを凝ぎよう縮しゆくしたその最中に、十六歳さいの少年――眼め中なか要かなめ、もいた。

　切れ長の眼めが飄ひよう々ひようとした印象を与あたえる顔立ち。成長期らしい長身痩そう躯くに真新しい制服を着こんだ高等部新一年生。

　何の変へん哲てつもない、至って普ふ通つうの学生たる要は、しかし、ずらりと並んだ灰色の群れの中でこれ以上なく浮ういていた。

　何せ。




「黒くろ髪かみ美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ――――」




　ひりつく静寂などそっちのけで、心の声が半開きの口からもれているのである。

　――意味不明だが、いかがわしさだけは存分に伝わってくる謎なぞのフレーズ。

　――間断なく連呼しながら一度たりとも噛かまない滑かつ舌ぜつの良さ。

　――足元の円陣にそそぐ視線の変態じみた熱量。

　その異様な佇たたずまいに、周囲の学生は一様にドン引きしていた。冥めい界かいから魔ま王おうを召しよう喚かんしようという時だって、もう少し余よ裕ゆうがありそうなものだ。

　しかし、当の要は、周囲のことなど全く眼中になかった。




　だって今日は。

　誰だれが何といっても今日この日は。




　――一生にただ一度、一回きりの「契約式エンゲージメント」なのだ！




　発火するのではないかというその熱視線に応こたえるように、ついに青い円陣が眩まばゆく光を放った。

　神秘的に光ひかり輝かがやく円の中心から緩ゆるく風が吹ふき上あがってくる。

　いよいよである。要は「黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ」の詠えい唱しようを止やめて、ただひたすら祈いのるような思いで眼を凝こらした。

　思いが溢あふれて喉のどが詰まる。

「――ふんぬ……来たっ、」

　宙空から舞まい降おりるように、何者かが円陣に現れた。

　床ゆかに着地する動作は風のように身軽だった。瞬まばたきを忘れた要の眼の前で、可愛かわいらしくお辞じ儀ぎをしてみせる。

「はじめまして！　アヴァル王国から来ました。『炎妖精サラマンダー』のリリアス・メロヴィングです。これからどうぞよろしくお願いします……！　うひゃうっ」

　円陣の青い光がいきなり消えたのに驚おどろいて、少女――リリアス・メロヴィングは、パンツが見えるほど盛大にひっくり返った。

「あぅ」

　すぐさま立ち上がって、赤面したまま要に向き直る。

　金色のツインテールの下から覗のぞくその耳は少し尖とがっていた。華きや奢しやな肩かた越ごしには、透すきとおる四枚の羽が見える。

　フレンチグレーの制服のスカートを懸けん命めいに引っ張っているその隣となり。何もない空間にやがて青く発光する文字が浮き上がる。




　種族：炎妖精サラマンダー

　伝承地域：イギリス

　異界名めい称しよう：座標系番号６５「妖精異界」　細別＝「アヴァル王国」

　特記事じ項こう：※有り。異能欠陥。




　データファイルは、なぜか最後の項こう目もくだけが明めい滅めつしていた。

　警告するかのように光る「異能欠陥エラー」の文字。

　派手に騒さわぐそれに目を留め、要の近くに円陣を据すえていた学生たちがこそこそと何ごとか噂うわさし始める。

　しかし、要といえば、データファイルの存在にすら気付いていなかった。金色のツインテールを揺らすリリアスの姿だけを見たまま、石のごとく固まっている。

　呼吸が止まって肺に酸素が入ってこないのである。

　それでも、どうしても言わなければならないことがあった。

　気合で唇くちびるを動かし、言葉を紡つむぐ。

「……く」

「く？」

　リリアスは小首をかしげて要を見た。

　目の大きな顔立ちは、あどけなく可愛らしい。

　その淡あわい緑色の瞳ひとみを見ているうちに、要はようやく呼吸の仕方を思い出した。そのまま肺の容量が許す限りに空気を吸い込む。
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　そして、腹の底に力を入れ、満ち満ちる思いの丈たけを一気に吐はき出だした。




「黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキじゃなくて金きん髪ぱつ美少女ドジっ子精霊サイキじゃねえか――っ！」




　大講堂に魂たましいの叫さけびが響ひびき渡わたった。




＊




　必修講義「異能法読解」の第一講によれば。

　精霊サイキとは、古来、神・悪あく魔ま・妖よう怪かい・妖よう精せい・妖よう魔まなどと様々な名で呼ばれてきた「霊素を操る人ならぬ存在」を指す、とのことである。




　――黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキへの無念を絶ぜつ叫きようしてから十分後。

　要は、大講堂の円陣から現れた精霊サイキである炎妖精サラマンダーのリリアスと、高等部・大だい学がく棟とう二階の学生食堂で額を突つき合あわせていた。

　なぜ、契約式エンゲージメントの行われていた大講堂でなく、がらんと空いた学食にいるのかといえば、要の絶叫が式典の妨さまたげになったため、リリアスともども追い出されたからである。

　ネビュラ・ノヴァにおいては、入学式より卒業式より何より重要な「契約式エンゲージメント」。

　学生誰もが指折り数えて待っている運命の式典から追放された二人の間には沈ちん痛つうな空気が流れていた。

　白い丸テーブルに置かれたドクターペッパーを一口すすり、要が呆ぼう然ぜんと天てん井じようを仰あおぐ。そして額に手を当て、苦し気な呻うめきをもらした。

「ぐっ、俺おれの、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ――……」

　姫ひめを庇かばって息絶えた勇者を思わせる。そんな呻きを受けて、テーブルの向かいにいたリリアスが、そろりと視線を寄よ越こす。

「あの、その『黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ』って……？」

　出で会あい頭がしらに叫び飛ばされ、あれよあれよという間に大講堂から追放された。

　遠くは妖精界のアヴァル王国からやって来たリリアスの、戸と惑まどいでいっぱいの大きな猫目を見つめて要は答える。

「うん、黒髪で美少女でヤンデレな精霊サイキのことだな」

　炭酸のはじける音が響く。

「黒髪で、美少女で、やんでれ――……やん？　やんでれ？」

　リリアスが瞬きをして首をかしげる。それを見た要はドクターペッパーをすすってから、もう少し細やかな解説を授さずけた。

「つややかに流れる長い黒髪。花のように可か憐れんな顔立ち。『好きになってくれないなら殺しちゃう』的な、恐おそろしく物ぶつ騒そうで愛すべき理り不ふ尽じん。――この三点を備えてるのが、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキだ」

　小さな炎妖精サラマンダーは律儀にうなずきながら繰くり返かえした。

「うん、長くてきれいな黒い髪の持ち主で、すごく可愛くて、それで、好きになってくれないなら、ん？　ころっ……――えっ、えっ？」

　そこまで来てようやく異変を察知する。

　白いテーブルが並ぶ、陽ひ当あたり良好な学生食堂。平和な日常を象しよう徴ちようするような光景にあって、「殺しちゃう」ときては穏おだやかでない。

　突とつ然ぜん開幕したサスペンスに目を白黒させるリリアスに、要は追い打ちをかけた。

「ヤンデレっていうのはな、つまるところ、恋こいする思いが強くなりすぎて常じよう軌きを逸いつした言動をとりがちな気質なんだ。だから、思いの純度と比例して、『殺しちゃう』ようなところまで過激さも増してくわけだ。まあ俺の持論だが。異論は認める。ヤンデレは万まん華げ鏡きようだからな。見方によって解かい釈しやくが変わるのもロマンなんだ」

　言い終えて、深い深いため息をつく。

　そもそも、契約式エンゲージメントとは。

　異能士ノーヴアスを目指す学生が精霊サイキと契約を結ぶための式典である。

　人じん智ちを超こえた化け物である喰霊アルゴルと戦うため、異能士ノーヴアスは必ず精霊サイキをパートナーとし、共に戦せん闘とうに臨むと決まっている。

　これから先、命が続く限り背中を預けて戦っていくことを、青く光る円陣から現れた精霊サイキと誓ちかい合う。

　そんな運命の場なのだ。

　要はここで、何としても「黒髪」で「美少女」で「ヤンデレな」精霊サイキと契約するのだと四年前から心に決めていた。

　教官に提出する事前希望調査でも、第一希望から第七希望までをすべて黒髪で美少女でヤンデレな可能性が高い種族で固めた。

　第三希望以下の順位を入いれ替かえたり戻もどしたりまた入れ替えたりとしつこく一か月は推すい敲こうを重ね、あふれる思いで筆圧が強くなりすぎて用紙を破き、四回は書き直したぐらいには念を入れたのだ。

　加えて、学年内でまことしやかにささやかれる裏うら技わざも全部試ためしたし、神にも仏にも閻えん魔まにも天にも日にも月にも山にも海にも川にも、とりあえず祈ったり拝んだり願ったりできる対象には全部そうした。

　円陣の前に立ってからも呪じゆ文もんのごとくその名を唱え続けた。

　だというのに、これである。

　最も早はや涙なみだも出ない。運命の女め神がみに貴様の血は何色だと問いたい。

「まさに泡沫うたかたの夢ってか。ははは、ははははは……」

　死んだ魚の眼でドクターペッパーの泡あわを見つめる要に、リリアスが声をかけた。

「えっと、そしたら、眼中くんが、その、黒髪美少女……やん？　やんでれ、精霊サイキさんとどうしても契約したい理由を聞いてもいい？」

　メロンソーダのグラスを両手で持ったこの小さな炎妖精サラマンダーは、フェチにまみれた黒髪美少女ヤンデレ精霊の話に面食いはしたものの、ドン引きしてはいないようだった。

（――お？）

　珍めずらしい。要はリリアスの大きな猫目をしげしげと覗き込んだ。

　淡い緑の瞳はきらきらしていて、どこまでも透きとおっている。見るからに素す直なおで嘘うそがつけなそうだった。

　天然記念物だな、などと考えながら、要は炭酸が抜ぬけてきたドクターペッパーを一口飲んだ。

　咳せきばらいを二回。

　喉の調子を整えて口を開く。

「俺が、『黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ』と添そい遂とげると心に決めたのは、十一の時の出来事がきっかけなんだ」





　――その日、要は、家族と共に墓参りに来ていた。

　老ろう衰すいで亡なくなった祖父の初七日であった。

　ところは菩ぼ提だい寺じである。線せん香こうをあげて親しん戚せきと話し込む両親から離はなれ、ふらふらしていた十一歳の要は、うっかり踏ふみ入った寺の裏庭で立たち枯がれている木を見つけた。

　枝ぶりからして往時はそれなりの大樹だったのだろう。何かに引き寄せられるような心ここ地ちがして、要はその枯れ木に近づいた。

　そして、そこで、幹の陰かげに佇む一人の少女を見つけた。

　その出いで立ちは目が覚めるかのようだった。

　椿つばきの花が咲さき誇ほこるあでやかな振ふり袖そで。とりどりの花の輪りん郭かくは深い金色で描えがかれ、可憐でありながら絢けん爛らん豪ごう華かだ。

　大和やまと撫なでし子この佇まいに似つかわしく、振袖の肩かたにはつややかな黒髪が打ちかかっていた。こめかみに飾かざった紅椿がこの上なく映はえている。

　二月も末――晩冬のもの寂さびしい景色の中で、色しき彩さいを独ひとり占じめするかのようだ。

　あまりにも浮うき世よ離はなれしたそんな様子から、要は少女が精霊サイキであることを悟さとった。そして、樹下に立ち尽つくすその顔を見上げ、言葉を失った。






「一ひと目め惚ぼれってな、一説によれば〇・一秒で成立するらしい」

　まことしやかに囁ささやけば、リリアスが期待に息を詰め、大きな猫目を瞬いた。





　歳としの頃ころは、十七くらいだろうか。

　まつげの煙けぶるまなざし。うすく朱しゆを刷はいた白い肌はだ。つやめく桃もも色いろの唇。

　絵から抜け出でてきたようなその年上の少女は、あろうことか、辺りもはばからず涙なみだに暮れていた。

　苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、うす桃色に瞼まぶたを腫はらして、身も世もなく泣いている。

　無防備なその姿に、要は釘くぎ付づけになった。喪も服ふく代わりに着せられた袖そでの余るジャケットの奥おくで、心臓が見えない手に握にぎりこまれる。

　鼓こ膜まくを撫なでるような涙声で、少女は言った。

「……こんな、こんな思いをするくらいなら、あなたのいとしい心臓を一思いに貫つらぬいてしまうんだった。そうしたら、血の一滴てきまで、全部わたしのものになったのに。う、ひっく……の、じょ、さまぁ。人でなし。わたしに一言も告げずに、どおして死んでしまったの」

　うら白い右手に握られた花はな鋏ばさみ。

　それがしゃらしゃらと高らかに鳴いた。






「待って待って、怖こわいよ！　それに、のじょさまって一体誰なの……っ？」

　サスペンスだと思っていたが、ホラーだった。衝しよう撃げきの展開にリリアスが震ふるえる。

「それな、『ぎんのじょうさま』なんだ――眼中銀ぎん之の丞じよう、俺のじいちゃんだ」

　要はため息混じりに言った。落ち着こうとメロンソーダを飲んだリリアスが、はっとしたように要を見上げる。

「おじいさんってお墓参りの……？」

「そうだな、その日に納骨式した母方のじいちゃんだ。じいちゃんは植木職人でな。駆かけ出しだった頃に、侘助椿を寺の裏庭に移植したことがあったんだ」





　枯れた大樹の根本の近く、少女の足元あたりには小さな立て札があった。

　達筆な字で「侘わび助すけ」と書いてある。

　十一歳の要はそれを見て、かつて祖父から聞いた話を思い出した。

　その侘助椿は元々、旧きゆう華か族ぞくゆかりのお屋や敷しきに植わっていたのだという。

　花の時期には見物客が来るほどに見事なものだったが、移植するためには枝も根もごく短く切り落とさなければならなかった。

　ひどく小さくなってしまった椿が心配で、祖父は移植後も足しげく様子を見に行ったという。

　――ああ、やっぱり俺の侘助がここらで一番の器量よしだ。

　そう言ってなあ、幹を撫でてやったら、驚くくらいに見事な咲きぶりを見せてくれたもんだ。……

　得意げな語り口がよみがえる。

　改めて少女を見つめ、椿つば尽きづくしの出で立ちが様になるわけだと要は納なつ得とくした。

　身にまとう振袖が豪ごう華か絢けん爛らんなのも頷うなずける。

　何しろ彼かの女じよは旧きゆう華か族ぞく邸ていで育ったお嬢じよう様さまなのだ。






「それで俺は思ったんだ。じいちゃんめ、やってくれるじゃんかってな」

「やってくれる？」

　ツインテールを揺らして、小首をかしげるリリアスに要は言った。

「可愛い女の子の心を奪うばっておきながら、それにさらさら気づくことさえなく結けつ婚こんして愛妻家やって順調に孫までこさえて。挙句、自分が死ぬまでずっと惚ほれさせておくことで、孫の初はつ恋こいまで横から鮮あざやかにかっさらう。……やってくれるだろ、本当に」

　ともあれ、要少年は、〇・一秒の直感には抗あらがえないことを思い知った。

　花鋏を握って泣いている少女がどんなに物騒で過激で猟りよう奇き的てきでも、身の内で脈打つ心臓はわしづかまれたままだったのだ。

　正確に言えば、少女が物騒で過激で猟奇的であるほどに、十一歳の心臓は一層強く締しめ上げられた。

　話を聞いていたリリアスは、上うわ目め遣づかいでそっと要を見つめた。

「そこで目覚めちゃったんだね？」

「そうだな、目覚めちゃったんだなあ」

　すっかりぬるくなったドクターペッパーをすすり、要は遠い目をした。





　美しい、侘助椿の樹木精霊ドライアド――ひとり泣なき濡ぬれる年上の少女に、理性と思考を爆ばく破はされた十一歳に残されたのは本能的な衝しよう動どうだけだった。

「そんなに泣いたらだめだよ。目がはれる」

　次々と零こぼれゆく、透とう明めいな雫しずく。熱に浮かされるまま、つま先立ちでそれに触れれば、少女がはっと身じろいだ。

　戸惑った様子で初めて要の顔を見つめる。そして、信じられないとばかりにその潤うるんだ垂れ目を見開いた。




　――ぎんのじょう、さま。




　声にならない声だった。切なくも必死な表情に要が見み惚とれていると、少女はややあってから呟つぶやいた。

「――きっとそうだわ、あなた『要くん』でしょう」

　桃色の唇から自分の名前が出た瞬しゆん間かん、要は息が止まってしまうほど驚いた。

「わたしね、何でも知っているの。銀之丞様が一人前の植木屋さんになってお嫁よめさんを貰もらって娘むすめさんが生まれて、そのお転てん婆ばだった娘さんが大きくなって結婚して要くんが生まれたことも――だって、他ならぬ銀之丞様がお墓参りに来るたびに全部教えてくれたんだもの」

　歌うようにそう言って、少女は笑った。

　要の心臓の真ん中を貫いたその笑えみは一分の隙すきもなく可憐で、そして、果てを知らぬ奈な落らくの如ごとくに業ごうが深かった。






「あれはじいちゃんに対する思いが『やってくれる』から、『やらかしてくれる』に変わった瞬間だった」

　少女の言葉によれば、祖父は自分に切ない片思いをしている少女に対して、他の女性との幸せ模様を一いつ生しよう涯がいという長期間にわたっていきいきと語ったということになる。

「……そっ、それ、大だい丈じよう夫ぶ、だったの？」

　花鋏のくだりで、ヤンデレの何たるかを学んだらしいリリアスは青くなっていた。

　心臓貫かれちゃう、血が噴ふきあがっちゃう、とおろおろ呟く。

　語り甲斐がいがあるなと思いながら要は続けた。

「まあ、大丈夫……ではなかったな」





　二月の寒空の下もと、吹きすさぶ風の冷たさが手ぬるく感じるほどの恨うらみ節を、要は聞かされることになった。

「知らない女の子のお話を初めてされた時ね、わたし、銀之丞様を連れて行ってしまおうって決めたの。錠じよう前まえに鍵かぎを挿さすように、いとしい心臓に鋏を刺さし入れて。あたたかい血を吸ったその刃は先さきでわたしも喉を突くの。そうすれば餓が鬼きの国の底深く。赤い鴉からすが見も知らぬ、闇くらのしとねで共とも寝ねができる」




　誰にも邪じや魔まなんかさせないの。




　淑しとやかな語り口に、十一歳の要は硬こう直ちよくしていた。

　少女のひた黒い瞳の中には溶よう岩がんの熱が脈打っている。

　呆ほうけたように見つめるうちに、それが――ふと、鳴りを潜ひそめた。

「でもね、鋏を握りしめたその時、銀之丞様と目が合ったの。あのひと、間ま違ちがえようもなくぴったりとわたしを見たのよ」

　少女と目を合わせて、祖父は――銀之丞は、からりと笑ったのだという。




　まるで、仕方がない奴やつだなあ、と愛いとおしげに目を細めるかのように。




「わたし、びっくりして息が止まってしまったの。何もかも、自分が鋏を握っていることさえ忘れてしまって、ただ銀之丞様の名前を呼ぶことしかできなかった」

　少女はどこか幼げに言った。

「それって……」

　十中八九偶ぐう然ぜんだ、と要は思った。

　だって、祖父に精霊サイキは見えなかったのだから。

　しかし、口を開こうとする前に、少女がまなざしを巡めぐらせた。

「わたしが鋏を握りしめたのは一度や二度じゃないの。でもね、そのたびに、あのひとったら、ぴたりと目を合わせて笑うの。わたしの呼ぶ声に目を細めて頷くの」

　伏ふせたまつげが、言葉の途と中ちゆうでみるみるうちに雫をはらむ。

「わたしのことなんて絶対に見えていない、声だって聞こえていないって分かっているのに、夢を見ているみたいに嬉うれしくて、胸が張り裂さけそうに切なくて、鋏を握る指がもつれるばかりだった」

　どうして、あのとき、しっかり鋏を握らなかったんだろう。

　どおして。

　血を吐くようにそう漏もらして、少女はあえかに吐と息いきを震わせた。わななく桃色の唇が声もなく、とある言葉を繰り返す。




　――ゆるさない、ゆるさない、ゆるさない、ゆるさない、けっして……。




　わしづかまれた心臓を抱かかえて、要は少女を見つめたまま動けずにいた。

　想おもいが煮に詰つまった瞳は、一いち途ずにひた黒い。猟奇的で、過激で、突とつ飛ぴで、……どうしようもなく不器用で、あまりにも純じゆん粋すい無む垢く。

　こんなの、どう捉とらえたらいいのかなんてさっぱり分からない。




　でも。




「……俺にはっ、俺には見えるよ、あなたの綺き麗れいな黒髪も、大きな目も、椿の花がたくさん咲いたその振袖も。声だって聞こえる」

　要は気づけば夢中でそう言っていた。

　さっぱり分からないのにその存在のすべてが、たまらなく慕したわしいのだ。

　勢いのまま、掻かき抱いだくように頬ほおに触れれば、少女がぽかんとする。

　途と方ほうに暮れた視線が、つま先立ちでふらついている要の――祖父に生き写しだと言われてきたその顔に注がれる。

　頼たよりなく呆けた顔のままで、少女は言った。

「――……銀之丞様はやっぱりひどいわ。最期の最期でこんな、」

　花鋏が地面に落ちて派手な音を立てた。

　そして、次の瞬間、えもいわれぬ弾だん力りよくがふっくりとした唇の形を要に伝えた。

　眼を見張っても、つややかな髪が垂れこめて少女以外を見ることを許さない。

　もっと、と吸いなつく仕草はめまいがするほど色めいていた。それでいて、ひな鳥がえさを食はむようにいじらしい。

　何もわからないまま、うるんだ音で幾いく度どもせがまれて思わず唇を開けば、すぐさま舌を吸われた。

「んんん、んんんー！」

　そこからはもうめちゃくちゃだった。柔やわらかくとろけた熱が脳をかき混ぜる。触れ合って温められた髪と肌の香かおりが追い打ちをかける。

　体が、指の先まで燃え立つように熱くなった。じんじん脈打ってなすすべもない。

　前後不覚にされながらも、要は心臓が裂ける心地がした。

　こんなに大人びた手管を使うくせに、目の前で切なく眉まゆを寄せる顔は、泣きつかれて体温を慕う迷子のようなのだ。

（このひとを離しちゃだめだ、絶対）

　思考など焼け落ちているのに確信して、あでやかな袖布を指先でたぐる。

　その瞬間、少女が要の舌に歯を立てた。

　電流が走ったように鳥とり肌はだが立った。

「これは呪のろいよ」

　甘あま噛がみの余よ韻いんで眼を白黒させる要から唇を離し、少女は熱っぽくささやいた。

「銀之丞様にそっくりな可愛い要くん。あなたは、この接せつ吻ぷんをずうっと引きずるの。それで、一生涯、わたしにそっくりな女の子だけに恋をする」




　――ねえ、今生こそわたしに捕つかまって頂ちよう戴だいね。




　溶岩の埋火うずみびを、弓なりに細めて少女が笑う。

　舌を食まれて思わず離してしまった袖布が、眼の前であざやかに翻った。

「あ……っ！」

　声を上げた時にはもう遅おそく、要が伸のばした手は空を掻いた。

　砂を巻き上げた獰どう猛もうな北風に攫さらわれるようにして、今いま際わの樹木精霊ドライアドはあまりにも呆あつ気けなく姿を消してしまった。

　侘助と書かれた立て札と、無残に立ち枯れた椿の大樹。

　眼の前を見つめて要は立ち尽くす。

　ゆるく噛まれた舌の上でほろ苦い熱がうずき続けていた。






　自分がキスされたかのように真っ赤な顔で話を聞いていたリリアスに、要は言った。

「異能士ノーヴアスになれば、精霊サイキと接する機会が増える。そうすれば、黒髪で美少女でヤンデレ気質な精霊サイキと出会う確率も上がるだろ。それと、今の日本で精霊サイキと結婚できるのは異能士ノーヴアスの資格を持つ者に限られてる。だから、俺は四年前にネビュラ・ノヴァへ編入してきたんだ」

　それから、飲み干したドクターペッパーのグラスを押おしやって続ける。

「あのひとの――『椿の君』の呪いは、俺の骨身に刻まれているんだ。こうして喋しやべる時も、遊ぶ時も食べる時も寝る時も、変わらずこの身体からだと共にある。それが、いついかなる時も俺に前を向かせ、足を進ませる原動力だ。だから、……」

　言いながら、要は不意に気づく。

（そうだ）

　自分はこの状じよう況きように落ち込む必要もなければ、絶望する暇ひまもない。

　運命の女神の血の色がメタルグリーンだって構わない。

　なぜなら。

「他人が笑おうが呆あきれようが、はたまた神と仏と閻魔が組んで邪魔しにこようが、絶対にこれだけは譲ゆずれない」

　ゆらりと深い黒の瞳で不敵に笑う。




「何としても叶かなえる。何せ、宿願だ」




　その言葉が宙に浮いた瞬間、リリアスが大きな猫目を見開いた。

　そして、電気が走ったかのように小さく身を震わせたかと思うと、要をまっすぐに見つめて言った。

「分かるよ！」

　その声はがらんとした食堂に大きく響いた。

「眼中くんが今言ってた気持ち、分かるよ。だって、私もおんなじだから。誰に笑われても呆れられても叶えたいって私も思ってるから。――神様が邪魔しにかかっても諦あきらめられない『宿願』を、私も持ってるの！」

　小さな背中には今までしまわれていたらしい四枚の羽がいつの間にか現れている。

　要は呆気に取られてリリアスを見つめた。

　なめらかな白磁の肌に、明るい月の色をした金髪。まつげが繊せん細さいに影かげを落とすその顔立ちは、人形師が丹たん精せいしたかのようだ。

　そんなガラス細工のような妖精少女が羽も広げっぱなしのまま、なりふり構わず、夢中になって言葉を紡いでいる。

「この世界に存在するどんなものでも、形のない概がい念ねんや摂せつ理りだって燃やせる焔ほのおを顕けん現げんさせること。それが私の宿願なんだ」

　そう言った瞳はエメラルドよりずっと軽かろやかに透きとおっていた。

「燃やせないものがない焔か。いいなあ、豪ごう気きだ」

　賞賛の思いを伝えれば一層精せい妙みように輝く。

　しかし、そんな眩まぶしい橄欖石ペリドツトの瞳は、なぜかすぐに翳かげってしまった。

　どうしたのかと瞬きをした要の前で、長いツインテールをぎゅっと握り締めたリリアスが口を開く。

「……あのね、最初に大講堂で顔合わせしたとき、データファイルが出てたから、眼中くんはもう気づいてると思うけど、私――出で来き損そこない、なの。……普ふ通つうの、何でもない炎が、出せなくて」

　炎妖精サラマンダーなのに、炎が出せない。

　円えん陣じんの中に立つ横で「異能欠陥エラー」の文字が明滅していた理由を、リリアスは消え入りそうな様子で告白した。

「そうか」

　要はふむとうなずいた。黒くろ髪かみ美少女ヤンデレ精霊サイキのことで頭がいっぱいで、全然気づかなかったなと思う。

　そんな要の反応に、リリアスは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたような顔をした。

　ややあってから、小さな声で確かめるように言う。

「……普通の炎も出せないのに、どんなものでも燃やせる焔なんて、夢のまた夢だってことは分かってるの。そもそも、炎妖精サラマンダーなのに炎が出せないなんて呆れちゃうよね？」

　広げた羽まですっかりしおれてしまっている。

　そんなリリアスを見つめて、要は言った。

「呆れんさ」

　どうして、と金色のまつげが不思議そうに揺れる。

「『炎が出せる』って現象がありえるなら、『炎が出せない』って現象もありえるからな。コインが表か裏かって話だ」

　当然とばかりに言う要を見て、リリアスは何度も瞬きをした。続きを聞かせてくれと促うながされ、髪を握ったままおぼつかない様子で語り出す。

「私――私ね、十六歳さいまでに炎を出せなかったら、家を、メロヴィング一門を追放するって言われてるの。炎が出せない炎妖精サラマンダーなんて炎妖精サラマンダーじゃない。恥はじさらしだって」

　要は眉根を寄せた。炎が出せないのがどれほどのことかは知らないが、ずいぶんな言いようだ。

「アヴァルで思いつく限りのことは試したんだけど、どうしても炎は出せなくて。だから、人間界に来たの。異能の術ノヴアテイクスを学べば炎が出るかもしれないって思って」

「なるほど、そういうわけか」

　ことわりの違ちがう世界のことを異界と呼ぶ。境界を踏み越こえれば、揺るがぬはずの「不可能」と「可能」はたやすく書かき換かわるのだ。

　だから、古いにしえより人も精霊も何かを叶えるために異界に渡ってきた。

　ちなみに、今の時代においては、人間界の多くの国で、異能士ノーヴアスのパートナーになることが、異界在住の精霊サイキが長期滞たい在ざいするための条件になっている。

「ネビュラ・ノヴァを選んだのは、日本でならどこの国の術も学べるって聞いたからなの。言葉が喋れたら少しは助けになるかもって、日本語も六年間勉強したんだけど……」

　リリアスの言葉に要はため息をついた。方向性は正しいのかわからないが健けな気げだ。コミュニケーションが異様にスムーズなわけである。

「……で、炎を出せるようになるリミットは『十六歳になるまで』だったか」

　問えば、暗い顔がますます強こわばった。

「――うん。私、八月の誕生日で十六になっちゃうの」

　うつむくリリアスを、要は歯がゆい思いで見やった。




　分かるよ、私もおんなじだから、と。

　まっすぐに瞳を向けて、声を張り上げてきた初めての存在。




　考えるより先に、口が動いた。

「リル」

「えっ、誰だれ？　……あっ、私っ？」

　突とつ拍ぴよ子うしもない呼びかけに戸惑うリリアスに構うことなく、要は続けた。

「共同戦線を張ろう。俺はリルが十六の誕生日までに普通の炎を出せるように、そして、やがては、燃やせないものがない焔を顕現させられるように手を尽くす。だから、リルは俺が黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキと出会って恋に落ち、椿の君の呪いを完成させられるように手を貸してくれ」

「えっ、それって――、」

　宿願叶って自分と結ばれる相手は、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキの他にはいない。




　でも、それを共に目指す相棒ならば。

　同じ温度の情熱を分かつこの小さな炎妖精サラマンダーがいい。




「俺のパートナーになってくれ」

　要が言い直せば、リリアスが大きな猫目を見開いた。

　橄欖石ペリドツトの瞳の中で透明な火が息を吹ふき返す。




　やがて、かちん、と。

　午後三時過ぎの食堂に、他た愛あいない乾かん杯ぱいの音が鳴った。







02.　異能者の王国ネビュラ・ノヴァ







　異能士ノーヴアス養成機関ネビュラ・ノヴァ。

　初等部から大学院までの課程があるこの全ぜん寮りよう制せいの学園機関には、特別な資質を持った者だけが集つどう。

　それは、未知の質料である霊素エータを知覚し、生成し、操作できる者。




　いわゆる「異能者サイ」である。




　――学ぶのは異い能のうのの術じゆつと、化け物の狩かり方。

　年若い異能者サイだけのこの王国には、外界とは違う不文律ルールが息づいている。




＊




　落第しない。

　当たり前だろうと突っ込まれかねない、ごくシンプルなそれが、要かなめとリリアスの目下の目標であった。

　黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキと添い遂げたい要であるが、現行制度では、異能士ノーヴアスでなければ精霊サイキとは結婚できない。

　十六の誕生日までに炎を出す方法を模も索さくしたいリリアスであるが、こちらも、異能士ノーヴアスもしくは異能士ノーヴアス候補生のパートナーでなければ、日本で異能の術ノヴアテイクスを学ぶことは現行制度上許されない。

　つまり、この学園生活を乗り切れなければ、どちらの宿願の明日もない。

　そう見定めたうえで、堅けん実じつで現実的な目標なのである。

　こうして、「落第しないぞ」と言い合いながら新学期を迎むかえた二人であったが、試練は案外早くやってきた。

　学がく生せい寮りようの自室。

　ベッドと勉強机でぎりぎりのところに、無理やり卓ちや袱ぶ台だいを押し込んだ手て狭ぜまなその部屋にあって、要は「やばい」と呟き続けていた。

　視線の先にあるのは、一枚の答案用紙だ。

　そこに記された点数は、百点満点中、八点――完全なる赤点であった。

「……カナ、大丈夫？」

　せんべい化した座ざ布ぶ団とんに座すわったリリアスが大きな猫ねこ目めで見上げてくる。

　要のお下がりのフード付きパーカを愛用している。生活感あふれる愛らしいその姿を眺ながめて要は言った。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ――じゃなくて、すまん。面めん目ぼくない」

　やらかしたと額に手を当てれば、リリアスが慌あわてたように口を開く。

「そんなっ、謝あやまらないで……私、知ってるよ、カナが一いつ生しよう懸けん命めい勉強してたの。重たい辞書をいつもめくってるのも、ノートびっしり書いてるのも見てたよ。教科書なんか使いすぎてぼろぼろになってたもんね……ほ、ほら」

　要の努力を懸けん命めいにフォローすべく、机に置かれた教科書を手に取ったリリアスは、折り目すらないつるりと新品じみた表紙を見て、あれと首をかしげる。

「おかしいな、確かに見たのに。あ、こっちはぼろぼろだ」

　表紙がよれよれになった別の教科書に触れ、ハッとしたように赤点の答案用紙に目をやった。

　――異能数理、と銘めい打うたれている。

　教科書の表紙がつるつるなほうの科目であった。

「カナ、この科目嫌きらい？」

　リリアスの問いに、要は即そく答とうした。

「まごうかたなく嫌いだ。文系だからな、俺おれは」

　卓袱台の上には他の科目の答案用紙も置いてある。

「こっ、こんな……こんな違っちゃうもの？」

　文系科目「選せん択たく術語ロゴスⅠ」の輝かがやき渡わたるような答案用紙（百点）と、理系科目「異能数理」の満まん身しん創そう痍いの答案用紙（八点）を並べ、リリアスが呆ぼう然ぜんと言う。

「文系だからな」

　指を組んだ上に額を乗せ、要は重ねて主張した。

　勉学における個人的な好すき嫌きらい、ありがちな得意不得意――こんな言葉では到とう底てい説明しきれない深い溝みぞを表現するのが「文系」と「理系」という二語なのだ。

　苦手科目も同じように勉強しろよ、選えり好みすんなよ、と人は言う。

　違うのだ。

　本当に何にも分かってない。そうじゃないのだ。

　文系は理系の科目名を見ただけでやる気が吸い取られていく。教科書に触ふれているだけでなぜかいかんともしがたく苦痛だし、ノートを取るためにペンを握っていることすら、理由もないのにもうこの上なく怠だるい。

　元々とぼしい理解力も秒刻みでみるみる減退していく。

　歯が立たないとはこのことだ。元より絶望的な断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登ろうとしているのにまずハーケンすら刺さらない。それでもどうにか齧かじりつくべく、まったく呑のみ込めない問題文やら解説やらを反はん芻すうしてみても、今度は伏ふく兵へいよろしく登場した眠ねむ気けに意識を強制ログアウトさせられる。なすすべなしの滑かつ落らくエンドだ。

「もう本能レベルで拒きよ絶ぜつしてるとしか思えん」

　もらした呻うめきには万ばん感かんの思いがこもっていた。

　リリアスは何と声をかけたものかという表情をしていた。

　戦せん闘とうが本分とされる精霊サイキに座学は課されないのである。

　とりあえず神しん妙みような顔で問う。

「これ、六十点、……いけそう？」

「……いけ――いや、どうだろうな、」

　高等部から始まる「喰霊アルゴル討とう伐ばつ実習」は、第一回目の定期テストにおいて赤点がないことが参加要件になっている。

　赤点を取った場合、その後の追試において該がい当とう科目で六十点以上の成績を取らなければ、実習への参加が許可されないのだ。

　言わずもがなだが、「喰霊アルゴル討伐実習」は必修課程であり、修しゆう了りようしないまま進級はできない。

　つまり。




　――このままでは落第へ一直線である。




　降ってわいた絶望に、沈ちん黙もくする。

　そんな二人の許もとへ鈴すずを振ふるような声がかかった。

「なに、算術ができなくとも心配なかろう。要は婿むこじゃからな。財さい布ふの紐ひもは、嫁のわらわが握るものじゃ。わらわが代わりに家計をまわしてやろうぞ」

　声の主は要のベッドに寝そべっていた。

　くりんとまん丸なその瞳ひとみは、鮮やかな菫すみれ色いろをしている。

　腰こしまで届く長い髪かみは、輝くばかりのプラチナブロンドだ。ふんだんにフリルをあしらった改造制服を着ている。

　千せん菊ぎく院いん那な由ゆ多た。

　同じ寮りように所属する異能欠陥エラーの少女である。要たちより一学年下の中等部三年生だ。

　那由多はとある出来事から要に惚れ込んでいる。

　そのため、日夜斜ななめ上うえに過激なアタックを欠かすことがない。

　要のベッドは「責任を取って結婚」という言げん質ちを取りたい那由多が高確率で丸まってすやすや眠ねむっているスポットである。

「なゆ、もう三万回は言った気がするが、俺の嫁は天が落ちて地が割れても未み来らい永えい劫ごう、黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキただ一人だ。あと、算術云うん々ぬんの台詞せりふはテストのたびに赤点祭りを開かい催さいするのをやめてから言え。お前も理系潰かい滅めつだろう」

　取り付く島もない要の言葉に、那由多は花びらを据すえ置おいたようなまろ眉を寄せてむうと膨ふくれた。御ご所しよ車ぐるまが金糸で刺し繍しゆうされた豪ごう奢しやな袖そで布ぬのと、無限にあふれるフリルを翻ひるがえしてベッドから降り、リリアスの隣となりに座る。

「要は一学年しか変わらないのに、いつもわらわを子ども扱あつかいする。早く嫁と認めるようにリルからも言ってくれ」

　おしとやかな見た目を裏切るいつもの活発さで横に転がり込んできた那由多を、リリアスはよしよしと宥なだめて、卓袱台に載のっていた胡ご麻ませんべいを渡した。

「あっ、亀かめやの胡麻せんべいだ。わらわの好物」

　リリアスと那由多はルームメイトである。

　寮の中で一番仲が良い。もはや操縦もお手の物だ。

「ねえ、なゆちゃん、カナが来週までに異能数理で六十点とれるようにするにはどうしたらいいと思う？」

　自分も胡麻せんべいをぽりぽりかじりながら、悲ひ壮そうな顔でリリアスが言う。

「よりによってなゆに聞くかー」

　同じく悲壮な顔をしながら要もつられて胡麻せんべいに手を伸ばした。

　那由多の赤点伝説は寮りよう内ないに鳴なり響ひびいている。

　テストで良い点数を取る秘ひ訣けつなど聞いても無む駄だだ。そんなものを知っていたら端はなから赤点など取っていない。

　要の諦てい念ねんと、リリアスのわずかな期待を一身に受け、口に胡麻せんべいの食べかすをつけた赤点女王はあっけらかんと言った。

「勉強する」

「まともな意見だな、おい」

　要の突っ込みに、那由多が丸い瞳を意味深に煌きらめかせて言葉を足した。

「もしくはわらわが兄様に相談する――涙なみだ目めでな」
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　どこかひな人形を思わせる品の良い顔立ちでにぱっと愛らしく笑う。

　示し唆さするところに思い当たった要は、胡麻せんべいを取り落とした。

「待て、なゆ、それはもしや禁じ手……」

「えっ？　えっ？　何か方法があるの？」

　希望の光を感じ取ったリリアスが那由多に縋すがりつく。

　――異能者サイの王国であるこのネビュラ・ノヴァにおいて、王族にも等しい扱いを受ける者たちがいる。

　それは、異能士ノーヴアスという存在が認められるより遥はるか昔から、独自の異能の術ノヴアテイクスを奉ほうじていた四つの家の血を引く者たちである。




　神しん道とうの禍まがツ原はら、仏道の千せん菊ぎく院いん、陰おん陽みよう道どうの御み門かど倉くら、魔ま術じゆつ道どうの鼎かなえ。




　ちなみに那由多の苗みよう字じは、「千菊院」だ。

　仏道の千菊院。まさに王族とばかりに活かつ躍やく華はな々ばなしい兄たちの人脈を使えば、おそらく赤点撤てつ回かいなど造作もないだろう。上流階級ハイクラスだけが使えるわりと――否いな、かなり倫りん理り的てきにアウトな禁じ手である。

　湯ゆ呑のみに両手を添そえた那由多は、いたずらっぽく要を見上げて言った。

「別に、千菊院の名でごり押すことなど考えてはおらんぞ。わらわはそういうやり方は好かんし、御門倉と違って千菊院の名はそんなことに使うほど安くはない。そうでなく、純じゆん粋すいに兄様たちに家庭教師を頼たのむのじゃ。目をうるうるに潤うるませておけば、大層優やさしく教えてくれるぞ。あと、兄様は山を張るのが神がかり的に上う手まいからな。言われたところをやっておけば追試で満点が取れる」

　満点と聞いてリリアスがぱあっと目を輝かせた。

「カナもなゆちゃんのお兄さんたちに教えてもらえば満点取れるかなあ」

　壮そう大だいな夢を描えがくリリアスの肩かたに、要はぽんと手を置いて首を振った。

「リル、無理だ。千菊院の兄貴三人衆は重度のシスコンだからな。可愛かわいい妹のためだけにしか動かん」

　千菊院宗そう家け直流は四兄きよう妹だいだ。ハンサム・イケメン・美青年と役者の揃そろった三人の兄と、末っ子の那由多で構成されている。

　この三人の兄たちの妹への度を越した愛情は語り草になるほどだ。要は初対面で襟えり首くびをつかまれたことがあり、多少トラウマになっている。

「ちょっと頑がん固こなところがある兄様たちも、わらわの愛する婿むこ殿どののためと言えば一ひと肌はだ脱ぬいでくれよう。要がこの誓せい約やく書しよにサインをしてくれるなら、目薬でも使って涙マシマシにして頼んでやってもいいぞ」

　無む垢くにまん丸な瞳を向けて、那由多が一枚の紙を差し出す。

「だから俺はなゆの婿じゃないし、そんな頼み方したら逆に息の根を止められかねん。あと、その誓約書っていうのは何なんだ」

　要は差し出されたその紙を一応は受け取って言った。

「将来、わらわと結けつ婚こんすることを誓せい約やくする書面じゃ。ここに名前を書いて、こっちに拇ぼ印いんをくれ」

「ついに法的拘こう束そく力りよくに訴うつたえてくるか――いや、待てよ、これ霊れい符ふだ。名前を書くと術式発動するやつだよ。なゆ、お前、本当に末すえ恐おそろしいやつだな……」

　公的文書にしか見えない霊符に要は戦せん慄りつした。

　この先、ぼんやりしていたら知らないうちに結婚させられているかもしれない。謎なぞの不安にさいなまれ始めたその時、小さな手がぽんと肩に置かれた。

「カナ」

　胡麻せんべいを平らげたリリアスの、淡あわい緑の瞳がまっすぐに要を見つめていた。

「ね、勉強しよう。勉強して、頑がん張ばって六十点取ろう。私じゃ、異能数理なんて分かんないけど。でも、二人で頑張ればちょっとは違うかもしれないから」

「……リル」

　やや疲つかれてきていた要はうっかり感動した。

　桜色の小さな唇くちびるについている胡麻を取ってやってから言う。

「……そうだな、リルと頑張ればいけるかもしれないな。八点だが」

「うん、きっとできるよ！　今の、えーと、七倍ぐらい頑張れば！」

　手を握にぎり合って無む謀ぼうな夢を語り合いはじめた二人を見て、那由多が仕方ないなというように公文書風霊符を引っ込める。

「まあ、わらわが骨ぐらいは拾ってやろうぞ」

　こうして、異能数理の追試で六十点超ごえを目指すという地じ獄ごくのチャレンジが幕を開けたのであった。
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　野外。湿しめった日ひ陰かげの中でむやみに芝しば生ふを踏ふみ締しめながら要はひとりごちた。

「――いや、何じゃこの状況」

　眼めの前には、牛ほどの大きさの喰霊アルゴルが立ちはだかっている。




　頭部が羽う毛もうに覆おおわれたクチバシ付きの爬は虫ちゆう類るい。

　――卵から孵かえりたての「コカトリス」だ。




　ぎょわわわわああん、と喰霊アルゴルが奇き天て烈れつな鳴き声を上げる。

　すると、それを追うように情けない怯おびえ声が後ろから三人分響いた。

「そんだけ騒さわげるなら無事だろうな」

　要はため息をついた。リリアスを頭ごと胸に抱だき込み、自分も視線を伏せたまま、三日前に実技演習で習ったばかりの防御結界シールドを展開し続ける。

　元々、要とリリアスは追試対策のため、寮から図書館に向かう途中であった。

　異能省が建設を主導したというネビュラ・ノヴァは、東京ドームが広さの指標となるような堂々たる敷しき地ち面積を誇ほこる。

　そのため、目的地へのルート選びにはセンスが問われることになる。

　今回、二人は図書館のある西エリアへの近道として、敷地の周しゆう縁えんを覆う森と植物園の間の空き地を通ったが、その選択が思わぬ災わざわいを呼んだ。

　植物園の脇わきの空き地は、言ってみればあまり治安がよくない。

　いい感じに人目の届かない立地であることから、他人に絡からみたくて仕方がない迷めい惑わくな人種がうろついていることがあるのだ。

　そう知りながらも、近道の誘ゆう惑わくに勝てずに日陰の芝生に踏み入った二人は、ものの見事に迷惑人種三名に絡まれた。

「やあ、これはこれは。名無しブランクくんと異能欠陥エラーちゃんの二人組じゃないか」

　中身の残念さが知れる第一声を受け、要はうんざりと鼻を鳴らした。名前は知らないが同級生である。取り巻きを左右に配した糸目の男子学生がにやついている。

　異能者サイの王国には、相手を値ね踏ぶみする上での明確なモノサシがある。

　血筋の正しさと、異能値の高さ。

　この二つが、学園内での立ち位置から所属する寮、内ない申しんに成績、果ては支給される小こ遣づかいの額にまで影えい響きようする。

　江え戸ど時代もかくやのピラミッド社会。

　その最下層に押し込められているのが「異能欠陥エラー」と「名無しブランク」だ。

　炎が出せないリリアスのように、異能に欠陥がある者が「異能欠陥エラー」。

　そして、要のように、異能を持たないはずの家系に生まれついた異能者サイが、「名無しブランク」と呼ばれる。

　ステータスの弱いこのピラミッド最下層組は、血筋正しき名家出身で異能自じ慢まんの鼻持ちならない最上層組――通つう称しよう「門閥ノブレス」たちのサンドバッグにされがちだ。

　だが、そんなことは知ったことか。

　要は片眉を持ち上げて言った。

「そっちは門閥ノブレスくん三人組か――疎うとくて悪いな、名前も分からん。でも、そうさな、今日もご機き嫌げんそうで何よりだ。いい天気だもんな。ほらそこ通してくれよ」

　暇じゃないとばかりにあしらえば、取り巻きのわざとらしい後あと押おしを受けて、糸目が顎あごを突つき出だした。

「いやだなあ。僕ぼく、御門倉光こう明めいだよ。知ってるだろう。ここを通りたいなら、通行料を払はらってもらわないとねえ。断らない方が身のためだぞ。今日は偶ぐう然ぜん、こんなものを持ってるんだ。何だかわかるかい、――喰霊アルゴルの卵さ」




　だから、こいつが孵らないうちにさっさと済ませるんだね。




　そう言った時には、もう卵にひびが入っていたのだから笑い話にもならない。

「何が楽しゅうて喰霊の卵じつけんざいりようなんざガメてんだよ――しかも、コカトリスって。門閥ノブレスの考えることは本当に分からん。やっぱり阿あ呆ほうなのかそうなのか」

　うろ覚えの施し術じゆつで展開している防御結界シールド越しに要は薄目で喰霊アルゴルを睨にらんだ。

　ニワトリのそれと同じ大きさの卵から孵ったくせに、すさまじい勢いで肥大化したそいつは、相変わらずぎょわぎょわと騒がしい。

　頭はニワトリだが、首から下は太ったイグアナのような感じだ。おまけのように背中に羽も付いている。サイズは成牛クラスだ。

　初等部一年生でも知っている。知名度が高すぎて、もはやテストにも出ない喰霊アルゴルだ。

「カナ、私に行かせて！　追試で六十点も取らなきゃいけないのに、こんなとこで足あし踏ぶみしてる場合じゃないもん。すぐ倒たおしてくるよ。私、速さにだけは自信があるの。訓練もしてるし大丈夫だから」

　抱き込んだリリアスが胸むな元もとでうずうずと身じろいだ。

　予想外に血の気が多い。今にも飛び出さんばかりのその勢いに要は肝きもを冷やす。

「リル、気持ちはわかるが、大人しく引っついててくれ。今回は相手が悪い。うっかりでぽっくりいくやつだ」

　後方では門閥ノブレス三人組が顔を覆って芝生にうずくまっている。

　身を縮めて転がっている様子はさながらダンゴ虫である。自分で蒔まいた種だろうがと突っ込みたくて仕方ないが、その防御反応は理にかなっている。

　――コカトリスと言えば、「蛇じや眼がん」である。

　この異能特性には必ずラインマーカーを引かされる。ニワトリの顔からぎょろりと突き出でた黄土色の目玉。それを直視した者は即そく死しするのだ。

「うっかりでぽっくり？」

「油断一秒うつかりで即死亡ぽつくりだ」

　でもと言いい募つのるリリアスの背中を宥めて闘とう志しの鎮ちん火かに努める。

　その時、薄目の視界で、イグアナじみた脚あしがやにわに一歩を踏み出した。

　げ、と喉のどの奥おくで呻いた要に応じるように、喰霊アルゴルは尾おを引きずりながら防御結界シールドに突とつ撃げきしてきた。

　結界を編んでいた霊素エータが爆はぜる。

（破られる――）

　この世の終わりとばかりの門閥ノブレスたちの悲鳴を背に浴びながら、要は奥おく歯ばを喰くい締めて霊素エータを振り絞しぼった。

　教科書がとにかく遠えん隔かく戦せんを勧すすめるトリ頭は物ぶつ騒そうなことに至近である。

　蛇眼を警けい戒かいして眼を閉じたまま、全神経を集中させて防御結界シールドを保持する。うろ覚えを後こう悔かいしたがもう遅おそい。

　押おし破られたらゲームセット。文字通りの耐たい久きゆう戦せんだ。

「――……だぁ、くっそ、滅め茶ちや苦く茶ちやかましてくれんなあ……っ！」

　クチバシで突き刺さす。爪つめで引ひっ掻かく。巨きよ躯くで圧のし掛かかる。防御結界シールド越しに色々なことをしてくれているのは、眼を閉じていようとも嫌いやになるくらいに分かる。

（埒らちが明かん）

　防戦一方。そも消しよう耗もう戦せんだ。

　要が眉み間けんにしわを刻んだその時。




「ね、大丈夫だよね？　カナも目つぶってるよね？」




　胸に押し付つけているリリアスが、制服の裾すそを握りながら言った。様子が分からず心配になったのだろう。

　何せ今、彼かの女じよにはこちらの顔が見えない。

　そう思った瞬しゆん間かん、ぱちん、と脳のう裏りで閃ひらめきの火花が散った。

（――その手があったか）

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら要は口角を引いた。

　ごく低く、喉の奥で唸うなるように呟つぶやきを重ねる。ひそやかな発語チヤントである。コカトリスのひっきりなしの暴走音にかき消され、誰の耳にも届くことがない。

　声が切れるや、要のまなじりに得体のしれぬ黒が滲にじんだ。

　門閥ノブレス三人衆は頭を抱かかえてダンゴ虫。リリアスは胸にひっついてる。まなじりの黒こく斑はんは誰の目にも触れず、うすい皮ひ膚ふの上で墨すみが染むかに手を伸のばす。

「カナ？　目つぶってるよね？」

「おう、つぶってるぞー」

　平然と答えながら、要は黒く巣食われた瞼まぶたを開いた。

（うぉっ）

　消耗しきった防御結界シールドは知らぬ間に範はん囲いを大おお幅はばに縮めていた。

　恐ろしのコカトリスは至近も至近、眼と鼻の先だ。黒く有毒化した霊素エータ――瘴気ミアズ、をこれでもかと噴ふき散らしている。

　コールタールのような濁にごりをまといつけるその中から、教科書の記述を忠実に再現した黄土色の蛇眼が覗のぞいた。

　視線がごまかしようもなくがっちりと絡む。

「ぅおえ」

　こらえきれずに嘔吐えずきを一つ。

　したしる唾だ液えきを雑にぬぐって、要は嗤わらった。




（そりゃそうだ。即死なんぞしようはずもない）




　確信のもと、底なしの眼でコカトリスを見み据すえる。

　ようやくの手番だ。煮にようか焼こうかと防御結界シールドの強度をぎりぎりまで下げてジリ貧の霊素エータを廻まわしだす。




　その時。コカトリスの背後にある木立から、獣けものが走り出てきた。




「何じゃありゃ――おっと」

　眼はつぶってる設定だったと要は口を押さえる。ついでに、眼元に巣喰った黒も引っ込めた。

　現れたのは、狼おおかみだった。

　獣の姿をとる精霊サイキ――獣形精霊フイルギヤである。

　雪解けの岩山のようなその毛色が視界に入った次の瞬間。

　筋骨隆りゆう々りゆうとした四し肢しが躍やく動どうし、鋭するどい犬歯がコカトリスの首元にめり込んだ。

　瘴気ミアズがまるで血のように派手に飛沫しぶく。

（――凄すさまじいな）

　鼻筋にきつくしわを刻んだ憤ふん怒どの形相で、狼は、牛ほどの体たい躯くの喰霊アルゴルを勢いのまま地面に引き据える。獣性ぎらつくその瞳はアイスブルーだ。

　腹にこたえる地じ響ひびきと共に、ちぎれた芝生が舞まい上あがった。

　何が起こったか分からないリリアスが痛いほどしがみつき、門閥ノブレスたちは恐きよう慌こうのあまり沈黙した。

　衝しよう撃げき冷めやらぬところへ、凛りんと澄すんだ声がかかる。

「そのまま離はなさないで、ギギ」

　抑よく制せいの利きいた、やや低めの声だ。

（千せん客きやく万ばん来らいってか）

　木立から少女が一人、痙けい攣れんしているコカトリスを引き据える狼のもとへと歩み寄ってくる。

　充じゆう満まんする瘴気ミアズがその周囲だけ霧きりが晴れるように消えてゆく。

　――破邪体質ロータス、だ。

　生まれながらに高こう濃のう度どの霊素エータを体内に宿し、瘴気ミアズを寄せつけない。

　血筋自慢の門閥ノブレスたちでも滅めつ多たに持ち得ない天てん賦ぷの才である。

　すらりと丈たけ高いその少女は、眼を見張るほどの大太刀を背負っていた。コカトリスまで数メートルのところで歩を止めると、短く発語チヤントして大太刀を構える。

　所作は静せい謐ひつにして鉄てつ壁ぺきだった。

　頭を垂れて前ぜん傾けいし、柄つかを握る右手の肘ひじを膝ひざ元もとへ引きつける。

　山鳥の尾のように背後に突き出した刀身がじわじわと斜しや度どを上げ、切っ先にさやかな反射光が灯ともる。

　そして、次の瞬間。

　弓の弦げんを引き絞ったかのためが一気に昇しよう華かした。




　重力の化け身しんとなった大太刀にコカトリスが両断される。




　携たずさえるは、千古の大太刀【羽々斬ハバキリ】。

　従えるは、数多あまたの狼を統すべる王「千せん匹びき狼おおかみ」。

　王国の頂点に君臨する四家において最強の呼び声高い、神道の「禍ツ原」――その宗家の血を受けたひとり娘むすめ。




「生徒会執しつ行こう部ぶ高等部一年、禍ツ原あきら。学内自治権により調査を開始します」




　絶命したコカトリスを足あし下もとに転がし、天才少女が颯さつ爽そうと赤しやく銅どう色いろの髪をなびかせた。




　その姿を確かく認にんしてからしばらく、要はひらりと手を上げた。

「久しぶりだな、きら」

　文武両道・眉び目もく秀しゆう麗れいを地で行く優等生は、馴なれ馴れしい挨あい拶さつに怪け訝げんな顔をする。

　しかし、直後、心底驚おどろいたとばかりに琥珀アンバーの瞳を見開いた。

「かなちゃん……？」

　ピラミッドの底辺と頂点――学園おうこくにおいて最もありえない筒井筒おさななじみ。

　それが、眼め中なか要と禍ツ原あきらの関係である。

「六年ぶりかあ」

　眼のことはバレてないよなと懸け念ねんを抱いだきながらも声をかける。そして、昔の面おも影かげもそのままの幼おさな馴な染じみを懐なつかしく見つめるうちに、要は妙みよう案あんを思いついた。

「出で会あい頭がしらに悪いが、きらに頼みがある――」




＊




「いや、知ってた、きらはまごうかたなきスパルタだ。昔からそうだった」

　要は力なくこぼす。

　――蛍けい光こう灯とうの白い光も冷ややかな大講義室。

　講義終しゆう了りよう後のがらんと広いそこで、地獄の追試突破作戦が決行されていた。

　理系科目を本能が拒絶している。壊かい滅めつ的てきにセンスがないのだ。そう主張する要を、あきらは一言で黙だまらせた。

「テスト勉強は暗記の別べつ称しよう」

　だから、本能もセンスも関係ない。

　みっちり三時間。優等生特有の身も蓋ふたもないその暴論で、公式どころか設問文まで余さず脳裏に刷り込まれ、要はグロッキー状態だった。

　追試突破に手を貸してくれと自分で頼み込んでおいて、情けない限りだ。

　高い天てん井じように行ぎよう儀ぎよく蛍光灯が並んでいるのを見つめ、いちご牛乳をすする。売られていく子牛を見るような目をして、リリアスが差し入れてくれたものだ。

「耳の穴とかから漏もれてきそうなんだが。シュワルタメジャベリバーリングの法則とかゴルゴトバルバの定理とか」

　日常生活に支障をきたすと泣き言をいえば、美しいアーモンド形をした琥珀アンバーの目が瞬またたいた。

「漏れたらもう一回入れたげる」

「追試まで耳の穴に栓せんでもするか」

　二度も地獄は見たくない。要は教科書と要覧とノートが散乱する三人掛けの長机に頭を預けた。そのまま、隣に座るあきらの背筋の伸びた佇たたずまいを眺める。

「それ懐かしいな」

　頬ほおにノートの文字を複写した要の言葉に、何が、と重たげなまつげが揺ゆれた。

「髪、昔も一つに結んでたろ」

　要が言えば、あきらは、ああ、と頷うなずいた。

「今は勉強するときぐらいしかしてないけど。長いと邪じや魔まになるから」

　要とあきらは三歳さいの時からの幼馴染である。

　異能者サイを出したことすらない名無しブランクの眼中家の息むす子こと、飛鳥時代から続く大門閥グランド・ノブレスの禍ツ原家の娘がなぜ幼馴染なのか。

　それはささやかな偶然と、千古を誇る「禍ツ原家」の家訓に理由がある。

　ささやかな偶然とは何のことはない。要とあきらの家が真向かいだったことと、生まれた年が同じだったことだ。

　そして、禍ツ原家の家訓とは。




　――禍まがツ原はらは日ノ本の禍まがツ祓はらえ。あまねく青民草の衛え士じたると忘るるなかれ。




　その矜きよう持じは、己おのが力で災さい禍かを討うち祓はらい、人々を守ることだけ。

　この振り切きれてストイックな家風ゆえに、あきらは自立心と守護者としての精神を学ぶという目的のもと、異能のない者に混じってその幼少期を送った。

　つまり、実家である禍ツ原神社の近所の幼よう稚ち園えんに、真向かいに住んでいる同じ歳としの要とともに通ったのである。

　幼稚園・小学校を通して脱だつ走そうの常習犯だった要の横には、しっかり者のあきらがお目付け役として常時配置されていた。

　裏山なり河原なり脱走先から連行される時に、ぐいぐい手を引く凛とした後ろ姿にポニーテールが揺れていたことは要の記き憶おくに焼きついている。

　どんなに知ち恵えを絞って姿をくらましても見つかったし、捕つかまった後、逃にがすまいとがっちり全力で握られた手はどう頑張っても抜ぬけなかった。

　テレビや雑誌の中でもちょっとお目にかかれぬくらいにきれいな少女だったあきらは、その時から文句なしのスパルタだった。

「変わんないな」

　ノートの上に寝ねころんだまま、要は何となく手を伸ばして一つに結んだあきらの髪をさらりと触さわる。

　蛍光灯の白い光に照らされてつやめく。

　昔からの長い髪は、六年ぶりでも記憶の中で揺れていたのとまったく変わらなかった。少しくせがあるのが妙みように懐かしい。

　猫ねこがじゃれるように指先ですいていると、あきらがやけに静かになった。

　どうしたかと眼を上げると、三歳からこっちの記憶にもないくらいに、ものすごく驚いた顔に出会う。

「……どうした、きら？」

　この幼馴染はそもそもあまり驚かないタイプなのだが、なぜか再会してこのかた驚いた顔をずいぶん見ている気がする。驚いた顔をしているあきらに驚いて要が手を止めると、重たげなまつげが落ち着きなく揺れた。

　そして。

「何でもない」

　なぜか、ふいと目をそらす。

（何でもなくはないな――明らかに）

　要は首をひねった。

　互たがいに飽あきることさえ思いつかないほどいつも隣にいて。

　手を引かれたり引いたり、額をくっつけたり頬をつねったりした仲だ。互いのことなど平熱の高さから擦すり傷きずの味まで知ってるし、腹の内など透すけているも同然――のはずなのだが。

　六年たってみたら、何やら勝手が違ちがう。

（……――んん？）

　要がもやもやを消化しあぐねている間に、あきらは何でもない顔に戻もどっていた。澄ました口調で不意打ちする。

「かなちゃん、ゴルゴトバルバの定理まだ言える？」

「当然だ。さっきあんなに苦労して覚え……あれ――……」

　記憶が消去されている。

　うそだろと声を詰つまらせると、琥珀アンバーの瞳が底光りした。白はく皙せきの額にアーモンド形の大きな目、すっと通った鼻び梁りよう――並外れて造作が良いと真顔すらよく映はえるものだ。

　再び幕を開けた地獄はその後三十分は続いた。
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03.　悪友同盟







　ところは、学園西北に座す「共時空間転送施設パラレル・テレポートセンター」。

　この施設は巨きよ大だいなドーム構造をしている。内部は温室であり、野生の植生を巧たくみに再現した雑木林の景色が続く。その中をしばらく進んでいくと、不意に視界が開ける。

　天井までは遥か六十メートル。足下には碁ご盤ばんの目状に水路を走らせたガラスの床ゆかが敷しき広がる。

　冷ややかに空くう疎そな空間の中央に、転送装置の「心臓」がある。

　巨大な三連水車を背負い、鈍にび色いろのシリンダの群れを従える人造の巨きよ竜りゆう。

　時や暦こよみだけでなく、太陽の巡めぐりに月の満ち欠け、星宿の運行まで――時空のあらゆる理ことわりを刻み表す天文時計アストラリウムである。




「喰霊アルゴル討とう伐ばつ実習を開始する。異能円陣シジルを起動せよ」




　定刻を迎むかえ、教官が宣言した。

　異能円陣シジル――透きとおる床を穿つ水路の升目の中に整然と彫ほりつけられたその円陣は、天文時計の動力水から天地の座標系を付ふ与よされ、異なる空間同士を接続する役割を果たす。

　喰霊アルゴル出現地点に異能士ノーヴアスを転送して実じつ施しする討伐活動には欠かせない機能である。

　異能士ノーヴアスのユニフォームたるインバネスコートをまとった要かなめは、居並ぶ参加者たちと同じように、火打石を使って異能円陣シジルの左右を守るトーチに火を灯した。

　異能数理の追試で奇き跡せきともいえる六十点超えを果たし、今ここに立っている。

　あきらのスパルタ指導は、さすがの効き目だった。血ち反へ吐どを吐はきながら暗記をした甲斐かいがあったとうなずきつつ、転送座標入りの霊符を火にくべる。

　そんな要の隣で、身を固くしたリリアスが息を呑のむ。

　入学者に「死の誓約書」へ署名をさせるネビュラ・ノヴァにおいて、在ざい籍せき生せい死亡事故の大方は喰霊アルゴル討伐実習時に発生している。

　原因は、喰霊アルゴル出現地点で展開される「不可逆封鎖結界グランド・シールド」にある。

　――呪式名は、《塞ノ神くなど》。

　出現した喰霊アルゴルを外界と隔かく離りし、被ひ害がいの拡大を防ぐ強固な結界である。討伐活動もこの内部において実施される。

　この結界は、喰霊アルゴルを殲せん滅めつしないと解除されない。

　ゆえに、結界内で喰霊アルゴルを倒せなかった場合、異能士ノーヴアスは逃げ場ばを失うことになる。

　外部からの救きゆう援えんが間に合わず、堅かたく閉ざされた《塞ノ神くなど》の中で、なすすべもなく喰霊アルゴルに喰い殺される。喰霊アルゴル討伐実習時における死亡事故はほとんどがこのケースである。

　異能円陣シジルの群れから青い霊素エータがあふれだす。その只ただ中なかへ踏み込んでいく高等部一年生とパートナーたる精霊サイキたちの表情には、鬼き気き迫せまるものがあった。

　誰だれもが恐きよう怖ふに裏打ちされた集中の最中だ。

　そんな中、要は出し抜けに呟いた。

「……俺おれ、今なら世界が救えるな。何しろ追試で七十五点取ってる」

　奇跡を現出して調子に乗っている。危ない相棒の謎論理に、芯しんから緊きん張ちようしていたはずのリリアスはしかし、うっかり同調した。

「――確かに。そう考えると私、コカトリス三体くらい倒せそう」

　だって、八点が七十五点になったのだ。

　異能数理の教科書に触ふれただけで白目をむいていたあの要が。

　こんな「不可能」が「可能」に転じるなら何も怖こわくない。

　幽ゆう玄げんな青に染まる顔を見合わせて、要とリリアスは頷き合う。

　こうして、二人の初めての喰霊アルゴル討伐実習は幕を開けたのであった。




　今回指定された討伐対象は、赤帽子ブラツデイー・キヤツプ。

　醜しゆう悪あくな老人の姿をした喰霊アルゴルである。

　流血沙ざ汰たのあった場所に出しゆつ没ぼつし、鋭えい利りなかぎ爪づめや斧おのを振ふりかざして襲おそってくる。餌え食じきになった者の返り血が染しみた赤黒い三角帽ぼう子しをかぶっているのが名の由来だ。

　転送地点は、古戦場の地名を冠かんした小学校であった。

　もうもうと砂ぼこりの立つ広い校庭を見通せば、歯をむく赤帽子ブラツデイー・キヤツプが点々とうろついている。

（よし、まずは防御結界シールドだな）

　要が発語チヤントを始めた瞬間、金色のつむじ風が視界の隅すみを横切った。

　呆あつ気けに取られて眼を上げる。

　はるかに遅おくれて追いすがる視線がようやく捉とらえたのは、四枚の羽を広げ、疾空するリリアスの背中であった。

　小さなその手に携えるは、【死者の鐘ブルーベル】。

　身長百五十センチ足らずの体躯には武骨に過ぎる西洋剣けんだ。

　透き通とおる妖精鋼フエアリー・アイアンの刀身が眼を焼くように閃くや、赤帽子ブラツデイー・キヤツプ一体がごろりと地面に転がった。

「うお、秒殺」

　要はぽかんとした顔で口笛を吹ふく。

　戦せん闘とうは精霊サイキの本分だというが、想定を超こえた能力だ。

　初めて眼にしたその剣けん技ぎは、早回しの円舞ワルツのようだった。華か麗れいに研とぎ澄まされて、どこまでもつながり止やむことがない。

　斬閃の直前――一秒を寸刻みにした一いつ瞬しゆん未満の刹せつ那な。

　しなるツインテールの金色が、翻ひるがえるインバネスコートの赤色が。

　網もう膜まくに焼きつく。

「白兵戦闘型ブランカ、か」

　リリアスの姿を見つめて要は呟いた。

　近接戦クローズを展開する異能者サイや精霊サイキをそう呼ぶ。

　喰霊アルゴルに肉にく薄はくして直じかに攻こう撃げきをぶつける近接戦は、強きよう靭じんな体と並外れた異能を持つ者にのみ許された特権だ。実際、頑がん健けんな獣形精霊フイルギヤに多く見られる戦闘形態である。

（リルには向かなそうなもんだが）

　そう考えたちょうどその時、【死者の鐘ブルーベル】が奔はしった。

　二体目の赤帽子ブラツデイー・キヤツプを狙ねらって、幾いく重えにも膨ふくらみ上がった風切り音が叫さけびをあげる。連撃であった。青い燐りん光こうが思うさま苛か烈れつに炸さく裂れつする。

　呼吸すら切り刻むかの速そつ攻こう。

　なすすべもなく呆ぼう然ぜんとしながら、要はただ理解した。

　華きや奢しやな体躯に、炎ほのおの出せない異能欠陥エラー――不利を押して戦うために、リリアスは懸けん命めいに剣技を磨みがき上げたのだろう。

　異能士ノーヴアス候補生のパートナーとなるには、まず戦う技術を持っていなくては話にならないからだ。

　人間界で炎妖精サラマンダーとして炎を出す方法を探すために。

　ひいては、この世の何もかも、概がい念ねんや摂せつ理りすらも燃やすという焔ほのおを、いつか自分の手に宿すために。

「かっこいいな」

　同じく宿願を持つ者として負けてはいられない。

　ひたむきな努力に裏打ちされたその勇姿に目を細め、要はインバネスの隠かくしに手を入れた。

　取り出したるは年代物の大筆だ。

　指が回らぬ圧巻の太ふと軸じくは朱あか漆うるしの仕立て。雲間を舞う蜻蛉とんぼが彫り付けられている。重々しく煌きらめく翅はねは螺ら鈿でん細工だ。

　――号は【鏤る骨こつ】。異能士ノーヴアス候補生、眼め中なか要ご自慢の術具アームズである。




　討伐対象の赤帽子ブラツデイー・キヤツプは全部で五体と報告されている。

　そのうち二体をリリアスが仕留め、今は三体目と交戦している。

「せめて残りは任せろって言いたいとこだな」

　ぼやきながら【鏤る骨こつ】を掲かかげれば、要の周りに、十二枚の霊れい符ふが輪になった。

　行儀よく整列する真白の群れ――その至近の一枚に、筆先を近づけた時。

「ん？」

　要は新たな赤帽子ブラツデイ・キヤツプの姿を捉えた。

　四体目だ。やや離れたところにあるサッカーゴールのバーの上で、もぞもぞ不ふ審しんな動作をしている。何してんだと訝いぶかしんでいると、その視線の先で、喰霊アルゴルは手に持った斧を大きく振りかぶった。

「は？」

　ハンマー投げならぬ斧投げ。

　競技であれば強きよう肩けんと称たたえられるだろう、見事なフォームであった。

　ヘリコプターのプロペラよろしく上空で高速回転した斧は、三体目と交戦中のリリアス目がけて一直線に急降下する。

〈避よけろ！〉

　要が声に先んじて、反射的に念じた瞬間。

　急にぴくんと身を震ふるわせたリリアスが【死者の鐘ブルーベル】を引き、掻き消きえるような速度で後方へ飛びさすった。

「――……は」

　呆気に取られて要は叫ぶのを忘れた。

　斧が寒気のするような音を立てて、さっきまでリリアスがいたところにめり込む。

　偶然と言うにはあまりにも出来過ぎた現象だった。

「……こりゃあまさか」

　思い当たるところがあった要は、試ためしに念じた。

〈リル〉

　すると、声ならぬ声が脳裏に返ってきた。

〈カナ？〉

　当たり、だ。

「迷めい信しんじゃなかったのか」

　ひとりごちて要は口角を上げた。

　もう一度霊れい符ふに【鏤る骨こつ】の筆先を置いて、リリアスに向けて念じる。

〈リル、残った一体をおびき寄せてから防御結界シールドに退たい却きやくできるか？〉

　一いつ旦たん後退したリリアスは、仕留め損そこねた三体目のもとへ舞い戻ったところだった。

〈ん、やってみる〉

　返答と共に【死者の鐘ブルーベル】が風を切り、手負いの喰霊アルゴルを地面に沈しずめる。

　戦闘時の高こう揚ようもあってか、リリアスはこの以心伝心テレパシーの不思議にまで気が回っていないようだった。戸と惑まどう様子もなく返事をよこす。

　そこへ斧を投げてきた件くだんの四体目が襲ってきた。

　四体目は斧の放ほう擲てき技術もさることながら、通常の攻撃も他ほかの三体に輪をかけて凄まじかった。巨大なかぎ爪で喉のど笛ぶえを裂さかんとリリアスにとびかかる。

「そんなの、甘あまいよ！」

　いかにも妖精然と軽く身を躱かわしたリリアスは【死者の鐘ブルーベル】の返し刃ばで、無骨なかぎ爪を弾はじき飛とばした。そして、舞い散ちった火花が消える前に、鋭い踏込みで赤帽子ブラツデイ・キヤツプの間合いを侵おかす。

　風にも耐たえぬ風ふ情ぜいをして、とんだ武ぶ闘とう派はだ。

「……俺は、出る幕なしかねえ」

　防御結界シールド内で【鏤る骨こつ】を振るう要は苦笑いした。

　しかし、止とどめとばかりに唸りを上げた【死者の鐘ブルーベル】は、赤帽子ブラツデイ・キヤツプが剥むき出した超ちよう硬こう度どの乱らん杭ぐい歯ばに阻はばまれた。

　反動でリリアスがわずかに後退した刹那、喰霊アルゴルが音高く喚わめいて仲間を呼んだ。

　ついに、最後の一体が用具倉庫の陰かげから姿を現す。

　遅ればせの五体目は、手ごわく見える四体目よりも更に一回り図ずう体たいが大きかった。老人の姿ながらに隆々として何やら真打ラスボスの感がある。

〈カナ、五体目きた！〉

　急きゆう襲しゆうをかけてくる五体目を、流れる視線で目ざとく捉えたリリアスは、ぱっと弾けるような思念を放った。

〈了りよう解かい、ちょっともたせておいてくれ〉

　要は答えた。十二枚の霊符を全部埋うめるのには時間がかかる。

〈うん、わかった！〉

　四体目と五体目を相手取り、リリアスは淡あわい緑の瞳ひとみを燃え立たせた。

　そして、しばらく。

〈――カナ、そろそろ？〉

　風を切り裂く【死者の鐘ブルーベル】で二体を交こう互ごに退け続けるリリアスが、退却のタイミングを問うた。

〈すまん、まだだな〉

　最後の一枚がまだ準備できていない。

〈大だい丈じよう夫ぶ！　抑おさえるよ〉

　戦闘続行の意思を受けて、リリアスがインバネスを翻す。

　そこから、またしばらく。

〈カナ、もう……もうそろそろいい？〉

〈ああ、悪い、もうちょいなんだ、あと少しだけ待ってくれ〉

　書き損じで二枚リセット。先ほどと同じやり取りが交かわされる。

　その後、さらにしばらく待たされ、ついにリリアスが息も絶え絶えに思念を放った。

〈う～～～、カ、カナぁ、まだあ？〉

　神速が武器の瞬発型スピードスターに無理をさせたと反省しつつ、要は応じた。

〈よし、退却だ〉

　待ってましたとリリアスが羽をしならせ、間かん髪はつ入いれずにその場から掻き消えた。

　突とつ如じよその場に取り残された喰霊アルゴルたちを見据え、切れ長の眼めで要は嗤った。




「後は仕上げをご覧ろうじろってな」




　正面の霊符にしたためた――術の要をなす一字は、《　害　》。




　その象形の下部にある「口」は四方を囲っての「封ふう縛ばく」を。

　上部の「横画を重ねて貫つらぬいた形」は障しよう壁へきを破っての「撃げき滅めつ」を示す。




　狂きよう乱らんする二体の赤帽子ブラツデイ・キヤツプを、照り渡わたる霊素エータの四し壁へきが追おい詰める。

　そして、その包囲が身動きも利かぬほど押し詰まったところで、巨大な霊素エータの刃やいばが虚こ空くうに立ち現れ、霊素エータの壁かべごと赤帽子ブラツデイ・キヤツプを貫いた。

　刺突の瞬間、眼にも鮮あざやかな薄うす青あおの煙けむりが爆ばく発はつ的てきに噴き出だした。

　一帯すべてを更さら地ちに帰すかという衝撃が《塞ノ神くなど》の内を震しん撼かんさせる。

　荒あれ狂くるう霊素エータの嵐あらしだ。切れ長の眼を飄ひよう々ひようと向ける術者のその前で、刃で貫いた二体の喰霊アルゴルを腹に収め、空間を汚よごした瘴気ミアズの一筋まで喰らい尽つくす。

　……――やがて。

　立ち込めた砂さ塵じんが薄うすれたのを待って要は呟いた。

「よし、倒たおせたな」

　そこへ隣となりに戻ってきたリリアスが飛びついてきた。

「カナ、すごいよ！　こんな離れたところからちっとも動かずに、一いち撃げきで二体も倒しちゃった。威い力りよくがありすぎて全部吹き飛ばされちゃうかと思っちゃったよ」

　向けられた瞳は、きらきらと尊敬の光を宿していた。

　リリアスを受け止めつつ、要は思った。

　元より、筆記ジヨツト式の強みは火力なのだ。手て間ま暇ひまかかるところを十二枚も書かせてもらえれば、この出力規模は当然である。

「いや、すごいのはリルだろ。速すぎて斬撃が見えやしない。あれはしびれた。かっこいいな」

　そう言うと、もともと大きなリリアスの猫目がこぼれ落ちそうに見開かれた。

「ふぇっ？」

　小さな顔いっぱいに驚きが広がる。言葉を忘れてしまったかのように黙ったあとで、リリアスはためらいがちに口を開いた。

「それ、ほんと？　……私のこと、かっこいいって思う？」

「思うさ。出で端ばなで一体瞬しゆん殺さつしたのなんぞ、思い出すだけでまた鳥とり肌はだが」

　ほれと要が腕うでまくりをしてみせれば、リリアスは信じられないという表情をした。

「そんなこと言われたの、初めて。アヴァルでは剣けん術じゆつの稽けい古こをいくらしようと炎が出せないんじゃ意味がないって笑われてばっかりだったから」

　かっこいい、と大切に確かめるように繰くり返かえす。

　はにかみだした小さな顔を見やると、桜色の唇くちびるがこらえきれず、きゅうう、と上がってしまっていた。

　細密に光を散らすその橄欖石ペリドツトの瞳も、ほの淡く上気する白磁の頬も、嬉うれしくて仕方がないと白状してしまっている。

　要は、発ほつ作さ的てきに目の前の可か憐れんな生物を撫なでくりまわしたくなった。

　が、すんでのところで衝しよう動どうを収め、代わりにその頬をつまむ。

「みっ」

「おお、奇跡のようにやわこいな」

　奇き声せいを上げたリリアスに構わず、ふにふにと欲望を昇華する。そうしているうちに、要は大事なことを思い出した。

「そういえば、リル。戦闘中、俺の言葉が聞こえてただろ」

「そう、そうなの！　カナの言葉、聞こえてたよ。なんでかな？」

　リリアスは、今さら不思議そうな顔をした。

「『契約共鳴エンゲージメント・テレパス』って言ってな。神がかり的に相あい性しようがいい異能士ノーヴアスとパートナーにだけ起こるんだと。なんだほら、契約は心臓に宿る霊素エータを交こう換かんして結ぶだろ？　あれの影えい響きようで高揚して拍はく動どうが多くなると、以心伝心できるようになるらしい」

「そんなことあるんだ」

　要の説明に、リリアスは胸に手を置いて目を丸くした。

「俺も噂うわさ話ばなしだか迷信だかだと思ってたけどな。まあ、ともあれ、俺とリルは神がかり的に相性がいいってことだ」

　要がそう言った時、二人の足元に霊素エータの青が広がった。

　喰霊アルゴルが討伐されたことで、空間転送が解除されたのだ。

「さあて帰投タダイマだな」

　こうして二人はハイタッチをぱちんと交わし、共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターに戻ったのであった。




＊




「カナ、ラスカル……っ！　ラスカルだよ！」

　大きな猫目をこれでもかときらきら輝かがやかせてそう言ったリリアスに、どう言ったものかと考えあぐねて要は渋しぶい顔をした。

（これは多分……いや、確実にアライグマラスカルじゃないよなあ）

　目の前にいる一人と一匹――の「一匹」のほうを見つめつつ思う。

　開始から三十分足らずで討伐を終えてしまい、突如ひまになった要とリリアスは、リリアスの腹の虫がくぅと鳴いたのを受けて食堂に来ていた。

　時刻は、まだ十一時だ。

　昼食をとっている者もあまりおらず、食堂内はがらんとしていた。

　チキン南なん蛮ばん定食をさっさと食べ終えた要は、しょうゆバターコーンラーメンを注文したリリアスが一本ずつ麺めんを飲み込むのを気長に観察していた。

　白磁の頬が湯気で上気している。伸のび始めた麺に翻ほん弄ろうされていくリリアスを見て、すする文化は日本にしかないって本当なんだな、と要がぼんやり思っていた時である。

「ヘイ、そこのお二人さん。相席をお願いするよ！」

　爽さわやかの権ごん化げのような声が降ってきた。

　驚いてコーンを喉のどに詰めたらしいリリアスがけほけほと咳せき込む。

「何だ何だ」

　小さな背中をさすってやりながら要が目を上げた時には、爽やか声の主とその連れはすでに向かいの席に滑すべり込んでいた。

　分かりやすくビビッドな金きん髪ぱつ碧へき眼がん。指でなぞりたくなるほど見事に整った鼻梁に、感情豊かでありつつも凛り々りしい口元。

　プリンセスの窮きゆう地ちに颯爽と馳はせ参さんずる白馬の王子――のような顔をした青年が眼の前に現れていた。

（……よく分からんがとりあえず濃い奴やつがきたな）

　薄うす味あじの自負がある要は、青年のこってりした王子顔に感心した。

　異能を持つ人間の目や髪かみの色は、遺伝形質に縛しばられない。ネビュラ・ノヴァの在籍生は九割がた日本人だが、要のように黒くろ髪かみ黒目の持ち主の方が少ないくらいである。

　ゆえに、金髪碧眼は特に珍めずらしくないのだが、明らかに外国生まれの青年の佇まいは地力が違った。流りゆう暢ちような日本語が吹き替かえ音声のようだ。
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　そんな煌びやかなプリンス・チャーミングは、丸っこい獣形精霊フイルギヤを一匹連れていた。

　ころんと愛らしいその姿を見て、世界で最も有名なアライグマの名前を発したリリアスに、青年は破顔した。

「ワオ、気が合うね、僕ぼくも彼かれをラスカルって呼んでるんだよ！　彼、テレビとは違って、あんまり手は洗わないんだけどね」

「すごい、本物だあ……！　あっ、そうだ、角砂糖！　ラスカルと言えば角砂糖だもん。どこかにないかな」

　那な由ゆ多たとアニメを見て以来、アライグマをこよなく愛しているリリアスは、興奮してそわそわし出した。ラスカルが角砂糖を洗って溶とかしてしまうシーンは、リリアスのお気に入りである。角砂糖が消えたのを受け、きゅうと鳴いて主人公を不思議そうに見上げる姿が、恐おそろしく可愛かわいいのだという。

　並べられたラー油や胡こ椒しようの瓶びんの中から角砂糖入れを懸命に探し始めたリリアスと青年をよそに、要は丸っこい獣形精霊フイルギヤに問いかけた。

「本名はなんて言うんだ？」

「隠いぬ神がみ右う兵ひよう衛え侍じ郎ろう帯たて刀わきだ。まあ別におめさんもラスカルでかまわんよ」

　愛らしい姿に反して、くたびれたおじさんのような声であった。

　隠神右兵衛侍郎帯刀。武士のような名前を何回か呟つぶやいてから、要はなるほどと頷いた。

「隠いぬ神がみ刑ぎよう部ぶの関係者か？」

「まあな。刑ぎよう部ぶは親分だねぇ。親しん戚せきでもある」

　隠神刑部とは、日本固有の獣形精霊フイルギヤたる「化け狸」の世界で頂点に君臨する猛者もさの名である。

　つまるところ、眼前のラスカル氏はアライグマでなく狸たぬきなのだ。

　やっぱりそうだよなと要はひとり頷いた。なんせ耳が丸いのだ。しっぽにも縞しまがない。全体的に分ぶん福ぶく茶ちや釜がまな佇まいである。

　そんな要をよそに、化け狸のラスカルが青年に声をかける。

「おい、アレ助すけ――おめさん、嬢じようちゃんときゃっきゃきゃっきゃしてっけど、まだ名乗ってもいねえだろ」

　その言葉に、角砂糖を厨ちゆう房ぼうにもらいに行こうとしていた青年は、忘れてたとばかりにぺろりと舌を出した。

「僕はアレキサンダー・ディーエ。高等部一年。ロンドンからの留学生さ。アレックスって呼んでくれ。それで、こっちがパートナーのラスカル。よろしく頼たのむよ、リリアスちゃん、と、あー、ええと、……カルメ？」

「かなめ、だ。留学生か珍しいな。というか、俺たちのこと知ってるんだな」

　無む邪じや気きにウィンクを飛ばしてくるアレックスに異文化を感じながら要は言った。

「知ったのは今さっきだけどね。キミたちの討伐実習のヴィジョンを見て衝しよう撃げきを受けてさ。とにかく話したいと思って、速攻で名前も覚えて追いかけてきたんだよ」

　共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターには転送先での戦闘の様子を中ちゆう継けい・記録する機能もある。アレックスは要たちの初討伐の記録ヴィジョンを見てきたのだろう。

「物好きだな。他人の討伐のヴィジョンまで見てるのか」

　要が驚おどろいて言うと、アレックスは肩かたをすくめた。

「僕も普ふ通つうなら見なかったさ。でも、絶対僕らが一番乗りだって思ってたのに、先に討伐終わらせてもう帰りましたってバディがいるなんて聞いたら気になるじゃないか。見て正解だったよ。カル……カナメ？　のあれ――喰霊アルゴルをまとめてザクッといく霊符！　あれには驚いた！　そもそも実戦でのんびり十二枚も書いてるクレイジーガイがいるなんて思わなかったよ」

　アレックスの褒ほめてるのか貶けなしてるのか微び妙みような言葉に、要は瞬まばたきをした。

「クレイジーガイ……」

　日本人が到とう達たつしえない美しいＲ音の単語を呟いてみると腹筋がやられた。

「ふひぃ」

　笑いの発ほつ作さに苦しむ要に構わず、アレックスは二撃目を放った。

「それと、何より、リリアスちゃんの近接戦クローズだ！　強くてキュートで最高だったよ。キミと契約できたカナメがねたましいね！　あの妖精鋼フエアリー・アイアンの剣には名前はあるのかい？」

「おっと、待て」

　要は、リリアスの手の甲こうにキスをしようとした王子の額にしっぺをかました。

「出身はロンドンじゃなくてローマだったか？　残念ながら、日本ではアモーレの押おし売うりは迷めい惑わく防止条例違い反はんだ」

「ひどいなカナメー、これくらいただの挨あい拶さつだよ世界共通のやつ！」

　額を押さえてぶうたれるアレックスの横から、ラスカルが口をはさんだ。

「今ので正解だぞ、カナ助。アレ助は修しゆ羅ら場ば製造機だ。今週も『フィアンセ』の嬢ちゃんと、『ステディ』の嬢ちゃんと、『ガールフレンド』の嬢ちゃんが三みつ巴どもえの大戦争かまして、そのなかを命からがら生き抜いたんだ。筋金入りのスケコマシってなあ」

　ラスカルのつぶらな瞳を見つめて、要は頷うなずいた。

「なるほど、スケコマ王子か。リル用心しろよ」

　きょとんと瞬きしたリリアスも、スケコマ王子、と面おも白しろそうに呟いた。

「ぎゃあ、リリアスちゃんまでっ。濡ぬれ衣ぎぬだ！　ほんとにやめてくれ、そんなニックネームが広がったら女の子に嫌きらわれちゃうじゃないか」

　アレックスがわたわたと手を動かしながら言う。

　濡れ衣などという日本語をよく知っているものだと要は感心した。

　やがて、ひとしきり笑い止んでから、リリアスが尋たずねた。

「あの、アレックスくんの苗みよう字じの『ディーエ』って、ジョン・ディーエ魔術博士ドクターの？」

　名前を聞いた時からずっと気になっていたらしい。

「そうだよ、アヴァル王国出身のリリアスちゃんにも知っててもらえるなんて光栄だな」

　あっけらかんと答えたアレックスにリリアスがぎょっとする。

「伝承地域がイギリスなら、アヴァルだけじゃなくてどの妖精異界シイにもディーエ家を知らない人なんていないよ。すごく有名だもん。でも、ディーエ家の人って、代々、ロンドン異能士養成機関ラウンドに入る決まりなのかと思ってた」

　そこでようやく気づいた要も言った。

「……ディーエってイギリス魔術道のディーエか。そりゃたまげたな」

　ディーエ家は、魔術道の一大勢力たるイギリスを代表する大門閥グランド・ノブレスである。

　イギリス魔術の草分け「ジョン・ディーエ」がその初代だ。

　神格精霊から授さずかった未知の術語ロゴスを操あやつり、ヨーロッパ魔術道の根幹を築いた魔術博士ドクター。テキストにも詳しよう細さいな解説が載のっている。

　スケコマ王子は、わりと本当に「王子」だったらしい。やんごとなき出自をフランクに明かしたアレックス王子は、そのままの調子で話を進めた。

「うん、まあ、ディーエ家はラウンドの創設者だからね、別に決まってないけど一族みんな何となくラウンドに入ってるんだ。実際、面白い学校だし、僕も入る気満々だったんだけど、」

「だけど……？」

「筆記試験で落ちちゃってさ。一いつ般ぱん教養の数学がなんかやたらと難しくて。ほんと、ちんぷんかんぷんだったんだよ」

　数学がちんぷんかんぷん。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、要がさっと手を差し出した。

「友よ」

　がっちりと握あく手しゆが交わされ、理系科目滅ほろぶべしという連帯感が空間に満ちる。

「そんなこんなでラウンドに落ちて、進学先がなくなって祖じ父いちゃんと父さんと母さんと兄ちゃんたちが顔面蒼そう白はくになった時に、唯ゆい一いつ動じなかった祖ば母あちゃんが勧すすめてくれたのがネビュラ・ノヴァへの留学だったんだ」

「ああ、なるほどな」

　ネビュラ・ノヴァの留学生枠わくはザルである。

　応おう募ぼ書類が揃そろっていれば合格できると噂うわさされている。

「しかし、祖母ちゃん、そんなことよく知ってたな」

　要が言うと、アレックスはあっさりと答えた。

「祖母ちゃん、日本人だからさ。名前は鼎かなえ登と羽わ子こ。僕は英日クォーターなんだ。日本語を喋しやべれるのもそういうわけ」

「ここで鼎か――家系図がセレブ名めい鑑かんだな」

　日本の四大門閥ノブレスの一つ、魔術道の「鼎」。

　他の三家に比べると歴史は浅いが、勢いのある新興門閥ノブレスである。

　コマーシャルかというくらいにオレンジジュースを爽やかにあおってから、アレックスは続けた。

「僕さ、ネビュラ・ノヴァに留学することが決まった時、祖母ちゃんに言われたんだ。『学業にはさっぱり期待しとらんから、落第になる前に悪友だけでも作ってこい』って」

「さっきから聞いてるが、やたらと話せる祖母ちゃんだな？」

　要の言葉になぜかアレックスはぞっとしない顔をした。

「うん、話せるよ、……話せるけどさ、世界一怖い大和やまと撫なでし子こだよ、うちの祖母ちゃんは。ほんとうに冗じよう談だん抜ぬきでね。初対面で薙なぎ刀なた突つきつけられた祖父ちゃんがジャパニーズギャングのカチコミと勘かん違ちがいした逸いつ話わがあるくらい――……まあ、それはいいとして、ネビュラ・ノヴァに来て、僕は祖母ちゃんのアドバイス通りに悪友を作ろうとしたんだ。でも、うまくいかなかったんだよね」

「どうして？」

　リリアスが首をかしげる。

「周りがみんなお行儀のいいご令息とご令れい嬢じようばっかりだったからさ。悪友になろうなんて言うの気が退ひけちゃってね。そういう子たちに一いつ緒しよに悪ふざけしようなんて無理があるだろう？　何よりそんなの僕もつまんないしね」

　どうやら単なるお気楽坊ぼつちゃんというわけではないらしい。

　食わせ者サラブレッドの笑え顔がおを、要はゆらりと黒い瞳で受けた。

「ははあ、それで俺たちに声をかけてきたのか」

　門閥ノブレスにも平気でたてつく「ヤバい奴ら」と評判の、名無しと異能欠陥おちこぼれコンビ。

　そんな自分たちに声をかけてくるのだから、アレックスも大たい概がいヤバい奴だ。

「クレイジーなカナメに、キュートでクールなリリアスちゃん――僕と悪友になってくれますか？」

　姫ひめに求きゆう婚こんするかのような調子で悪友同盟を申し込んでくる。そんなアレックスが差し出す手を、要はあっさり握にぎった。

「よし、乗った」

　単純に面白い奴だと思ってしまったのであった。あと、理系科目の被ひ害がい者しやとしての魂たましいが共鳴した。

　リルはどうする、と眼を向けると、リリアスは予想外の注文をつけてきた。

「私はラスカルも一緒ならいいよ」

　大きな猫ねこ目めにはラスカルのふっさりした尻尾しつぽしか映っていない。そんな姿を見たアレックスはここぞとばかりに言った。

「もちろん、もれなく付いてくるよ～」

「え、わし、何も聞いとらんけど？」

　突如巻き込まれたラスカルの、その丸い耳にアレックスがこそこそと囁ささやく。

「……頼むよ～、今夜バーボン開けるからさ。とっときの」

「よしきた、わしも悪友だ。末永くよろしく頼む」

　愛らしい獣形精霊フイルギヤは即そく座ざにやる気をみなぎらせ、リリアスが差し出した手に、丸っこい手をちょんと乗せる。

「カナ、私、ラスカルと友達になった……！」

　ラスカルの手をきゅっと握ったリリアスが感かん極きわまったように要を見上げる。

（角砂糖より洋酒……）

　要はよかったなあとリリアスに声をかけながら、夢を壊こわさぬよう、聞こえてしまったこそこそ話については黙だまっていようと決めた。




＊




　――その日、要は「旧館」の保健予備室にいた。

　ネビュラ・ノヴァでは十数年前の大規模増築により、実習棟とうとしては用済みになった北エリアにある校舎群のことを旧館と呼びならわしている。

　今でも、資料館もしくは用具倉庫としての役割は果たしているが、資料など西エリアの図書館で揃うし、用具もニッチなものしか収容していない。

　よほどの物好きしか訪おとずれないこの旧館には、なぜか養護教きよう諭ゆが一名常じよう駐ちゆうしている。

　これが旧館のヌシである。

　旧館二号棟一階の「保健予備室」はその根城だ。

　天てん井じようも壁も素っ気なく白い。オキシドールの臭においの殺風景の中で、要は件のヌシ――養護教諭の七なな瀬せと顔を突つき合あわせている。

　サイズの合わない白衣をつっかけた七瀬は年ねん齢れい不ふ詳しようだ。少なくとも二十歳はたちは超えているはずだが、女子高生のようにつるんとした童顔の女である。

　回転椅い子すに座すわらせた要と、デスクを背にして向かい合い、杏あんず色いろのうすい唇でひそやかに呟きを重ねる。

　途と端たん、滑りの良いリノリウムの床ゆかに異能星陣シジルが広がった。

　八はち芒ぼう星せいに様々な手が加えられた複ふく雑ざつ怪かい奇きな図形だが、描びよう画がは一瞬だった。カーテンを引いた室内に霊素エータの青い光が揺ゆらめく。

　啾しゆう々しゆうと低く恨うらむような七瀬の発語チヤントは続いていた。

　異能星陣シジルの図形が変容するのにしたがって、要の眼もとに黒い染みが浮うかんでくる。

　墨すみをこぼしたように滲にじみ、肌き理めをたどって広がっていく。

　まるで腐ふ食しよくしていくかのようだ。あえかな筆づかいで、鱗うろことも雪花ともつかぬ、毒々しい紋もん様ようが巣食う。




　――異能を破は壊かいする禁きん忌き呪式《竈へ喰ぐい》。




　七瀬はその限定解かい呪じゆ紋もんの完成を見届けると、眼鏡の奥おくの瞳を鈍にぶく光らせて、ひと際きわ低く唸うなるように発語した。

「――さあて、調子はどうだい？」

　尋ねた七瀬に、要はうめきで答えた。

「……っぷ、おうぇ」

「ほれ」

　七瀬が呼吸するような自然さでデスクの下から洗面器を取り出して渡す。

　まさに危き機き一いつ髪ぱつ。すぐさま液体がはねる剣けん呑のんな音が響ひびく。しばらくして、どうにか胃の平和を取とり戻もどした要は、瞬きをしながら零こぼした。




「絶景絶景……ぉえ」




　――一いつ般ぱん的てきな異能者サイには青い光として可視される「霊素エータ」。

　要は、十歳さいからこちら視覚異能が過剰に発達し続けているため、それが青い光となるよりはるかに前の、微び細さいな粒りゆう子しとしてさざめいている段階から見える。

　これは、研究者たちが「神眼」と俗ぞく称しようする異常異能である。

　言語・事象・事物に含ふくまれる「意味」に感応する霊素エータ。その粒子が奏かなでるさざめきを解することにより、世界に存在するあらゆる意味を――森しん羅ら万ばん象しようを垣かい間ま見みる。

　まさに人の身に余る。

　神じん智ちの視覚だ。




「まだまだ伸びるねえ。天てん井じよう知しらずだ」

　極ごく彩さい色しき目くるめく無む間げん地じ獄ごくにえずく要をよそに、計測器で異能値を見ながら七瀬が愉ゆ快かいそうに言った。

　要は、異能法により禁忌指定された呪式《竈へ喰ぐい》によって神眼を抑よく制せいしている。

　それは、神眼に引きずりまわされる肉体と精神への負ふ荷かを軽減するためであり――そして、何より。




　神眼を保持しているという事実をひた隠しにするためである。




　異能者サイの王国ネビュラ・ノヴァにおいて。

　異常とされる異能を持つ者は「変異者」と称しようされて忌いまれる。

　そう呼ばれた者たちの行方ゆくえも末路も、誰だれも知らない。ただ、異能検査で異常が見つかると連れていかれる――とだけ囁かれている。




「このままで検査結果を提出すれば、在ざい籍せき記録と同時に、記入日を一か月ずらした死亡記録作られて研究室に連れてかれるね。被験体モルモツトコースまっしぐらだ」




　四年前のネビュラ・ノヴァ編入時、要は身体検査の担当官に宣告された。

　白衣コスプレした女子高生のような。かなりうさんくさい担当官の、あまりに怪あやしい言葉を、十二歳の要が信じた理由は簡単だった。

　自分の眼を覗のぞき込んでくる彼かの女じよが同類だったのだ。

　銀フレームの伊達だて眼鏡めがねを外した、とろりと暗い群ぐん青じようの瞳は、霊素エータの粒子をでたらめに乱反射させていて直視することができなかった。

　要のものとはまた違ちがう。物ぶつ騒そうなその瞳は「災眼」と呼ばれるそうだ。




　毎月二回。神眼の抑制管理メンテナンスに手を貸すにあたって、七瀬は要に約束をさせた。




　死ぬな。バレるな。

　そんで、暴れろ。




「いつも思うが究極すぎないか、これ」

　計測が終わり、いつものごとく《竈へ喰ぐい》を施呪し直された要が言う。

「今さら何言ってんだか。その眼がバレたら『標本になる』か『工作員になる』の二択たくだよ。そりゃ究極にもなろうさ」

　七瀬は紫し煙えんを吐はいて呆あきれ顔がおをした。

　しかし、吸すい殻がらがびっしり刺ささった灰皿にまた一本ラッキーストライクをねじ込むと、口角を吊つり上あげて言葉を足した。

「つまりはさあ、常在戦場を心せよってことなのさ。藻も掻がいて足あ掻がいて四し面めん楚そ歌かの今生を謳おう歌かする。胸がすくだろう。まさに生きてるって感じで」

　白衣に着られている痩やせっぽちの肢し体たいに、血が通っているか怪しい青白い肌はだ。見るからに体温の低そうな佇たたずまいで、戦国武将のような物言いをする。

「七瀬は変わり者だよな」

　要が言えば、おかっぱを揺らしてけらけら笑う。

「眼中に言われたかないね。いつまで経たっても正気のままときてる」

　現在、報告された神眼の症しよう例れいは六ケース。全症例において、対象者は神眼の発現後一年以内に精神に異常をきたして死んでいる。

　なかなかにえぐい冗じよう談だんを、要も澄すました顔で打ち返す。

「そうだろう、そうだろう。俺おれも、研究室から生せい還かんした挙句に、工作部隊からも脱だつ走そうしてきたとかいう変わり者のプロには言われたくない」

「うわ生意気。やだねえ。年々ふてぶてしくなる」

　生あい憎にく、似た者師し弟ていなのだ。共犯の視線をにやにや交わし、定期検けん診しんは終しゆう了りようした。

　去り際に、七瀬がさらりとくぎを刺す。

「解呪限度は第二相フエーズ・ツー。それ以上は保証できないからね」

　その眼を隠かくせとは言っても、使うなとは言わない。

　何せ、世界は戦場であるからして。

　合がつ点てん承知、と。振ふり向むかないままでひらりと手を上げる。

　こうして、要はこの日も旧館を後にしたのであった。







04.　夏至の夜に咲く魔法







　初回から好調だった要かなめとリリアスの戦せん闘とうコンビネーションは、実習の回を重ねるたびにますます安定していった。

　二十回を超こえていまだに失敗知らず。討とう伐ばつ完かん了りようまでに要する時間も短い。門閥ノブレスも歯は噛がみする快かい進しん撃げきだ。

　こうして、最低限の目標である「落第しない」が、どうやら安あん泰たいだと見た二人は、いよいよ宿願成じよう就じゆ活動――宿活に本ほん腰ごしを入れ始めた。

　まずは、何を置いても、リミットまで二か月を切った「リリアスが炎ほのおを出せるようになる」への着手である。

　要とリリアスは、所属する宵星ヴエスパー寮りようの裏庭で特訓に着手した。

　二人は万が一の失火に備え、水で満たしたバケツ三杯ばいに加え、「防火」と「呼水」の霊れい符ふをありったけ用意して向き合った。

「よっしゃ、いいぞー、来い」

「うん！」

　学園ピラミッド最下層に割り当てられた宵星ヴエスパー寮の立地は、敷しき地ち最北の山っぺりだ。

　剥むき出しの土と岩を背に、リリアスが淡あわい緑の瞳ひとみをぐっと燃え立たせる。華きや奢しやな体から霊素エータが湧わきあがり、四枚の羽が広がった。

　周辺の気温がじわじわ上がり、湿しつ気けが抜ぬけて空気がひりついてゆく。

　しかし、その小さな手の中に火の粉は一向に現れない。やがて、見ている方が消しよう耗もうしそうなほどに霊素エータを振り絞しぼり、リリアスは腕をおろした。

　失敗してしゅんとする姿を前にして、要は顎あごに手を当てた。

「リル、『系けい』とか意識してるか？」

　アヴァルだと言い方が違うかと呟く要に、リリアスは首をかしげた。

　霊素エータの使い過ぎで息が上がっている。要はそんなリリアスにお茶のペットボトルを渡して、こいこいと手招きした。

　隣に座らせ、地じ雷らいだらけの理系科目の中で、まだ比ひ較かく的てき理解可能な「異能メカニズム概がい論ろん」の教科書を開く。

「ほれ、こういう霊素エータを操作する体内システムのことだ」

　説明イラストを指さして言えば、大きな猫目が不思議そうに瞬いた。

「……アヴァルだと、炎妖精サラマンダーの魂を持ってるから炎が出るって教えられてて。だから、炎が出ないのは魂が欠けてるとか、邪よこしまな精神が宿っているからとかって……」

　そもそも霊素エータという概がい念ねんも人間界に来てから知ったという。

（なるほど、そこからか）

　額に汗あせではりついているリリアスの髪を払はらってやりつつ要は思った。妖よう精せいの国のファンタジーはなかなかどうして根こん性じよう論ろんっぽい。

　――「異能メカニズム概論（初級編）」の教科書によれば。

　人間は、霊素エータを「認にん識しき」・「生成」・「放出」する三つの系しか持たない。

　そのため、霊素エータを思い通りに動作させるためには外付けのシステムが必要になる。

　こうして発展したのが異能の術ノヴアテイクスだ。一方、精霊サイキは人間と違い、この三つ以外の系も保持していることが多いのだという。

「だからな、炎妖精サラマンダーのリルには霊素エータを炎に変へん換かんする系しくみがあるはずだ」

　要の言葉に、リリアスが大きな猫目を丸くする。

「炎を出す、――仕組み？」

「そうだ、リルは炎妖精サラマンダーだからな。精神が邪だか魂が欠けてるだかの寝ね言ごとはほっとけ。仕組みが働く方法を探すぞ」

　珍しくもそれらしいことを言った要を見上げて、リリアスは一つ頷いた。




　リリアスの特訓の方向性が定まったその日の夜。

　深夜三時に用足しに起きた要は、寝ね床どこへの帰り道すがら談話室の電気がついているのに気づいた。

　あくびをしながら覗きに行けば案の定。炎を出す悲願への糸口をとうとう見つけ、目が冴さえて眠ねむれないリリアスが麦茶のコップを持って立たち尽つくしていた。

「……まあ、そうなるわな」

　宿願を持つ者同士である。要は眼めをしょぼつかせながらも事情を察した。リリアスの手を引いて自室に戻り、興奮がまぎれそうなものを探してやる。

　見つかったのは、もっさり束になった線せん香こう花火であった。

　そんなわけで、草木も眠る丑うし三みつ時どき。寝ね間ま着きの二人は黄色とピンクの紙こ縒よりをつまんで、寮の裏口前にしゃがみこんでいた。

　賑にぎやかに弾はじける橙だいだい色いろを見守りながら、二人で何とはなしに雑談をする。そのうちに、リリアスがおもむろに言った。

「私の家――メロヴィング家にはね、初代当主にまつわる逸話があるの。うちは炎妖精サラマンダーの筆頭家で、王国アヴアルができた当時から選王侯エレクターをずっと務めてきた家だから、逸話っていうより神話くらいには古いんだけど」

　燃えさしの紙縒りをバケツに沈しずめた要は、へえ、と頷いて先を促うながした。





　メロヴィング家の父祖は、スティリオ・メロヴィングという。

　彼はまだ若かりし折に、将来を誓ちかい合った姫ひめ君ぎみを病で亡なくした。

　情の濃こまやかな男であったスティリオは、最愛の存在の死に際し、その亡なき骸がらから片時も離はなれることができなくなるほどの悲しみに暮れた。

　死んだ妖精の躰からだは七日が経つと空気に溶けてしまう。

　蒼あお褪ざめた肌の姫君も宿命から逃のがれることはできなかった。その死から七度目の朝、彼女はスティリオの目の前から風に攫さらわれるように消きえ失うせた。

　主を失った寝しん台だいには、一輪の赤い薔薇ばら――スティリオが姫君に贈おくった花だけが、取り残されていた。

　もはや涙なみだも涸かれたスティリオはその花を手に取り、ほとばしる焔ほのおで燃やした。

　亡き姫君への永えい劫ごう変わらぬ想おもいが顕けん現げんさせたその焔は、薔薇の花びらではなく、「いつかは枯かれる」という摂理を焼き滅ぼした。

　こうして、スティリオが姫君に贈った赤い薔薇は、永遠に枯れぬ常とこ春はるの花――不凋花アマラントス、となったのだった。






「――それが『燃やせないもののない焔』のいわれか。炎妖精サラマンダーらしいな」

　恋こいに命を燃やすさまはいかにもそれらしい、と要は感心した。

「うん。それでね、メロヴィング家の聖堂には、そのスティリオの不凋花アマラントスが保管されていて、一年の決まった時期に礼拝するならわしになってるの」

「いや待て、その花、実在してるのか」

　線香花火の紙縒りを持ったまま瞬きする要に、リリアスが懸けん命めいに頷いてみせる。

「そう、実在してるの。ずうっと昔のことだから誰も証明なんてできないんだけど、保管されているその赤い薔薇は枯れないの。摘つんできたばっかりのみずみずしさでそこにあるんだよ」





　夏至祭ミツドサマーの始まる前の六月のこと。

　七歳のリリアスは兄や姉たちとともに、不凋花アマラントスの礼拝のため、初めて聖堂に連れていかれた。

　薄うす日びの差しそむる聖堂の、はるかに高い天井の下、小こ突づき合いをする兄たちと、おしゃべりに興じる姉たち。

　末っ子のリリアスは、その端はしにちんまりと並んでいた。

「だから、枯れない薔薇を一輪だけっていうのより、いつか枯れちゃう薔薇でもたくさんっていうほうがずうっといいでしょ。見ててよ、あたし、大きくなったら、絶対に数えきれないくらいの薔薇をもらうんだから」

「ていうか、だいたい、赤薔薇なんて赤髪に似合わないじゃない。赤に赤なんて、ださいもん。もらうならもちろん白薔薇よ。あたしが可愛く見える花じゃなきゃ」

　炎のように明るい赤髪に、孔雀石の緑マラカイト・グリーンの鮮あざやかな瞳。――炎妖精サラマンダーのお手本のような姿の姉たちは、その気き性しようまで炎妖精サラマンダーらしく勝気である。一門の紋もん章しようにもなっている神聖なスティリオの不凋花アマラントスを鼻であしらう始末だ。

　こんなことを大人に聞かれたらお尻しりを叩たたかれてしまう。リリアスがそう心配していると姉たちと目が合ってしまい、たちまち睨にらまれた。

「リリアス、あんた、いっちょ前にそわそわしてるみたいだけど、お門かど違ちがいよ」

「そうよそうよ、火の粉も出せないちびすけに花なんか贈るやつはいないんだから。生意気よ！」

　腹はら違ちがいの姉たちは、毛色の違うリリアスに当たりが強い。気弱なリリアスは、いつもながらに容よう赦しやのない言葉にしゅんとした。






「性格きっついな、姉ちゃんたち」

　要が言えば、リリアスは困ったように笑い、話を進めた。





　やがて、スティリオの不凋花アマラントスが姿を現した。

　ベールが引き下ろされるのを察し、慌あわてて視線を上げたリリアスは、初めて目にした「伝説」に思わず瞬きをした。

「つまんないの！」

　あっさり言い捨てたのは、長ちよう姉しのドロシーである。たった一輪きりで貧びん乏ぼうっぽいし、と鼻を鳴らす。次姉のアンナが、やっぱり赤なんてださい、と続く。

　散々な言いようだが、それは無理もない反応と言えた。

　水すい晶しようのケースに入れられた不凋花アマラントスは、どこにでもある赤薔薇だったのだ。

　しかし、その平へい凡ぼんな姿に、リリアスの心臓はとくんと鳴った。

（死んでしまったお姫ひめ様さまへの――最後の、プレゼント）




　もう語らない唇くちびるに、賑やかな花束は似合わない。

　ひんやり蒼褪めた肌に、白い花はさみしい。




　――だから、一輪だけ。冷えた肌に色を灯ともす赤い花を。




　何の根こん拠きよもないけれど、スティリオの気持ちに触ふれたような気がした。思わず切なくなってしまったリリアスが瞳を潤うるませたその時。

　目の前に橙色のひとひらが舞まい込んだ。

「……？」

　花びらにも似たそのかけらは、生きているかのようにじんわりと輝かがやいていた。

　何だろうとリリアスが首を傾かしげると、それはあっという間に数を増し、視界を覆おおい尽つくした。赤に朱しゆに色を変えながらちぎれ舞う。

　それは今までに見たことがないほど美しい焔だった。

　膨ふくらみ上がれば、その身の内に金粉を含んでいるかのように細密に煌きらめく。

　仄ほの暗ぐらい聖堂が、あふれる金きん朱しゆ色いろで隅すみ々ずみまで塗ぬり替かえられる。石造りの冷たい壁かべも、陰いん影えい深いレリーフも、重々しい花窓も、すべてがまばゆく息づいている。

　伸のびやかに揺らぐ焔は、鮮やかさに反して触れても全く熱くなかった。

（これって、まるで）

　――焼き滅ぼすのは花びらではなく、必ひつ衰すいの摂理。

　リリアスは驚きのあまり、桜色に頬ほおを上気させた。

　手のひらに溜たまった火の粉を見つめると、何やら痺しびれるような感覚があった。視線の先の火の粉たまりから、小さな焔が上がる。

　小さな体を駆かけまわる血液が沸ふつ騰とうした。

　湧き出だした興奮をどうしたらいいのか分からず、とにかく飛とび跳はねる。

　そんなリリアスのツインテールを、最高潮に不ふ機き嫌げんな顔をしたドロシーが、思い切り引っ張った。

「ちょっとリリアス！　なんで羽なんか出してるのよ、鼻をぶったじゃない！」

　いつもなら縮こまって謝あやまるところだが、今はそんな場合ではない。リリアスは髪かみを引っ張られたまま、手のひらで煌めくその焔を必死に示した。

「待って、ドロシー姉さま、見て！　私、今、不凋花アマラントスの焔を――」

「はあ？　寝ねぼけてんの？　どこに炎があるっていうのよ」
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　おかんむりなドロシーは鼻にしわを寄せた。

「えっ？」

　リリアスはそこで初めて自分の手のひらに何もないことに気づいた。なんで、と呆ぼう然ぜんとするリリアスを横から見ていたアンナがけらけら笑う。

「やだ、おっかしい。メロヴィングの歴史で一人だけ火の粉も出せてない落ちこぼれが、メロヴィングの歴史で初代しか顕現できなかった不凋花アマラントスの焔だって」

　空っぽの手のひらを見つめたまま、七歳のリリアスは途と方ほうに暮れた。




　あの焔は幻まぼろしだったのだろうか。

　姉の言うとおり自分が寝ぼけていたのだろうか。




　――違う。






「分かるやつにしか見えないんだろう」

　語りをそのまま引ひき継つぐように要が言った。燃えさしの紙縒りを吊り下さげたまま、リリアスをまっすぐに見つめている。

　リリアスは驚おどろいたように言葉を切った。

　互たがいの瞳がぴたりと重なっている。見つめる先の底なしの黒――そこに息づく鼓こ動どうも、呼吸も、熱も、全部自分と寸分違たがわない。

　おんなじなのだ。

　そのことを確かめるかのように、息をひそめて瞬まばたきをする。

「――不凋花アマラントスの焔は、大切なものを永遠にする焔なの。これが私の、何より守りたいものなんだって、運命も摂理もはねのけて、誰より大きい声で宣言するみたいな。だから、私はこんな、普ふ通つうの炎もまだ出せない落ちこぼれだけど……でも、いつか、ここにいる私の全部をふるって叫さけんでみたいんだ」




　これが私の魂だ、って。




　その言葉に要は口角を思うさま引いた。

　一いち途ずさにも、懸命さにも、ほれぼれしてやまない。

「やっぱり豪ごう気きだ」

　そう伝えれば猫目のまなじりが、ふにゃ、と緩ゆるんだ。

　花火大会は空が白むまで続き、バケツを片付け忘れた二人は、翌日寮りよう監かんから説教を喰くらった。




　――六月二十一日、日曜日。

　その日は、要も宿活の特訓に勤いそしんでいた。

　現状、肝かん心じんの黒くろ髪かみ美少女ヤンデレ精霊サイキに出会えていない要の特訓内容は、「出会った際のアプローチ方法」の考案が主である。

　乙おと女め心ごころの分からぬ要が教えを請こえば、御おん年とし十五の現げん役えき乙おと女めなリリアス・メロヴィング氏は瞳を輝かせて言った。

「想いを伝えたいひとに贈るなら、手紙より指輪より、絶対にお花！」

　要は悩なやんだ。

　――一口に「黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ」と言っても、実態は千せん差さ万ばん別べつだ。

　花を贈るといっても、山梔子くちなしが似合う清楚タイプかもしれないし、ミステリアスな黒くろ百ゆ合りタイプかもしれない。はたまた、鮮せん血けつの化け身しんのごとくの虞美人草ひなげしタイプか。

　運命は無限に分化するが、どのタイプであれ勝負は待ったなしだ。出会った時に、贈りたい花の持ち合わせがなかったら詰つみである。

　ゆえに、要は今日も今日とて植物図ず鑑かんを小こ脇わきに、寮の裏庭で「引き抜いた雑草を思った通りの花に変える霊符」の研究をしていた。

　そして、雑草の山を睨んで試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえすそんな要の隣となりでは、リリアスが炎を出すべく奮ふん闘とうしていた。

　分厚い術式集をめくり、慣れない発語をする。

　その姿に要はそろりと無力を噛かみしめた。

　系の特訓をするにあたり、要は大事な相棒のために禁じ手を目もく論ろんだ。

　異能メカニズム概論の教科書の「炎妖精サラマンダーの『系』」の解説ページと、リリアスの系を実際に見比べ、正しく機能しているかを確かく認にんしたのである。

　――《竈へ喰ぐい》を限定解呪した神眼をレントゲン代わりに使って、だ。

　しかし、目をつぶらせたリリアスの前で要はひとり唸った。

　霊素エータの滞とどこおりもない。発火誘発ドレーク反応もある。

　可視したその系は、正常としか思えなかった。

　そして案の定、思いつく限りの方法であれこれと不具合もない系に構いつけても、リリアスの手の中に炎が現れることはなかった。

　それではと方向性を変え、今度は異能の術ノヴアテイクスを試ためしてみることにした。

　異能の術ノヴアテイクスで炎を顕現するのは人間のやり方である。外付けのシステムで、炎妖精サラマンダーの系を機能させずに炎を得たところで「炎を出せた」ということにはとはならない。

　ただ、霊素エータが炎に転じるイメージを体感することが、系の覚かく醒せいにうまく作用するのではないかという希望的観測だった。

　そして、今、要の隣にいるリリアスは、体中の霊素エータを振り絞ってふらふらになりながら、空っぽの手のひらを見つめている。

　汗がしたしたと地面に水玉を描えがいていた。

　慣れない発語も霊符も異能円陣シジルも――どれも、その小さな手の中に火の粉さえ散らしてくれない。

（――心因性、だろうな）

　猫じゃらしから霊符を引きはがしながら要は考えた。

　異能の術ノヴアテイクスでもできないとなれば方法論の問題ではない。炎を出すということ自体に苦手意識が染みついているのだろう。

　息を切らし、汗みずくになって。努力が報むくわれなくても、必死に前を向いて。

　心の仕組みは複雑怪奇だ。こんなにも炎を出したいと願っているのに、どんな思いがそれを邪じや魔まするというのか。

　切なげに眉まゆを下げ、それでも曇くもりない瞳で発語を繰り返すリリアスを見て、要は眉を寄せてまた小さく唸った。

「……てか、もうこんな時間か」

　ふと気がついて仰あおいだ空は、水すい彩さいで描いたような薄うす紫むらさきだった。

　要は術式集を必死にめくっているリリアスに声をかけた。

「リル、そろそろ時間だから今日はこれで切り上げるぞー」

　呼ばれたリリアスはきょとんとした顔をする。

「時間って何の？」

　見当がついていないらしいので、今日は何の日だと尋たずねてみる。

「日曜日？」

「違いないけどな。今日は六月二十一日だろ。夏至祭だ」

　要の言葉にリリアスはぽかんと口を開けた。

「そっか、忘れてた。今日って夏至の日ミツド・サマーだ……」

　一年の中で最も昼が長くなる「夏至」。

　夏至は妖精界において、最も力の満ちる特別な時期とされているという。

　古いにしえより人間界と妖精界の境界があいまいになるとされた時期でもあり、流入してくる妖精たちを歓かん迎げいして、人間界では昔から「夏至祭」が催もよおされてきた。

「ネビュラ・ノヴァの夏至祭も意外と捨てたもんじゃないぞ。出店も豪ごう勢せいだしな。あとは、各国の妖精が参加する妖精行列フエアリー・ライドがある」

　現代においては人間界と精霊異界の境界は厳重に管理されており、夏至に妖精が流入することはない。

　夏至祭の妖精行列フエアリー・ライドは、正式な渡と航こう手続きをして妖精界のあらゆる国から人間界にやって来た妖精たちが一堂に会するパレードである。

　毎年アヴァルからも来てるぞと言いい添そえ、要はリリアスの小さな手を引いた。

　たまには気分転てん換かんも必要というものだ。

　薄紫に滲にじんだ空は、すでに群青に様変わりしていた。星が散らばる中に、爪つめのように細く白い月が上がっている。

　祭りの開かい催さい場所――敷地の中央にある大広場は、かなりの人出であった。

　すれ違うのが億おつ劫くうなくらいにごちゃごちゃと活気にあふれて騒さわがしい。

「すごい人だねえ」

「そうだな、行かない奴やつの方が珍めずらしいくらいの祭りだからなあ」

　呑のん気きに目を丸くするリリアスがどうにも危なっかしく、要はその小さな手をがっちり掴つかんでいた。大広場は野球場のように広い。はぐれたらわりと絶望しかない。

　石いし畳だたみにずらりと並んだ出店は、妖精市場フエアリー・マーケットの世界観を守ってどれもレトロなやさしい色合いだ。店先のランタンのオレンジ色が夕ゆう闇やみに賑やかである。

　林りん檎ご飴あめやらたこ焼きやらの夏祭りじみた出店もあれば、妖精界にちなんで妖精の塗り薬フエアリー・オイントメントやら恋の護符チヤームやら怪しいものを売っている出店もある。

　要はリリアスを連れて適当に買い食いしつつ、店先を冷やかしていた。

　知った顔ぶれも見かけた。

　生徒会執しつ行こう部ぶとして取り締しまりを行っているあきらは祭りだというのに気ぜわしく、挨あい拶さつもそこそこに足早に去っていった。

　一いつ緒しよに回ろうよおとまとわりついてくるアレックスを撒まいて、三人の兄様ブラコン三人衆にかしずかれつつ自分たちを捜さがしているらしい那な由ゆ多たに見つからないように用心しながら、妖精行列フエアリー・ライドが始まるのを待つ。

　溶とけかけの林檎飴で口元をべたべたにしながら、妖精界から買い付けたという出店の怪しい品を「あれはニセモノ、こっちはホンモノ」と目め利ききするリリアスは、無む邪じや気きに笑っていた。

　つないだ手をゆらゆら振りながら、はしゃいだ顔でこちらを見上げる。

（よし、もう眉は下がってないな）

　要は、空いた手でリリアスの眉み間けんをぺたりと触さわって安心した。

　リリアスが眉を下げていると、どうにもいたたまれない気持ちになる。

　姉系女子（黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ限定）に抱いだく、心臓を撃うち抜かれるように致ち命めい的てきな、もしくは、骨に刻み付けられるように業ごう病びようじみたときめきとは違う。

　ただ、その大きな猫ねこ目めが無邪気に笑っているのを見ると、指先からふわりと温かくなるような心地ここちよさがある。

　なるほどこれが妹系女子か。要はそんなことを考えつつ言った。

「リル、口べったべただぞ」

「ふえ？　あっ、ほんとだ」

　そんなふうに要とリリアスが祭りを満まん喫きつするうちに、妖精行列フエアリー・ライドが始まる時刻がやってきた。

　広場の中央にはイギリスのストーンヘンジを模した巨きよ大だいな組石がある。

　円形に並べられたこの石の囲いの中から妖精たちは現れ、その形をなぞるように舞い遊び、練り歩くのだ。

　運よく最前列に陣じん取どった要とリリアスは、目の前の組石をわくわくと眺ながめていた。

　待つこと数分。鮮やかな群青の夜空に、冴えた笛の音が響ひびき渡わたった。

　朗々と走る音色に、小気味よい打楽器が乗り、優美な弦げんが加わる。

　心浮うきたつうららかな旋せん律りつ。そこへ特大の薬くす玉だまを割ったような砲ほう音おんが轟とどろく。

　礼れい砲ほうだ。

　これを合図に、列石の囲いから光の粉が噴ふき上がった。

　息苦しいほどに煌めく光はつむじ風に乗って、辺り一面に舞い荒あれた。

　目にも綾あやな大おお嵐あらしに紛まぎれて、今夜の主役たちが次々と姿を現す。

　軽かろやかに薄うす絹ぎぬを翻ひるがえす者から、中世の貴族のようにきらびやかに着き飾かざった者、勇ましい戦いくさ装束に身を固めた者まで、妖精たちの恰かつ好こうは様々だ。人の姿を取る者に限らず、獣けものや植物の姿をした者もいる。

　風を切って飛ぶ者もいれば、のんびり歩く者もおり、中には、妖精馬に引かせた馬車から手を振っている大物もいる。角笛を吹ふき、花をまき、旗を振り、演武し、しなをつくり、舞い踊おどる。ともすれば、行列から離れて観覧席へちょっかいをかけてくる。

　見つめる誰しもに目が足りないと思わせる光景である。

「毎年言ってる気がするが、やっぱり圧巻だな」

　観覧席からは歓かん声せいが上がり、感かん嘆たんのため息が漏もれる。

　リリアスによれば、この賑やかな行列はどうやら国別に構成されているらしかった。要が解説を頼たのめば、リリアスは任せてとばかりに応じた。

「さっき通り過ぎてったのが常若の国ナノーグの集団だよ、今、女王様が三みつ又またの槍やりで演武してたのが母なる女王の国コンナウトでしょ、大きな船のオブジェを載のせてるのが至福の島メール、――それで、次に来るあれが林檎の郷アヴアル……あっ、」

　出身地である「林檎の郷アヴアル」の名前を口にして、リリアスは驚いたように言葉を切った。大きな猫目をみるみる見開く。

「ん？　リル、どうした？」

　要はリリアスの視線の先を見つめた。

　アヴァル王国は、イギリスの伝説的な英えい雄ゆう「アルトル王」が、その死後、精霊異界に転生して開いた王国だとされる。

　それをモチーフにしているのだろう。

　林檎の郷アヴアルの集団だという妖精たちは、騎き士し道どう物語から抜け出でてきたかのようだった。

　夜よ闇やみを払うようにきらびやかな衣装の王と王おう妃ひを中心として、騎士団が円陣を組んで妖精馬の手た綱づなを引いている。

　しかし、リリアスが釘くぎ付づけになっているのは、王と王妃を擁ようする騎士団の円陣ではなく、彼かれらを先導している「旗手」に対してであった。

　林檎の意い匠しようが描かれた大旗を操あやつるのは、すらりと背の高い二人の女騎き士しだ。

　どちらも燃えるように鮮やかな赤い髪を備えている。豪ごう奢しやなドレスに甲かつ冑ちゆうをあしらった奇き抜ばつな出いで立ちだ。

　進軍する騎士団の露つゆ払はらいをするその二人は、槍そう術じゆつの演武のように勇ましく旗をさばいていた。大きな旗が風を切るたびに、虚こ空くうにぎらぎらと真っ赤な炎がほとばしる。

　まごうかたなき「炎妖精サラマンダー」の旗手だ。

　言葉を失っていたリリアスの唇がためらうようにゆっくりと動いた。

「……姉さま、」

　消え入りそうなその声に応じるように、音高く振り下おろされる大きな旗が傲ごう然ぜんと炎を舞い上げた。
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　リリアスが姉たちに気づくと同時に、旗をさばいて練り歩く姉たちもリリアスを見つけたようだった。

　あろうことか進み続ける行列から離り脱だつして、こちらへと向かってくる。

（どうして？　なんで姉さまたちが……）

　腹違いの姉たちを目の前にしたリリアスは、ヘビに睨まれたカエルのように硬こう直ちよくした。

　人間界の、しかもネビュラ・ノヴァの夏至祭に出ることになっていたなんて、まったく聞いていない。

「久しぶりね、リリアス」

　目の前まで来るや、見るからに重たげな旗でドンと地面を突つき、長姉のドロシーが言った。濃こい孔雀石の緑マラカイト・グリーンの瞳が射い貫ぬくような視線をよこす。

　鮮やかな髪に鮮やかな瞳。いっそきつく見えるほど、くっきりとした顔立ち。

　炎妖精サラマンダーとしての美点をすべて備えるこの姉は、憧あこがれてしまうほどに美人だが、まったく甘あまさのない顔立ちをしているので、リリアスにとっては対たい峙じするだけで勇気がいる。

　思わずこくんと息を呑のめば、相変わらずオドオドしてるんだから、と次姉のアンナにこれ見よがしなため息をつかれる。

「えっと、お久しぶりです。ドロシー姉さま、アンナ姉さま……」

　結んだ髪の先をぎゅっと握にぎって、リリアスは答えた。

　何だか嫌いやな予感がした。いつもなら自分が目の前にいても、取るに足らないという風に無視を決め込む姉たちである。わざわざ声をかけてくることに心当たりがない。

　それでも、どうにか自分を奮い立たせる。

（私は宿願のためにここに来てるんだから。そうするって自分で決めたんだから。怖おじ気けづいちゃだめ。ちゃんと、堂々としなくちゃ）

　何より、要が隣で気にかけてくれているのを感じていた。

　姉と交かわしている言葉は妖精英語である。何を言っているのか分からないはずだが、雰ふん囲い気きは伝わるのだろう。割って入るタイミングを計っているようだった。

「折よくネビュラ・ノヴァに行く機会があると聞いたから、わざわざこの祭りに参加したのよ。リリアス、あなたに会うためにね。メロヴィングの名を負う者として忠告したいことがあるの」

　要を無ぶ遠えん慮りよにじろじろ眺めまわすアンナとは対照的に、ドロシーは要には目もくれなかった。こちらだけを射貫くように見み据すえている。

「……どんな、ことでしょうか、ドロシー姉さま」

　手の中の髪を握りしめて、リリアスは小さな声でどうにか応じた。

　すると、アンナが横から面おも白しろがって口を出した。

「ねーえ、リリアス、あなた、とうとうお父様に十六歳さいの誕生日までに炎が出せなかったら追放だって言われたんですってね！」

　傑けつ作さくね、とけらけら笑う。

　その言葉は、いとも簡単に心臓へ突き刺ささった。

「あ……ぅ」

　耐たえ切れずに目線を落としてしまう。

　長いまつげを伏ふせ、リリアスは震ふるえ出す唇を噛んだ。本当のことなのだから仕方ないと心の中で唱える。

　ドロシーがそんな様子を見て、ため息をついた。

「忠告したいのはそのことについてよ。あなた、炎ほのおを出せるようにするために、ネビュラ・ノヴァに来たんでしょう。もう三か月近く経たつけれど、炎は出せるようになったんでしょうね？」

　畳たたみかけるような言葉に、リリアスは弱々しく首を振ふった。

「いいえ、姉さま……」

　その返事を聞くと、ドロシーの細い眉がきりきりと上がった。手に持つ旗を掲かかげて、アヴァルの林檎の意匠を示しながら言う。

「呆あきれた。そんな体ていたらくが許されると思ってるの？　わざわざ人間界にまで出向いて、メロヴィングの、ひいてはアヴァルの名に泥どろを塗り続けて。大体、『炎を出すために努力すること』からお門違いなのよ。炎妖精サラマンダーなら心に思えば炎は自然に出るものよ。炎は炎妖精サラマンダーである証あかし――魂たましいなのだから」

「そうよ。当然のことよ。炎を出せなかったら炎妖精じゃないもの」

　驚くほど長姉によく似た、しかし、それよりはやや愛あい嬌きようを含ふくんだ顔立ちのアンナも、目を半月に細めて言う。

「……それは」

　リリアスは言葉を継げずに、桜色の唇をわななかせた。

　出そうとした声が喉のどの奥おくで小さく丸まってしまう。

　身体からだから体温が抜ぬけていくような感覚があった。自分を信じる気持ちを、前を向く気持ちをどんなにかき集めても、どんどん冷え切っていく身体には力が入らない。

　だって、姉たちの言うことは正論なのだ。

　炎妖精サラマンダーなのに、炎が出せないのはおかしい。

　――七つの頃ころに見た、金色を抱いて煌めく不凋花アマラントスの焔を、何度も何度もまぶたの裏に描いていながらも。

　頭で考えるより心で思うより、もっと、ずっと深い奥のところで、本当はずっと前から自覚してしまっている。

　きっと、自分にはどうしようもない欠けつ陥かんがあるのだ。

　だから、何をしようとも炎妖精サラマンダーとしての炎すら出せない。

「……っ、」

　心臓が冷水に浸ひたされるような感覚があった。リリアスが呼吸も忘れて髪をきつく握り締めると、要が手を伸ばしてきた。

「リル、こっちこい」

　いつもより少しだけぞんざいな手つきで、有う無むを言わさず姉たちから自分を隠かくしてくれる。

　大きな背中に額を付けると、喉の奥がきゅうと鳴った。

（――カナ、）

　これじゃちっちゃい子みたいだ、とリリアスは恥はずかしくなる。

　それでも声も出せないまま、リリアスが制服越ごしの体温に縋すがってしまった時、ドロシーが言った。

「リリアス、お父様に取り上げられる前に、自分から炎妖精筆頭家メロヴイングの名を返上しなさい。これ以上、メロヴィングが笑い者になるのは我が慢まんできないの。分かってるでしょう。どう足あ掻がこうと、あなたは炎を出すことなんてできないわよ」

　その存在からして、輝く紅くれないの炎のような――誰だれよりも炎妖精サラマンダーらしい長姉の忠告に心臓が止まる。

　受けとめきれず、小さく開けた唇から声にならない悲鳴を洩もらしたリリアスに、アンナが言った。




「そうよ、リリアス、いい加減気づきなさい？　あなたってば、あれなのよ――メロヴィングのながぁい歴史にただ一人、出で来き損そこないの『魂無き者チエンジリング』！」




　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、リリアスの手は要の制服から滑すべり落おちた。

　身体の内側で、何かが割れてしまったような心地がした。

　体温が抜け落ち、感覚が麻ま痺ひする。

　耐えかねたように縮こまった姿勢のまま、指先から透すき通とおるようにリリアスは姿を消した。

「リル！」

　落ち着きをかなぐり捨てて叫んだ要の声が、光の粉の注ぐ空間に響いた。
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「いたか？」

「いや、いないよ、向こうも見てきたかい？」

　祭りから帰る人波に逆らいながら、要は姿を消したリリアスを捜していた。

　途と中ちゆうで見かけたあきらにギギ、アレックスとラスカル、那由多と三人の兄たちにも声をかけて、捜そう索さくを手伝ってもらう。

　しかし、生徒会執行部で危機管理業務を統とう括かつしているあきらが様々な技術を駆く使ししてさえ、リリアスの行方ゆくえは分からなかった。

「リリアスちゃん炎妖精サラマンダーだからなあ。イギリス文ぶん化か圏けんの妖よう精せいは霊れい視し耐たい性せい高いよ」

　ディーエ家直伝の探たん索さく術式《羅針盤コンパス》の異能円陣シジルを展開するも、不発に終わったアレックスが顎あごに手を当てて考え込む。

　リル大だい丈じよう夫ぶかのう、と那由多もまろ眉を寄せて心配そうな顔をする。

「分が悪いな」

　要も唸うなった。まさかリリアスを捜し出すのがここまで困難だとは思わなかった。アレックスの術式もだが、あきらの捜そう査さ網もうすら掻かい潜くぐるのだからあまりに手て強ごわい。

　ともかくもう一度捜してみよう、と、分かれて捜索を続ける。

　要は一人、リリアスが姿を消した観覧席まで戻もどった。淡あわい色の大きな猫目いっぱいに痛みを映して、縮こまったまま消えてしまった姿がよみがえる。

　眉まゆ根ねを寄せ、口調だけは冗じよう談だんめかして言う。

「――なあ、リル。隠れんぼで俺おれを負かせると思うなよ」

　妖精行列フエアリー・ライドは終わっている。光の粉も舞い止やんだ静かな夜空のもと、複ふく雑ざつ怪かい奇きな八はち芒ぼう星せいの異能星陣シジルが花開き、不気味な発語チヤントが啾しゆう々しゆうと響いた。
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　学園の中央にある大広場から、遠く北に離はなれた旧館エリア。その校舎裏に広がる鎮ちん守じゆの森の中――野生のままに生おい茂しげる藪やぶにリリアスは背を預けていた。

　膝ひざに顔をうずめて小さく丸まっている。

　大広場から姿を消した時から、頭の中はぐちゃぐちゃだった。考えようとしても、アンナの言葉が思考を突き崩くずしてしまう。




　――メロヴィングのながぁい歴史にただ一人、出来損ないの「魂無き者チエンジリング」。




　あらゆる感覚が遠ざかって、涙なみだをこぼすことすらできなかった。自分のものではなくなってしまったような身体のなかで、心臓だけが壊こわれたように軋きしんでいる。

　世界の誰からも見放されてしまった気がした。

　さびしい。かなしい。こわい。その全部に少しずつ似た、でも、どれとも違ちがう鈍にぶい感情が耳元でずっとわめいている。膝をきつく抱いて縮こまってもおさまらない。

　藪の中で丸まって動けないまま時間ばかりが過ぎていく。

「……どうしよう、」

　か細くかすれる声でリリアスは呟つぶやいた。声に出してしまうと、空くう虚きよに冷え切った心臓が余計に苦しくなった。

（――――……カナ、）

　抱いた膝に顔をうずめて、たまらず目を閉じる。

　姿を消して逃にげ出して、挙句、動けなくなってしまったこんな情けない自分を、要にだけは見られたくないと思う。だって、同志として相棒として自分を見つめてくれるあの黒い瞳ひとみの前で、どんな顔をすればいいのだろう。

　線せん香こう花火をした夜、そうありたいと語ったのと正反対のこの姿を見て。




（カナは、どう思うんだろう）




　そう思うと途と端たんに、崖がけ下したを覗のぞき込むような心地がした。悲しくて怖こわくて、そして、どうしようもなくみじめで、息ができなくなってしまう。

　……それなのに。

　冷え切って苦しい心臓は、見つけてほしい、と消え入りそうに言うのだ。

　見られたくないと繰り返して、要のことを思おもい描いてしまうほどに、耐えがたく心臓を絞しぼる痛みが、喉もとをせり上がる。




　共同戦線を張ろう、パートナーになってくれ、って言われた時、びっくりして嬉うれしくて声が出なかった。

　剣けんをふるって「かっこいい」なんて言われたの、生まれて初めてだった。

　不凋花アマラントスの焔ほのおのこと、まだそれを信じてる私のこと、豪気だって褒ほめてくれた。

　私が炎を出せるようにって色んなこと真しん剣けんに考えてくれた。

　さっき、心臓が冷たくなって息が吸えなくなった時、姉さまたちから遠ざけてくれた。

　自分のことじゃないのに、話してる言葉だって分かんないのに、すごく怒おこった顔で姉さまたちを見てた。くっついた背中、広くて、……あったかくて、涙が出そうだった。

　消える間ま際ぎわ、私のこと必死に呼んでくれた。




　――世界中の誰からも見放されてしまっても。




「カナ……、」

　おぼれて空気を求めるように、リリアスは弱々しく声を洩らした。

　その瞬間。

「げほげほげほ、ぅぐえ、ああぁー……、居た！　やっと、見つけた」

　なぜか息も絶え絶えな要の声が返ってきた。

　心臓が止まるほどに驚いたリリアスは、膝に顔をうずめたまま、体を大きく揺ゆらしてしまった。

（えっ、カナ？　うそ、なんでなんで）

　気配も霊素エータの痕こん跡せきも絶って飛んできた。見つかるはずなんかないのに、と動どう揺ようするうちに、小枝を踏ふみ締める足音がどんどん近づいてくる。

（どうしよう、どうしよう……っ）

　見られたくない。見つかりたくない。見つけてほしい。

　気持ちがないまぜのリリアスは、何もできずに小さな体をただただ硬直させた。心臓がちぎれそうなくらいに怖くて、切なくて、顔が上げられない。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいったリリアスをよそに、妙みように息を乱している要は、よかったよかったと妙にガラガラした声で言いながら、向かいに腰こしを下ろした。

　そして、一拍ぱく置いた後。

　何の予告もせず、縮こまるリリアスに向かって手を伸のばして。




　ツインテールをほどいた。




（えっ……？）

　膝に顔をうずめたまま、リリアスは目を丸くした。

　リボンを解かれた長い髪がさらさらとこぼれ落ちていく。

　心配したと責めるでもない。なぜ消えたのだと問いただすでもない。

　背にする藪に絡からんでほつれた髪を、要の指がするするとすいていく感覚に、心の中で首をかしげる。

「うん、これでよし」

　ぐしゃぐしゃだったリリアスの髪かみを整え終えた要は、満足そうに息をついた。

　そして、顔を上げられないままでいるリリアスに言う。




「リル、ちょっとこっち見てみろ。いいもんやるぞ」




　軽やかな口ぶりに、リリアスは呆あつ気けにとられた。

　要はわりといつでも突とつ拍ぴよう子しがないが、今回は輪をかけて分からない。

　しかし、無残に散らかった頭の中に、うつろに冷えた心臓に、その訳の分からない言葉は、すとんと落とし込まれてしまった。

　自分でもよく分からないまま、膝から顔を上げてしまう。

「さて、お立ち会い」

　目を上げたリリアスの前では、要がいつもと同じ黒い瞳で笑っていた。

　夜闇が深々と広がっている。その中で、妖精行列の光の粉をかぶった制服の腕が、うっすら光っていた。

　高く掲げたその右手には、背後の藪から折り取ったのだろう小枝が握られていた。左手には難しい漢字を書き連ねた霊れい符ふがある。

　一体何をするつもりなのか。

　見当もついていないリリアスの前で、要は霊符を小枝に貼はりつけた。

　霊素エータが舞まい散ちって、藪の小枝に赤い花が咲さき開く。

「カナ、これ……っ！」

　リリアスは何もかも忘れて声を上げた。

　つつましやかに小さく開く、可か憐れんでありながらも妖あやしい赤。

　――侘わび助すけ椿つばき、だ。

「きれい……」

　耳にタコができるほどに聞かされた、要の宿願の発ほつ端たんになった花である。

　しかし、要は実際、思い出の中で燦さん然ぜんと輝かがやく「椿つばきの君」ではなく、この先出会うだろう様々な「黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキ」をターゲットにアプローチ作戦を練っていたので、黒くろ百合ゆりに山梔子くちなしに虞美人草ひなげしに薔薇ばらに……とにかく、他ほかの花ばかり作っていた。

　だから、リリアスが要の宿願の根源たるその花を目にするのは初めてだった。

　大きな猫目をこのうえなく輝かせて侘助椿を見つめる。そんなリリアスの目の前から、要は花をひょいと遠ざけた。

　そして、見入るあまり遠ざかる花を目で追うリリアスに苦く笑しようしてから、手に持った侘助椿を、さきほど整え終えたリリアスの金色の髪にさした。

「な、いいもんだったろう」

　そう言って、にやりと口角を引く。

「へ、はぇ……っ？」

　リリアスは、もともと大きなその目をこぼれおちるほどに見開いた。

　瞬まばたきもせず息も止め、震える指でおそるおそる耳の上あたりを触る。

（ほんとに、花だ。私、花をもらっちゃった……）

　つややかで柔やわらかい花びらの感かん触しよくを覚えた瞬間、抜け落ちていたはずの体温が、指先から燃え立つようによみがえった。

「あっ、あ、あぅ、……っ」

　あっという間に全身に熱が回って、リリアスは真っ赤になった。

　頬ほおを染めるどころではない。尖とがった耳の先まで、ものの見事に色づいてしまう。

「どうしたリル、熱でも出たか」

　夜目にも分かるくらいに真っ赤にゆで上がったリリアスを見て、要がその額に手を当てた。

「ちがうよぅ、」

　耳まで赤いぞと指し摘てきされ、リリアスは恥ずかしさにぷるぷるした。

　あまりのことに大きな猫目を潤うるませる。もう顔を覆おおってしまいたいのに、要が額を触ってくるせいでそれもできない。

　スティリオの伝承が息づく炎妖精サラマンダーの世界では、贈おくられる「花」は、最上級の意味を持つ。

　贈られる花は、相手がこの世界に存在したこと自体に対する感謝の祈いのりであり、相手がその身に宿す魂への賛辞である。

　感謝グレイスに賛辞アプローズ。

　とかく大げさで意味がぼやけるが、言ってしまえば、炎妖精サラマンダーにとって親兄弟以外から贈られる花は、「一世一代の愛の告白」と相場が決まっているのだ。

　だから、黒くろ髪かみ美少女ヤンデレ精霊サイキへのアプローチとして提案したのに。

（カナ、全然分かってなかったんだなあ）

　ややあってから抵てい抗こうを諦あきらめたリリアスは、やっぱり熱あるんじゃないかと首をひねる要に、赤く染まった顔をもう好き勝手に触らせながら考えた。

　分かってやっていたら、完全に心臓を鋏はさみで貫つらぬかれている「やらかし」案件である。あの祖父にしてこの孫ありとしか言えない。

（――でも）

　――贈られる花は、その身に宿す魂への賛辞なのだ。

　繊せん細さいに長いまつげを伏せ、リリアスは桜色の唇くちびるを緩ゆるめた。冷え切って空っぽになってしまった心臓に熱が返ってくる。

　それを見ていた要が切れ長の眼めを細める。

「なあ、リル。ちょっと黒髪美少女ヤンデレ精霊サイキの魔法について話してもいいか」

　椿の花に手をやるリリアスは瞬きをした後、うんと素す直なおに頷うなずいた。




＊




「この世には魔法が存在する。魔ま術じゆつじゃなくて魔法な」




　至って真ま面じ目めな顔で、要は語り出した。秘密をささやく口ぶりだ。線香花火のあの夜とよく似た暗くら闇やみの中、リリアスも思わず息をひそめて話の先を待つ。





　魔法がその存在を明らかにしたのは、要が十一歳の時であった。






「『椿の君』さんに会った歳だ」

　聞いた瞬間、リリアスが言った。

「ご明察」

　しかし、ここから本題の「魔法」にたどり着くまでには、多少の前置きがある。

　要は名無しブランクだ。家系図をさかのぼっても異能を持つ者などおらず、要自身も十歳までは異能の「い」の字もなかった。

　では、その十歳の時に何があったかと言えば。

　インフルエンザ、である。

　予防注射を拒きよ否ひした上に手洗いうがいを怠おこたったせいでばっちり感かん染せんし、冬場に四十度の熱を出して寝ね込んだ。

　そして、ようやく熱が下がった時には、ないはずの異能が発現していた。

　一体、どういう理り屈くつなのか。今に至っても解明されていない。要自身もその周囲の者も、「そんなのありか」と思った珍ちん事じであった。

　ともあれ、異能が発現して最も変わったのは視界であった。

　霊素エータを可視するようになるため、精霊サイキや喰霊アルゴルが見えるようになったのだ。

「あの時は参った」

　要は遠い眼をして言った。

「急に発現したからか、あの時は異能が不安定でな。霊れい視しが大分強く出て、必要以上に色々見えすぎた」

　実際には、最初から視覚異能が異常値であり、それが今や神眼と呼ばれる領域に達し、まだ増長を続けているということは伏せておいた。七なな瀬せに首を絞しめられる。

「そうだったんだ……」

　リリアスが眉まゆを下げて要の眼を見つめた。

「最初は毎日、胃が裏返しになるくらい吐いてなあ。あれはきりがなかったな。どこ見ようが気持ちが悪いから始末に負えなかった」

　この時期の出来事で、よく覚えていることがある。





　小学校で顕けん微び鏡きようを使った時、教師が冗談めかして言った。

　微び生せい物ぶつやばい菌きんなんかはな、手のひらにだって沢たく山さんいるんだ。でも、そんなのがいつもうじゃうじゃ見えていたら、気持ち悪くなるだろう。だから、見えなくていいものは肉眼じゃ見えない。

　人間の体ってな、うまく生きられるようになってるんだ。




　十歳の要は、その言葉に、頭を殴なぐられるような衝しよう撃げきを覚えた。

　なんでか分からないけど、周りの世界が変になった。そう思っていたところに教師の言葉は一石を投じたのだ。




（……そっか、）




　気持ち悪いものがうじゃうじゃ見えるのは世界が変になったんじゃない。

　自分だ。自分が変になったんだ。

　気づいてみればあまりにも当たり前の、しかし、手の打ちようもないその事実に、幼い要は眼を伏せてなるほどと頷いた。

　苦く飲み下した「諦め」は腹の底で芽を吹いて、骨の髄ずいにまで根を張った。






　話を聞いていたリリアスは懸けん命めいに首を振った。

「でもっ、でも、カナは諦めない人でしょう？　だって、『神と仏と閻えん魔まが組んで邪じや魔ましにかかってきても宿願は譲ゆずらない』って前に言ってたもん」

　他人の口から聞くとなかなかの破は壊かい力りよくだ。よく覚えてるなと要は笑った。

「魔法を知ってから、諦めが悪くなったんだ」





　要が魔法を知ったのは、祖父の納骨式で菩ぼ提だい寺じに行った時だ。

　――リリアスが言った通り、「椿の君」に会った時である。

　十一歳になっていた要は、すでに霊素エータを粒りゆう子しとして可視していた。

　精霊サイキや喰霊アルゴル、それ未満の存在を視し認にんできるのはもちろん、視界にある事物はすべて、極ごく彩さいの粒子にまみれて表面をゆるく流動させている。思念や感情すら、色や質感をまといつけて視界に加わってきた。

　そんな地じ獄ごくに引きずり込まれた要は、世界を相手取っての猛もう烈れつな不信に陥った。

　何しろ、生者に死者に人ならぬ者がごった煮にだ。捉とらえ方かたから分からない。

　そのごった煮がまた、刻一刻とぐにゃぐにゃ揺れ動うごくものだから、見えるものすべてに信しん憑ぴよう性せいがない。挙句、表ひよう裏りも清せい濁だくも問わずあらゆる思念と感情をなすりつけられて、他人への信用も信しん頼らいも根こそぎ刈かり取とられた。

　視覚であるから、瞼まぶたを開けている限り「選せん択たくの自由」がない。

　ねじ込まれる情報に、体がキャパオーバーを起こす。思考が圧殺されてぼうっとしていることしかできない。気づけば吐いているか爪つめを噛んでいるかどちらかだ。

　――生々しく。露ろ骨こつで。過か剰じようで。暴力的で。威い圧あつ的てきで。凄せい絶ぜつで。酸さん鼻びを極きわめ。澱よどんでいて。腐ふ乱らんしていて。不毛で。空々しく。酷こく薄はくで。猥わい雑ざつな。




　世界は――自分の世界は「見たくないもの」でできている。




　地獄と化した視界にのたうちながら「なぜ」「どうして」「どうすれば」を必死で自問してきたところに、顕微鏡の授業での教師の一言は隙すき間まなくはまってしまった。

　自分は「この世界でうまく生きるための機能」を失った。

　変になったのだ。

　だからどうしようもない。これからずっと一生こうだ。そうやって、自分自身を諦めることこそが、吐き気けに背を丸め、胃液の味の舌を噛み、荒あれた爪を握り込んだ要に残された、唯ゆい一いつの生存戦略だったのだ。




　そんな十一歳にとって、寺という場所は最悪だった。

　恨うらみやら後こう悔かいやら未練やらをみなぎらせる精霊サイキや喰霊アルゴル、それ未満の存在がわんさかいるのだ。立っているだけで胃を絞られるグロテスクホラーが展開されている。

　可愛かわいがってくれた祖じ父いちゃんの初七日だ。そう思って常にも増して耐えていた要であったが、結局汗あせみずくで体の震えが止められなくなったあたりで墓前から離れた。

　そして、トイレで散々に吐いてから境けい内だいをもうろうと歩いていた時に、彼かの女じよに会ったのである。

　椿の花が咲き誇ほこる振ふり袖そでをまとった少女精霊サイキ。

　彼女は本当に美しかった。つややかな黒髪も、涙の伝う白い頬も、まなじりを桜色に腫らした甘やかな垂れ目も、ふっくりと愛らしい桃もも色いろの唇も。




　そして、――その瞳にたゆたう溶岩の熱も。




　むせ返るほどの情念を、少女はまとっていた。

　絶望的に一いち途ずなその想おもいは煮に詰つまり抜いて嫉しつ妬とに沈しずみ、果ては妄もう執しゆうに変じる。

　霊素エータへの伝でん播ぱは、「すさまじい」の一言だった。視界がなすすべもなく歪ゆがめられ、染め変わってしまう。神眼を持つ要が最も嫌きらい、恐おそれてきたモノだった。遭そう遇ぐうすればこの世の終わりとばかりにげえげえ吐いて意識もぶっ飛ぶ、かなりえぐいやつである。

　そのはずなのに。

　グロテスクを体現した少女を前にして、要は吐き気を忘れて硬直していた。

　銀ぎん之の丞じよう様、と。

　切なく恨めしくささやき続ける彼女の照準はけっして揺らがない。

　どこまでも真っすぐで、恐ろしくがんじがらめだ。こんなにも焦こがれ続けておいて、大好きだったとも愛していたとも言えない。

　優やさしい言葉はもう、その喉の奥で焼け落ちてしまった。

　涙に濡ぬれたやわらかな桃色の唇は、この期ごにおよんで――ただ、声もなく。




　ゆるさない、とだけ繰くり返かえす。




「――――……っ、」

　思わず息を呑んだ瞬間、あふれかえる情念が、要の神眼を絵筆に変えた。

　異能が発現して以来、初めての経験だった。力任せに空間を塗ぬりつぶしていた色しき彩さいが情景に描かき変わる。

　現れたのは眼にも鮮あざやかでありながら、ほの暗さも秘ひめた赤色だった。それが、少女の足元から寺の裏庭を覆いつくすように敷しき広がっている。




　血浸びたし、だ。




　そう直感した要の心臓はたちまち収縮した。眼を逸そらすこともできないまま、息を詰つめて情景を受け止める。

　しかし、よく見てみれば、狭せまい裏庭を埋うめ尽つくしたその赤は血ではなかった。

　すべて、花である。土の色を完全に覆い隠す、夥おびただしい数の椿の花が転がっている。幾千も、幾万も。花か芯しんをまるく包み、天を仰あおいで残らず咲き開く。

　隙間なく咲き転がる花々に取り巻かれ、少女は立たち尽つくしている。

　その指先も、声も、まなざしも、一度たりとして銀之丞に届かなかった。

　そそいだ時間も、流した涙も意味をなさなかった。すべて、最初から届くはずがなかったのだ。――そしてもう、永遠に届くことはない。

　それでも、咲いている。

　立ち尽くすその足あし下もとに。誰にも知られずに葬ほうむられていった想いがすべて、消えることなく花と咲いている。――触れたいと願った指先が。恋こいしい名を呼んだ声が。熱に潤んだまなざしが。ひとり重ねた時間が。乾かわくことのなかった涙が。

　噎むせ返るほど絳あからかに咲いている。

　祖父は言っていた。




　――椿の花は散らない。落ちる時も咲いたまんま、花のまんまだ。




　血溜だまりより遥はるかに禍まが々まがしくて、鮮烈な。

　極彩の地獄を前にして、要は思ってしまった。




　この眼で見るこの世界は、誰のものより美しい。






「――とまあ、これが魔法だ」

　ぱちぱちと瞬きをしているリリアスに要は言った。

　状じよう況きようは何も変わってない。解決策がひねり出せたわけでもない。

　でも、こんなふうにいくつかの偶然ピースがぴたりとはまって、説明のつかない力を発揮する瞬間があるのだ。

　どうしてそうなるのか、他の誰にも分からない。条理も摂せつ理りも理屈も一足飛びにして窮きゆう地ちをひっくり返すそれを「魔法」と呼ぶ。

　要はリリアスの瞳を覗き込みながら言った。

「なあ、リル。生きてるとどうしようもなく袋ふくろ小こう路じに追おい詰められて動けなくなることってあるだろ。でも、そうやってどうにもならない窮地に息が詰まりそうになっても、そのすべてを一いつ瞬しゆんで帳消しにする『魔法』がこの世界には存在するんだ」

　不可解で理り不ふ尽じんにして最強。

　その威い力りよくを実感する瞬間が、リルにもいつか必ずくる。

　慰なぐさめや励はげましになるようにではなく、ただ存在を信じてもらえるようにと要は心を砕くだいて話した。

　話に聞き入るリリアスは、大きな猫ねこ目めで要を一心に見つめていた。ひたりと見開いたその瞳に、夜空に散らばる星灯あかりが息づく。

「で、ここからは魔法の存在証明だ」

　要は手を伸ばして、リリアスの髪に飾った侘助椿に触れた。

「赤い椿には英語の花言葉があるんだと。アレックスが言ってたんだが、リルは知ってるか？」

「ううん、知らない」

　予想通り素直に首を振ふってくれたリリアスに、しめしめと眼を細めてみせる。

「聞いて驚おどろけ？」

　要がへたくそなカタカナ英語を囁ささやいた瞬間、リリアスの大きく見開いた猫目からぽろんと雫しずくが落ちた。




　You're a flame in my heart.




　――あなたは、私の心の中で焔のように輝く。




　ぴったりだろ、と言いい添そえられ、淡い緑の瞳が涙でおぼれる。

　それでも、自分が泣いていることにさえ気づいていないようにただただ驚いた顔のまま、リリアスは言った。

「カナ、魔法――ほんとにあった……、」

　その言葉を口にした瞬間、白磁の肌はだにふわっと熱がのぼった。

　大きな瞳が潤んで光り出す。

　ヨーロッパの絵本から出てきたような容姿に、妖しく赤い侘助椿。

　どうにもちぐはぐで、全然似合わない。

（でも、今日見た妖精の中で一等綺き麗れいだ）

　こぼれ続ける涙にようやく感情が追いついたようにまつげを震ふるわせて、小さくしゃくり上げる。髪に飾った椿の花を握にぎって泣いているリリアスの頭を撫なでてから、ほら、と要は背中を差し出した。

「帰るぞ」

「うん……っ」

　こうして、要はまだリリアスを捜さがしてくれているのだろう捜そう索さく隊たい有志の下もとへ、リリアスを負おぶって足を向けたのであった。
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05.　大討伐作戦グランド・コンクエスト







　夏げ至し祭さいからちょうど一週間後。

　その日も喰霊アルゴル討伐実習をつつがなく終えた二人は、七月上じよう旬じゆんに行われる大討伐作戦グランド・コンクエストの参加者に選せん抜ばつされたと教官から伝えられた。

　ところは共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターである。

「カナ、大討伐作戦グランド・コンクエストって何？」

　金色のツインテールの片方に「侘助椿」の花飾りをつけたリリアスが、小首をかしげてこっそりと訊きく。しかし、答えようとした要かなめの声は、その場で様子を見ていたらしい外野のざわめきに掻き消けされた。

　嘘うそだろ。ありえない。あいつら名無しブランクと異能欠陥エラーだぞ。

　前ぜん代だい未み聞もんだと興奮して騒さわぎ出す外野――その多くは歯は噛がみする門閥ノブレスたちである、を横目に、要はいつも通り飄ひよう々ひようとした顔のままリリアスに説明をしてやった。

「大討伐作戦グランド・コンクエストは、集団でやる喰霊アルゴル討伐実習だ。毎年の恒こう例れい行事だな。討伐対象も五メートル超ちようとかの大型喰霊アルゴルになる。喰霊アルゴル討伐数ランキングが――そうだな、確か上位、二十……いや、三十位だったか、まあそんくらいまでのバディに参加権が与あたえられる」

　年若い異能者サイの王国であるネビュラ・ノヴァは、現実社会と地続きだ。

　実力を認められた者しか参加できないこの大討伐作戦グランド・コンクエストへの参加実績は、異能省入庁後の出世レースで物を言う。

　そんなわけでエリート主義の学園生たちにとってはかなりの関心事である。しかし、目的の違う要にとっては年中行事の一つでしかないため、細部がどうにもあやふやだ。

　呑のん気きを極める要はリリアスに尋たずねた。

「俺おれたちランキング何位だったか覚えてるか」

「んと、えっと、多分、昨日は四十……三位とか、じゃなかったかな」

　言わずもがなの似た者バディである。リリアスのこれも何となくあやふやな返答に、要が、それだとランク外だよなと首をひねる。

　今しがたの討伐実習で三十位になったと呆あきれ顔がおの教官に伝えられ、要は、ははあと手を打った。

「リルのグレムリン十八体斬ぎりだ」

　今日のリリアスは、剣けん豪ごうもかくや――快かい刀とう乱らん麻まの大だい活かつ躍やくであった。

　これで討伐数が跳はね上あがって、うっかり三十位以内に滑すべり込んだらしい。

　喰霊アルゴル討伐数ランキングは高等部一年生から三年生までの順位付けである。

　ご先祖様譲りの優すぐれた異能を受うけ継つぎ、なおかつ異能の英才教育を施ほどこされた門閥ノブレスたちであふれるこのネビュラ・ノヴァにおいて、三十位以内に名無しブランクや異能欠陥エラーが今までランクインしたことはない。

　目に嫉妬の炎ほのおを宿し、ぎりぎりと歯ぎしりする門閥ノブレスたちの顔はもはや喰霊アルゴルじみている。命を狙ねらわれそうな勢いである。

　色々面めん倒どうである上に、炎を出せるようになるリミットまでもう時間もない。

　参加辞退はできないものかと視線を寄よ越こした要とリリアスに、拒きよ否ひ権けんはないと教官はあっさり告げた。

　顔を見合わせる要とリリアスに、陽気な声がかかった。

「リーリーアースちゃんっ、カナメっ、大討伐作戦グランド・コンクエストに参加決定おめでとう！　僕ぼくたちも出るよ！」

　狸たぬきを引き連れ、今日も王子顔を煌きらめかすアレックスである。その登場と共に、嫉妬に燃える外野のざわめきに黄色い声が混ざった。

「アレックスくんとラスカルも参加するの？」

「するよー。僕たちランキング四位だもん」

　リリアスの問いにけろっと答えるスケコマ王子に要は眼を見張った。

「四位って上から数えて四位か？」

「むしろ下から数えるなんてことあるのかい？　正しよう真しん正しよう銘めいの四位だよ。昨日は五十位だったけど」

　今日一日で何が起こったというのか。

　要は思わずラスカルを見つめる。今日もリリアスに抱だき上げられた愛くるしい獣形精霊フイルギヤは「アレ助すけは当たるとデカい」という謎なぞのコメントを残した。

「波乱の予感がするなあ」

　喰霊アルゴルたちの嫉妬の視線に炙あぶられ、謎のポテンシャルを誇る悪友にまとわりつかれながら要は何となく遠くを見つめた。

　この予感が当たってしまうとは、誰だれも知る由よしもなかった。
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　大討伐作戦グランド・コンクエスト前、最後の日曜日。

「かなちゃん」

　突とつ如じよ響ひびいた声に、要はぎくりと肩かたを弾はずませた。

　何でもない様子を装いつつ、保健予備室のドアから手を放す。ちょうど神眼の抑制治療メンテナンスを終え、七なな瀬せから土産をもらって出てきたところだった。

「奇き遇ぐうだな、きら」

　土産は速そつ攻こうでスラックスのポケットに突っ込む。飄々とした表情を取り繕つくろいながら、何をしていたのかを聞かれた時の言い逃のがれを全力で考え始めた要を、あきらは真まっ直すぐに見つめた。

「今、時間ある？」

　重たげなまつげがゆっくりと揺れる。

「な、ぃ……――ありますね、はい、あります」

　正統派美少女の迫はく力りよくは違ちがった。

　視線の圧に屈くつして頷いた要は、なぜか西エリアの大講堂まで引っ張っていかれ、建物の裏の壁かべに沿って造りつけられたボロい非常階段へ連れ込まれた。

「こんな場所知ってていいのか、優等生」

　錆さびついた鉄の階段をのぼりながら、要はからかい半分で言った。

「何でも知ってるのが優等生でしょう」

　あきらは赤しやく銅どう色いろのつやめく髪を風に遊ばせている。軽口のつもりで言ったのだろうが、あまりにもさまになっていた。

　要より一段上に立ち、少しばかり高い目線から顔を寄せてくる。

　いまだにこれ以上という容姿を知らない。――鼻先が触れそうなところにある、三歳さいから見慣れたその顔に要は瞬きをする。

　まぎれもなくよく知ったきらなのだが。

（何か、こう……何だろうな、）

　もやりとも、そわりともつかぬ。

　この間、腹の底に去来したのと同じ感覚がよみがえる。

　つかみどころのない違い和わ感かんに首をひねったのも束つかの間ま、昔から秀しゆう麗れいなそのかんばせは、秘密を見破るどころか一足飛びに釘くぎを刺さしてきた。




「かなちゃん、その眼、大討伐作戦グランド・コンクエストでは絶対使わないで」




「――……何のことだ？」

　要は言ってはみたが、この状況ではさすがに空むなしすぎた。当然、あきらは取り合いもせず、琥こ珀はくの瞳ひとみで見み据すえてくるばかりである。

「降参」

　冷ひや汗とも何ともつかぬものを背に伝わせて、要は白旗を上げた。

　そもそも、あきら相手に眼のことを隠かくすのは無理があった。

　かつて、その豪ごう奢しやな瞳でおどろおどろしい有う象ぞう無む象ぞうを睨にらみつけて追い払い、吐はきすぎてよろよろする自分の背中をさすってくれた幼おさな馴な染じみである。

　もう眼は落ち着きましたとごまかしたところで、すんなり通るはずがない。

　あきらと離はなれてから一年後の、十一歳の時に椿の君と出会い、急転直下でここに至ったこの六年間をどこから白状しようかと要は悩なやみつつ、口を開きかけた。

　しかし、あきらは、よく光るそのまなざしで要の言葉を封ふうじた。

　小指を立てた右手を突つきつけて言う。




「ゆびきりして」




「へ？」

　要は一瞬ぽかんとした。

　幼よう稚ち園えんから脱だつ走そうしないって、一人で裏山探検隊しないって、水たまりを踏ふまないって、カタツムリをポケットに詰めないって。

　――ゆびきりして、かなちゃん。

　あまりに懐なつかしい。かつては死ぬほど聞いた言葉だが、しかし。

「――俺、守ったことあったか……？」

　思わず遠い眼をした要に、あきらは冷めた顔で言った。

「ないよ。だから、今回も別に期待してない」

　前科がありすぎた。頬を掻かく要に、あきらは続けた。

「このゆびきりは約束じゃなくて決意表明。わたしは、大討伐作戦グランド・コンクエストでかなちゃんにその眼を使わせない。そんな気を起こすより先に、わたしがひとりで喰霊アルゴルを始末する」

　あきらも大討伐作戦グランド・コンクエストに参加することが決まっている。喰霊アルゴル討伐数ランキング一位は言わずもがなだ。

「かなちゃんが守るか守らないかじゃないの。わたしが守らせる。そうすれば結果は同じでしょう」

　小指をからめて傲ごう然ぜんと言い放つ。

　豪奢な琥珀の瞳が、白昼の日差しを味方につけて金色に光っていた。

　長い髪かみをぶわりと舞まい上げ、錆びた非常階段で仁に王おう立ちする姿は、景色から浮うき立つように美しい。




　これが禍ツ原あきらか、と誰もが納なつ得とくせざるをえない。




　あきらという名は、顕あきら、と書き表す。

　これは、飛鳥時代から続く禍まがツ原はら一門において、最さい高こう峰ほうの異能を顕あらわした者にのみ付ふ与よされる名である。

　千年の系けい譜ふにその名が刻まれたのは三度たび。

　開祖の初代。平安時代に生きた十一代。

　そして、延々下った現代の四十九代――要の眼の前に立つ少女だ。

　生まれながらに別格と認められている。そんな境きよう遇ぐうに似つかわしく超ちよう然ぜんと構えたこの幼馴染が、実は死ぬほど負まけず嫌いだと要は知っている。

　その眼を使うより先に、ひとりで喰霊アルゴルを始末する。

　彼女がそう言うのなら、やってのけてしまうだろう。矜持プライドも度量スケールも十二分にあるあきらだが、冗じよう談だんに興じるという感性は持ち合わせていない。

「ゆびきった」

「きられた……」

　宣告を受けてぐったりする要を尻しり目めに、この話は終わったとばかりの表情をする。

　そんなあきらだったが、はたと何かを思い出したように、ねえ、かなちゃん、とまなざしを巡めぐらせた。

「四年前から学園にいたのにどうして声かけてくれなかったの」

　予想外の言葉に要は肩をすくめた。

「俺は編入してからすぐに会いに行ったぞ。きらが忙いそがしすぎて空から振ぶりだっただけだ。あの時、学園に全然いなかったろ。休きゆう暇かでも家に帰ってこないし」

　ネビュラ・ノヴァに編入した当初、要は自分より一年前に編入していた幼馴染に何度も会いに行ったのだ。

　結局、すでに異能省所属の異能士ノーヴアスたちとの喰霊アルゴル討伐に参加していたあきらは学園にいることすら稀まれで会えずじまいだったのだが。

　要の言葉を聞くとあきらは頷いた。

「ならいい」

　口角をすうっと上げて満足げに続ける。

　――会いたかったのは、わたしだけかと思ってたから。

　ゆびきり忘れないでね、と言い置いて、さっさと階段をおりていく。その真っすぐな背中を見送って要はため息をつく。

「……やられた、」

　こういうところで照れないのがあきらである。

　六年たっても、やっぱり変わらないのだ。

　非常階段に置き去りにされた要は、錆びついた手すりにもたれ、むずむずする口元を覆おおった。
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　ついに、大討伐作戦グランド・コンクエストの開かい催さい日びがやってきた。

　要とリリアスは、喰霊アルゴル討伐数ランキング上位三十組までの作戦参加者たちと共に、共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターにいた。

　異能円陣シジルを起動する前に、いつもよりはるかに念入りに身み支じ度たくをする。

　要はリリアスをそばに引き寄せ、インバネスの首元の縫ぬい込みに霊れい符ふを入れた。

　作成に一週間を要した、えぐいほどに強力な「瘴気ミアズ除よけ」である。腕うでによりをかけた重量級の術式が、リリアスの武器である敏捷性スピードを削そぐだろうが構わない。

　二人には、大討伐作戦グランド・コンクエストで活かつ躍やくしようという気が皆かい無むだった。

　何しろ、炎を出せるようになるリミットが迫せまっているのだ。怪け我がをしないで終えようという気持ちしかない。

　念入りに作業していた要は、リリアスの背中を見て思った。

（緊きん張ちようしてるなあ）

　四枚の羽がぴょいと出てきている。

　リリアスの羽は心理状態をよく映す。勝手に出ている時は、興奮したり緊張したりしているのだ。

　大討伐作戦グランド・コンクエストで最も戦功を上げた者は「新星勲章ステラ・ノヴア」を授じゆ与よされ、幹部候補生となる。

　同世代の出世頭エースとなることが確定するため、飽あくなき上じよう昇しよう志向の参加者たちは、競争相手を蹴け落おとそうと凄すさまじくギスギスしていた。

　新星勲章ステラ・ノヴアなど狙ってもいない要やリリアスのところまで、「邪魔したら許さない」とか「足を引っ張ったら殺す」などとメンチを切りにくる有様だ。

　そんな空気の悪さにリリアスは参ってしまったらしい。

　リラックスさせてやろうと要は水を向けた。

「リルは参加賞もらったら何買うんだ？」

　要は、一等賞ステラ・ノヴアよりも参加賞への興味が尽きなかった。

　何なにを隠そう、金きん一いつ封ぷうである。ヒエラルキーの最下層で、小こ遣づかいが雀すずめの涙なみだな自分たちには何とも嬉うれしい特典だ。

　ちなみに、まだ炎を出せずにいるリリアスの最近の憧あこがれはガスコンロだ。

　ポチリとひと押おしで炎を顕けん現げんさせられるところが尊敬に値するらしい。人のことは言えないが、宿願をこじらせてきている気がする。

（コンロセットって言い出したらさすがに止めよう）

　要がそんなことを考えていた時、リリアスが言った。

「ソーラークッカー、かな。太陽の光を集めて見えない炎を顕現させるんだよ！　すごいよねえ、見えない炎なんて聞いたことないもん」

　――ソーラークッカー。

　銀色の内張りが特とく徴ちようの箱型調理器具である。太陽の光を利用して調理を可能にする。エコで楽しい未来志向のクッキンググッズ……。

　こないだパソコンで見てたやつだなと思いながら、要は額に手を当てた。

「リル、あれは日光を熱に変えてるんだ。炎は見えないんじゃなくて出てない」

　妖よう精せいの国の住人たるリリアスは衝撃を受けていた。信じられないとまつげを震わせる。

「えっ、うそ、炎じゃないの？　熱？　光を熱に変える……っ？」

　それ一体どんな術式なのと震える彼女に要は答える。

「そうだな、いわゆる科学ってやつだな」

　こうして、ギスギスした空気に悪わる酔よいしたリリアスの緊張もうまく曖あい昧まいになったところで、作戦開始の時刻となった。

　火打石で異能円陣シジルのトーチに火を灯ともす。霊素エータが青く湧わき出でるのを見ながら、転送座標入りの霊符をその火にかざしたところで、要は首をひねった。

「これ湿しつ気けてないか」

　どうも燃えが悪かった。端はしがぶすぶす燻いぶるばかりだ。霊符をかざす向きを変えながらリリアスも隣となりで眉まゆ根ねを寄せる。

「うーん、火がちっちゃいのかな……うまく燃えない」

　二人は視線を巡らせたが、他ほかの参加者たちは皆みな、装備やら戦略やらのことで頭がいっぱいらしく、誰も霊符のことなど気にしてはいない。

「あ、戻もどった」

　不意に勢いを取り戻した火がやっと霊符を喰くいつくす。

「じゃあ、仕方ないな……行くか」

　湖面のように光る床ゆかが霊素エータの青を吸い込んで、薄うす暗くらがりを照らし出す。

　自らの意識の底に潜もぐり込んでいくかのような、いつもの特有の感覚と共に、いまいちやる気の出ない要とリリアスは大討伐作戦グランド・コンクエストの作戦展開予定地点に転送されていった。




　今回の討伐対象は、有翼二足竜ワイバーン一体である。

　分類は、異能法第二種喰霊グループ２。

　個体データ：体長約五メートル。体表は有毒・棘とげ状じようの隆りゆう起きあり。火か炎えんの噴吐あり。瘴気ミアズ濃のう度どＢ。

　作戦展開地点は、八万人が住まう小規模自治体の廃はい業ぎようした競馬場。

　そんな事前情報を与えられていた大討伐作戦グランド・コンクエストの参加者たちは、予定地点に到とう着ちやくした瞬しゆん間かん、我わが目を疑った。

　周囲を囲むのは、剥むき出だしの土に岩。まずもって競馬場の景色ではない。

　薄うす曇ぐもりの空も近い、岩山である。

　そして、岩の隙間からところどころに土色の見える斜しや面めんの上。

　そこには視界を塞ふさぐ鈍色の巨躯が岩を踏み砕いて鎮ちん座ざしていた。

　体長五メートル――、どころではない。

　こちらの立ち位置から優に百メートルは離れているはずだが、圧あつ倒とう的てきな体たい躯くに遠近感が狂くるう。

　果たしてこれが、有翼二足竜ワイバーンだろうか。

　体長は十メートルを超こえているだろう。大写しの巨躯で覆われた視界に、長たらしい奇き妙みような影かげが、いくつも泳ぐようにゆうらりと差し入ってくる。

　扁へん平ぺいな頭を備えた蛇へびの首だ。

　うねり合ってあちこちを周遊するその数は、全部で九つ。

　しかし、それらを収める胴どうは、目の前に鎮座するただ一つである。

　多頭の竜だ。

「何だっ、あれ――……」

　言葉もない参加者のうち、誰かがようやくそう言った時だった。

　九頭を操あやつるその喰霊アルゴルから、瘴気ミアズが噴ふき出した。

　瘴気ミアズ濃度Ｂ――インバネスに予あらかじめ施されている「瘴気ミアズ除よけ」で無効化できる程度の有翼二足竜ワイバーンのそれとは比べものにならない。

　不意を衝つかれた誰もが虚こ空くうを塗りつぶす瘴気ミアズに中あてられて昏こん倒とうした。




「――……カナ、カナッ、大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりして死んじゃやだよう」

　七瀬に《竈へ喰ぐい》を施されてからは覚えがないほど久方ぶりの、身体からだに収めた内臓すべてが燃え立つような吐き気に寸の間気を失った要は、リリアスの泣きそうな声に意識を呼よび戻された。

「リル……ぅえ、」

　口を開きかけた次の瞬間、身体ごとひねり上げられるような衝しよう動どうに襲おそわれる。

「……うっぷ、ぐぇええ、おえ」

　岩だらけの地面に倒たおれ込み、要は散々に吐き戻した。悲鳴を上げたリリアスがおろおろと涙目になりながら、背中をさすってくれる。

　しばらく死地をさまよったところで、どうにかこうにか人ひと心地ごこちを取とり戻し、要はよろめきながら立ち上がった。

　口元を手の甲こうで雑に拭ぬぐって、リリアスに向き直る。

「リル、悪かったな、助かった」

「えっ、えっ？　カナ、大丈夫なの……？」

　岩場にぺたんと膝ひざをついてしまっていたリリアスは瞳を潤うるませたまま、唖あ然ぜんとしたように要を見つめた。細い肩が小刻みに震えている。

　要は、吐としゃ物ぶつをぬぐったのと逆の手で、リリアスの頭をぽんぽんと撫でて言った。

「おー、大丈夫だ。胃液までゲロったからな。もう吐くもんもない」

　怪我の功名とでも言うのか。異能が発現して以来、常時吐き通しだった要は、いつの間にか、一度限界まで吐きさえすれば神経が麻ま痺ひするという特異体質になっていた。

　あくまで麻痺しているだけなので、後で地じ獄ごくを見るのは間ま違ちがいないが。

「リルこそ大丈夫だったか。俺と同じように瘴気ミアズ浴びたろう」

「私はほらこれ、カナが入れてくれてたから」

　リリアスはインバネスの首元に触ふれてみせた。要はなるほどと頷うなずいた。やる気のなさの表れであった特製霊符が思わぬところで役に立った。

「というか、今これどういう状況だ……」

　現在地は、最初の転送地点からやや離れた岩いわ陰かげのようだった。

　石交じりだが足元は平らだ。周囲には大討伐作戦グランド・コンクエストの参加者たちが倒れ伏ふしていた。

　瘴気ミアズ濃度Ｂを想定した軽装備が仇になったのだろう。呻うめいたり身じろぎしたりする者もいるが、起き上がれる者はいないようだ。

　周囲を見回すうちにようやく気づく。

（防御結界シールドが張られてるな）

　参加者全員をすっぽり収容する巨きよ大だいな防御結界シールドの表層には、高こう濃のう度どの霊素エータが家鳴りのような音を上げて流れていた。強きよう烈れつな瘴気ミアズを微み塵じんも寄せつけぬほどに、緻ち密みつにして堅けん牢ろうに編まれている。術式の組成が想像もつかない。

「……なるほど」

　状況を察した要は防御結界シールドの周しゆう縁えん部ぶまで歩いていき、青く煙けぶる幕越ごしに外を透すかし見た。

　途と端たん、結界の外側から渋しぶいバリトンが語りかけてきた。

「ほう、さすがはあきらの番つがい。優やさ男おとこの顔して骨があるな、わりかしぴんぴんしてるじゃねえか」

「きらのパートナー――ギギ、だったか？」

　あやふやに問えば、当然のように返答があった。

「応さ。俺は千せん匹びき狼おおかみのギギ――山やま背せの泰たい牙が巍ぎ々ぎ彦ひこの尊みことだ」

　防御結界シールドを背に守っていた三メートルほどの巨躯が身を起こす。

　これが本領なのだろう。コカトリスと戦った時に見た佇たたずまいとは随ずい分ぶん違ちがう。

（なるほど、巍ギ々ギ、だな）

　要は納得した。丈たけ高く大きいものの美び称しようである。

　見上げきらぬほど大きなその背中を流れる毛並みは、峻しゆん厳げんな岩いわ肌はだを描えがいた山水画のようだ。首元から胴にかけての筋骨が太く張り出して威い容ようを見せつける。

　巨躯の怪かい狼ろう――千匹狼。

　その存在は昔話に語られている。

　人喰い狼の大群に追われ、命からがら木に登った旅人。

　足先すれすれまで牙きばが迫るも、どうにか難を逃れたと思ったその時。

　千の遠とお吠ぼえに応じて現れたのは、大群を率いるその首しゆ魁かい――足下に荒あらぶる人喰い狼たちよりはるかに恐ろしい化け物だった。

　畏い怖ふの映し身たる獣けものは、アイスブルーの目玉をぎょろりと向けて言った。

「なあ、坊ぼう主ず。俺は死んでも動かずここを守れと厳命されてんだが、いくら鼻っ柱の強いうちのお姫ひいでも、あの長虫の前にひとりで置いとくのは寝ね覚ざめが良くねえ。一つ、ガキどもの守もり役やくを代わっちゃくれないか」

　やはり、この窮地を一人で凌しのいでいるのはあきらだった。

（そりゃ、こんな防御結界シールドを張れる奴やつがホイホイいてたまるかって話だよな）

　ギギがその長い鼻先で示す方向へと要は素す早ばやく目を向けた。瘴気ミアズで煙る斜面の先にまず見えたのは、件くだんの長虫である。

「……もしかしなくとも、あれ、九頭竜ヒユドラか？」

　思わず疑わしい口調で確かく認にんすれば、ギギも心底呆れたような調子で返す。

「そうさな、見つける方が難しいようなもんをようよう引き当てたもんだ。こちとら伊達だてに歳とし食っちゃないが、あんな珍ちん無む類るいは初めて拝んだ」

　九頭竜ヒユドラ。その存在が確認されることはほとんどなく、異能法で定められた特定危険喰霊スペシフアイのリストにすら入っていない。

　九つの首を備えた巨きよ竜りゆうであり、非常に毒性の高い瘴気ミアズを噴ふん霧むする。

　また再生力が異様に強く、九つのうち八つの首を切断しようとも、もしくは、神経中ちゆう枢すうや心臓を破は壊かいしようとも討伐には至らない。別名を「不死竜」というくらいだ。

　それはもはや机き上じようの存在と化している喰霊アルゴルである。

　なぜこうなったかは分からないが、すでに大討伐作戦グランド・コンクエストどころの話ではない。明らかに異能省の精せい鋭えいが召集されるべき事態である。

　空論じみた喰霊アルゴルを、要は防御結界シールドの内から睨んだ。

　体長十メートル超――規格外の巨躯は遠目にもよく映る。悪夢の産物としか思えないその姿は奇き怪かいでありながらも、どこか子供が捏こねた粘ねん土どのように生々しい。

　空を捕とらえんばかりの巨骨の首がゆうらりと巡る様を見ていると、首筋の毛が逆立つ。

　そんな不気味の塊かたまりのごとき喰霊アルゴルの、目と鼻の先に、あきらはひとり立っていた。

　暗紅色カーデイナルのインバネスをまとった颯さつ爽そうとしなやかな身体は、ざらついた鈍にび色いろの巨躯との対比でずいぶんと小さく見えてしまっていた。

　あざなえる九匹の、ぬたりと開いたその口からは瘴気ミアズがとめどなく噴き出していた。薄うす墨ずみを刷はいたような岩山の空気はますます濁にごりを深めていく。

　背筋の凍こおるこの不利にあって、後ろ姿のあきらはしかし、胸がすくほど落ち着いていた。

　もとより、瘴気ミアズなぞ寄せつけぬ破邪体質ロータスだ。総身にまとう高濃度の霊素エータを一層烈然と燃え立たせ、千年来の大太刀【羽々斬ハバキリ】を構えて歩を進める。

　虚空を泳ぐように滑なめらかな動きで襲いくる長首に、自ら挨あい拶さつに出向くかのようだ。

　やがて歩を止めると、あきらは軽く身をかがめた。

　高貴な姫がドレスの裾すそをつまんで行うお辞儀カーテシー。

　そんなものを連想させる品格を宿しながらに、インバネスを無造作にからげ、太ももに巻いたガーターさえ見せつける大だい胆たん不ふ敵てきな足構えでもって霜そう剣けんを振ふるう。

「やあああああああああああああああああああああっ」

　あでやかな朱しゆ唇しんから、心しん胆たんを震わす裂れつ帛ぱくの気合。

　生まれてこのかた天才とさえ呼ばれ飽きた彼かの女じよが武器とするのは、柔やわ肌はだの少女だてらに速さでなく重さである。

　薙なぎ討うつ一刀のもとに、九つある長首のうち三つを斬り飛ばす。

　足元が崩くずれるかと思うような揺ゆれが炸さく裂れつした。

　時を同じくして喰霊アルゴルの三首の切断面から間欠泉のごとくに噴き上がった瘴気ミアズが、あきらの唸うならす破邪の気にばちばちと焼かれる。

　初撃の余よ韻いんを味わう間もなく、あきらは暴風を吹ふき荒あらす【羽々斬ハバキリ】を引っ提さげ、猛もう追ついを演じた。

　二メートルあまりの刀身に霊素エータの刃やいばたる霊威アルミスも足された大刀たちを携たずさえて、少女の引ひき締しまった長身は小動もしない。紫し電でんを散らし岩を穿うがつかの踏鳴ふみなりで、一つ歩を置くごとにその長大な間合いを斬り拓ひらいてゆく。

　吼ほえる大刀に斬り飛ばされた蛇くちなわの頭が、輪切りになった中首が、次から次へと落下して所せましと地面に転がる。

　瘴気ミアズが土ど砂しや降ぶりのごとくに飛沫しぶいた。

　黄よ泉み路じの風景でただひとり、注ぐ瘴気ミアズをあまさず撥はねつけ、暗紅色カーデイナルのインバネスも、フレンチグレーのスカートも乱れるがままに刃を振るう。
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　戦意を宿した琥珀の瞳が、壮そう烈れつに閃ひらめく。




「早く行かねえと、嫁よめの貰もらい手てがなくなっちまう」

　防御結界シールドの内にいる要は、ギギのぼやきにもっともだと頷きつつ思った。




　――わたし一人で喰霊アルゴルを始末するから。




　非常階段でのゆびきり。元から冗談のつもりもないのだろうが、この異常事態にあってもあきらは本当にそれを達成しかねない。

　そして、自分たちは、稀け有うに強く生まれつき、死ぬほど矜持プライドが高く負けず嫌ぎらいなあきらに、この場における命運も責任も背負い込ませてしまっているのだ。

（そんなん恰かつ好こう悪わるすぎるだろうが）

　魑ち魅み魍もう魎りようを追おい払はらう凛りんとした背に庇かばわれ、吐きやつれていたあの時とはもう違うのだ。自分もあきらと共色のインバネスを着ている。

「ギギ、守り役は任された。向こうに行ったら、あきらに防御結界シールドは解除してその分の霊素エータを攻こう撃げきに回すように言ってくれ。まずは防御だけでもこっちで何とかする」

　要の言葉に、ギギは冷厳なアイスブルーの目をゆるりと細めた。

「承知した。恩に着るな、かなちゃん」

　痺しびれるバリトンに、こりゃどうもぞっとしない、と要は背筋を寒くした。




＊




　ギギと別れた要は【鏤る骨こつ】を振るい、防御結界シールドを張った。

　防御はこっちに任せてくれとギギは伝えてくれたのだろうに、要が作った防御結界シールドの内に、あきらの防御結界シールドは消えずに残っていた。

（まあ、これがきらだからな）

　言ったところで聞きやしない。年季の入った負けず嫌いである。

　ため息をついてから、視線を巡らせる。

　剥き出しの岩場のそこここに、倒れ伏す者、のたうつ者、ぐったりとしたまま罵ば声せいを吐く者が固まっている。誰も術を展開する気力がないのだろう。幾いく多たの喰霊アルゴルを討とう伐ばつしてきた上位ランカーのお歴々も形無しだ。

　しかし、それでは困るのだ。ここからの作戦を練りたい。

　要はやれやれと頭を掻いてから、応急処置程度の「瘴気ミアズ除け」の霊符をしたため、リリアスと手分けして配った。

　大討伐作戦グランド・コンクエスト開始前に要たちに散々毒ついていた参加者たちは、多少なりとも気まずそうにそれを受け取った。

　ランキング最下位で名無しブランクと異能欠陥エラーのバディである要たちに、足を引っ張るなと言っておいて、自分たちの方が戦せん闘とう不能になるとは思わなかったのだろう。

「ここからの作戦を練りたい。協力してくれ」

　率そつ直ちよくに頼たのめば、誰もが心もとない表情をする。学園に根づくパワーバランスが一時的に崩れたこの状じよう況きようで普ふ通つうにしているのが不思議なのだ。

　霊符を配る最中に、要は意外な人物の無事を確認した。

「お、アレックス、お前生きてたのか」

　きらきらの金きん髪ぱつを乱したアレックスがややぐったりした様子で岩にもたれていた。要を見上げると、相変わらずの調子で言う。

「ご挨拶だなぁ。生きてるよ～。もうほんと胃がぐっつぐつしてるけどね。あっ、待って、霊符、額にだけは貼はらないでくれ。キョンシーみたいになっちゃうからさ」

「元気そうで何よりだ」

　通常運転だと安心した要は、スケコマ王子の額に霊符をぐいぐいめりこませてやった。その時、横から聞き慣れない甘あまったるい声がした。

「カナ助すけ、俺おれぁ、霊符はいらんぞ。ぴんしゃんしてっからな」

「……いやいやいや、どちらさんで？」

　視線を転じた要は瞬まばたきをした。

　キョンシー化したアレックスの隣には、こげ茶の髪をゆるふわに巻いたお色気美少女が座すわっていた。視線を吸いつけるたわわな肢し体たいにまとっているのは、場ば違ちがいすぎる薄うすっぺらなシルクのパジャマだ。

「いや、ネズミに変化して瘴気ミアズを避さけたんだがな。それ見てたアレ助がこの姿になりゃあ、元気になれるって遺ゆい言ごんみてぇにこぼすもんだからよ」

　確かに、変化は十八番おはこだと聞く。アレックスの趣しゆ味みはともかく、甘ったるい声でおっさん臭くさく喋しやべるお色気美少女の謎には納得した要の横で、リリアスが声を震ふるわせる。

「ラスカル、なの……？」

「嬢じようちゃん悪いな。わがままぼでぃで失礼するぜ」

　こうしてどうにか話ができる状態の者だけが集まって、作戦会議が幕を開けた。

　誰もがこの窮きゆう状じように耐たえかねたように勢いづいて話し出す。

「ここどこだよ。どう考えても転送予定地点と違うよな？　あと、あれ――あれって、九頭竜ヒユドラか？　なんであんなんがいる？」

「何が起こったかなんて分からないけど、あれを倒さなきゃ私たち帰れないんでしょ。討とう伐ばつ完かん遂すいしないと《塞ノ神くなど》が解除されないもの……」

　口々に疑問と不安をぶつけ合う中で、一人の男子学生が出し抜ぬけに言った。

「……なあ、今、あれ――九頭竜ヒユドラの相手してるのって『禍ツ原あきら』か？」

「そうだ。最初に防御結界シールドを展開してくれてたのもな」

　要が答えると、その場の全員がほっと息をついた。

「さすがは禍ツ原あきら。やっぱり別格だな」

「禍ツ原あきらなら、もしかしたらこのまま討伐できるかも……！」

　口々に語り合う。

　全員が門閥ノブレスである参加者たちの「禍ツ原あきら」に寄せる信しん頼らいは絶大だった。

　否いな、信頼というよりは認にん識しきである。異能者サイの世界における「禍ツ原」の名――ましてや、「禍ツ原あきら」の名は、正しく「天才」の代名詞だ。
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　自分たちとは違って特別であり、不可能を可能にして当然なのだと、至し極ごく自然に認識されている。

　異様な空気にリリアスが驚おどろいた顔をして、要を見上げる。

　要は門閥ノブレスたちを見据えて鼻を鳴らした。名門だなんだとさんざん吹いておいて、都合のいいところで他力本願ときている。

　御おん曹ぞう司しもご令れい嬢じようもこれだから頂けない。

　そこにアレックスがあっけらかんと言葉を挟はさんだ。

「無理だよ。九頭竜ヒユドラなんてもし出たら、ロンドンならきっと五百人は呼ぶよ？　あきら嬢がいくら無敵でクールでも話が違ちがうって」

　そうだろ、と碧眼ブルーアイを屈くつ託たくなく細めてみせる。

　食わせ者王子よ、よく言った。要はアレックスの肩かたを叩たたいてから口を開いた。

「というか、そもそもなんだが、共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターには転送先の戦闘を中ちゆう継けい・記録する機能がついてるだろ？　それは大討伐作戦グランド・コンクエストでも同じだよな」

　その言葉に参加者たちは目を見開いた。

「……そうだ、学園側にもこの状況が分かってるはずだ！」

「なら、教官たちが助けに来てくれる！」

「こっちには『禍ツ原あきら』をはじめとして、門閥ノブレスがうじゃうじゃいるんだ。学園が見殺しにするはずもないだろう。異能省を動かしてでも助けに来るさ。だから、何も九頭竜ヒユドラを倒さずとも、救きゆう援えんが来るまでどうにか生き延びる。それでいけるんじゃないか？」

　要が淡たん々たんと言えば、参加者たちの表情が和やわらいだ。

　空論じみた喰霊アルゴルを倒すのではなく、この場を持たせる戦略を立てればよいのだ。希望が見えてきたと誰だれもが胸を撫なでおろす。

　――ちょうど、その時であった。

　防御結界シールド内に、生木が裂さけるような音が響ひびいた。

　参加者たちの悲鳴が響き渡わたり、恐きよう慌こう状態になる中、要の防御結界シールド内に収めていたあきらの防御結界シールドが崩ほう落らくした。

「きら」

　要は自分が展開した防御結界シールドから外界を透かし見た。

　瘴気ミアズが濃こく、最も早はや戦せん況きようは読めなかった。連つれ戻してくるかと要が眼めを細めた時、真っ青な顔をした男子学生が声を震わせた。

「来ない……っ」

　一体何のことかと、不安に駆かられた全員の目が向けられる。

「教官たち――学園も、い、異能省だって、救援に来ない。いや、来られないんだ……ここがどこだか分からないから！」

　何言ってるの、と隣の女子学生が唇くちびるを震わせる。

「学園側は転送座標を知ってるんだから、どこだか分からないはずないでしょ」

「ここは当初の転送予定地点じゃないんだよ。なあ思い出してみろよ、ここ、事前情報で聞かされてた『廃業した競馬場』なんかじゃないだろ？　僕ぼくが――僕が、座標霊れい符ふに細工をしたんだ。共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターの中継を妨害ジヤミングするために……」

　別の男子学生が立ち上がって、喋っている学生の襟えり首くびをつかんだ。

「馬ば鹿かか！　おまえ、なんでそんなことしてんだよ！」

　襟首をつかまれた学生は唾つばを吐はき散らして叫さけんだ。

「新星勲章ステラ・ノヴアが欲ほしかったんだよ！　お前らもそうだろっ？　今年は『禍ツ原あきら』がいるんだ。普通のやり方じゃ一番戦功なんか取れない！　だから、中継を一いつ瞬しゆんだけ妨害ジヤミングして、監かん視しの目がない間に、禍ツ原に怪我でもさせとこうと思ったんだ――っ、」

「ひどい、」

　あまりな言い分にリリアスが蒼そう白はくな顔で唇を噛かんだ。

　大きな猫ねこ目めがぎゅっと吊つり上あがる。怒おこっているのだ。要のインバネスの裾を握にぎった小さな手が震えている。

「……中継に一いつ瞬しゆん妨害ジヤミングを入れるだけの効果だって言われたんだ。みんなやってる。珍めずらしくないって。こんな――こんな、転送先が変わったりするなんて僕は聞いてない！　こんなのは知らないっ！」

　沈ちん黙もくがおりた後に、もみ合いが始まった。誰もかれもが泣き声交じりにぎゃあぎゃあ騒さわぎ出す。

　防御結界内がパニックになるのをよそに、要は腰こし元もとのホルスターに触れた。

　――大討伐作戦グランド・コンクエストに出る？　じゃあこれ試ためしてみな。

　神眼の抑制治療メンテナンスの時に土産みやげを渡してきた七瀬の不ふ穏おんなにやつきがよみがえる。首をひねりながらも立ち上がれば、隣にいたリリアスが大きく深呼吸をした。

　ぴょんと身軽に立ち上がり、細い腰こしに提げた【死者の鐘ブルーベル】に手をかける。

「カナ、……私。行けるよ」

　不安で満ちていた橄欖石の緑ペリドツトグリーンが、その真価を取り戻すかに爛らん々らんと光り出す。

　宿願も半ばだというのに、来るか来ないかも分からない助けを待って門閥ノブレス連中と仲良く心中などまっぴらごめんだ。

　そして、どうあれ。

　幼おさ馴な染なじみとして、同じ暗紅色カーデイナルをまとう異能士ノーヴアスとして、あきらだけに命を張らせるわけにはいかない。

　瞳ひとみを交かわせば、共感の音が意識に響く。

　同じ顔をした二人は戦場を見み据すえ、不敵に口角を引いた。




＊




　首筋に貼りついた髪かみが気持ち悪い。

　ブーツの踵かかとで砂じや利りをにじり、あきらは舌打ちを呑み込んだ。

　切り立つ崖がけを背に、九頭竜ヒユドラが鎮座している。

　目の前のその姿を琥こ珀はくの瞳で睨にらみ据すえ、すでに感覚がなくなって久しい手のひらに霊素エータを集める。

　戦い始めてから、どのくらいの時が経たったのだろうか。

　もう防御結界シールドにまで霊素エータを廻まわせない。

（悔くやしい。もたなかった）

　不ふ甲が斐いなさに唇を噛む。

　幸い、要が防御を担になうとギギから聞かされている。参加者たちがこれ以上瘴気ミアズで毒される危険はないだろう。攻撃が負傷者たちに向かないように、自分が九頭竜ヒユドラを引きつけたまま倒せばいいだけの話だ。

　あきらは【羽々斬ハバキリ】の柄つかを握り直した。

　柄頭に通った赤い房ふさ紐ひもを肘ひじに結ゆい締めている。手が痛もうが痺れようが、この腕を斬きり落とされない限りは刀を取り落すことはない。

「っらああああああああああああああああああああああっ」

　再び斬撃を仕し掛かける。つややかな朱唇の口角を吊り、喉のどを開き、腹の底から気を吐く。

　圧のし掛かかる大太刀の重み――体中の骨が四散するようなその衝しよう撃げきを、堅かたく踏ふみ締める足で受け止めた。

　これは何十回目か、あるいは何百回目か。

　過よぎる思考を振り切きるように、一刀で四頭を薙ぎ飛ばす。

　どす黒い瘴気ミアズが岩に割れる波のように飛沫いた。力任せにちぎり取ったような切断面に、太た刀ち筋すじが乱れているのを思い知らされる。

　そのまま流れに乗って長大な刀身を返そうとして、あきらは白はく皙せきの額に眉根を寄せた。

（連撃が、続かない……っ）

　振りかざしたまま自重で傾かたむいた【羽々斬ハバキリ】を支え、二メートル超ちようの刀身をどうにか肩にかける。ひきつけを起こすように、肺が酸素を渇かつ望ぼうした。

「はあっ、はあ、ぐ、ぁう……っ」

　押し入ってきた冷たい空気に喉が委縮し、身構えたまま肩を震わせる。破邪体質ロータスの身にまとう霊素エータが、煽あおられる炎ほのおのように乱れた。

　その刹せつ那な。

　生き残りの五首のうちの一つが崖に頭を突つき入れ、岩を振り飛とばしてきた。

「――あ……っ」

　あきらは、咄とつ嗟さに肩に休めた刀身を振りかざそうとした。しかし、途と端たんに、柄に結い締めた肘が火ひ箸ばしをあてられたように痛んだ。

（間に合わない）

　あきらが琥珀の瞳をぎらつかせた時。




　雪残る巌いわおの巨躯が、降ってきた岩を粉ふん砕さいした。




「あきら、お前もう下がれ」

　バリトンを唸らせ、あきらを背に庇う。

　雪白の鼻筋にしわを刻んだ憤ふん怒どの形相で、ギギが九頭竜ヒユドラと対たい峙じする。

　山やま背せの泰たい牙が巍ぎ々ぎ彦ひこの尊みこと――神名みことで呼ばれる千狼の長おさである。九頭竜ヒユドラに体格では劣おとろうとも、風格は互ご角かく以上だ。

　しかし、あきらは、その大きな背に守られる気などさらさらなかった。

「下がらない。もう一度同じ手て筈はずでいくわ。わたしが九つ全部の首を斬り飛ばしたら、ギギは必ずあいつの心臓を潰つぶして」

　言いながら、ギギの背後から踏み出す。肩を揺らす呼吸を素早く収め、すべらかな脚あしを惜おしげなく晒さらして【羽々斬ハバキリ】を構える。

「止よせって言ってんだ、聞かん坊め。俺がのしてきてやるから大人しくしてろ」

　冷厳なアイスブルーの目をぎらつかせ、ギギが声を荒らげる。

　不死と謳うたわれる九頭竜ヒユドラであるが、その討伐法は確立されている。

　ゆらりとうねる巨骨の首は斬きろうが潰そうが再生するが、その九つあるうちの一つが再生能力を司つかさどる「命脈の首」なのである。それを切断しさえすれば、再生が止まり九頭竜ヒユドラは死に至る。

　しかし、目前の個体にはなぜかその正せい攻こう法ほうが通じなかった。

　命脈の首を斬り放っても、別の首に命脈を移して再生能力を保つ。

　一体、どういうからくりがあるのか。膂りよ力りよくの限りに斬りかかるあきらを嘲あざ笑わらうかのように不死を誇ほこる。

　ならば、どうするか。

　――正鵠あたりが分からないなら、もろとも潰す。

　それがあきらの立てた戦略だった。揺らめく九つの首を根こそぎ斬り飛ばし、同時に心臓も叩き潰して、生命機能が宿る部分を徹てつ底てい的てきに壊かい乱らんする。

　ギギと二手に分かれていたのは、それぞれが首と心臓を狙ねらうためである。

「大体、お前、九本一気に斬り放つ力なんざ残ってねえだろ。もう刀持ち上げるのもやっとのくせに生意気言うんじゃねえ」

　再び臨戦態勢に入ったあきらにギギは言った。

　ギギが駆けつけた時にはすでに、あきらは不死を失わない九頭竜ヒユドラを相手に尋じん常じようではない戦闘量をこなしていた。

　霊れい視しで見み抜ぬいた命脈を斬り逃にがさぬように巨骨の首を根元から断たち、あるいは寸刻みにし、命脈が移動すればすぐさま追つい撃げきして九首を順に薙ぐ。

　通常個体であれば何体を絶命させていたか知れない。

　本当に人の子かと訝いぶかりたくなる。とんでもない娘むすめだ。そこまで大暴れして余力があるはずもない。ギギは、【羽々斬ハバキリ】を構えるあきらを押おしのけるようにして、もう一度背の後ろに引き入れた。

　しかし、左手でギギの毛並みをすき、あきらは答えた。

「力なら残ってる。だって、わたしは《禍ツ原あきら》なんだから」

　千匹狼と禍ツ原の盟約は五百年に及およぶ。その言葉が意図するものを、正しく読み取ったギギは血相を変えて吼えた。

「こんの、莫ば迦か娘むすめがっ」

　繊せん月げつの瞳どう孔こうがぶわりと膨らむ。

　やめろ許さんぞ、と重低音で唸り、いっそ余計なことができぬように無理やり押さえ込んでしまおうと、鼻先を巡めぐらせる。

　その時であった。

　九頭竜ヒユドラが生えたばかりの長首を無造作に振り立たてた。

　間合いに入っている。そう気づいたギギは、やむなく急降下してくる蛇の頭を睨んで爪そう牙がを走らせる。

「あきら、止せ！」

　背後に向けて割れるような声で叫ぶ。

　しかし、制止の叫びを振り切り、あきらは口を開いた。

　重たげな睫まつげに守られたその琥珀の瞳がこの上なく豪ごう奢しやに照てり映はえる。




「《幽かくり世よの大おお神かみ幸さき魂みたま奇くし魂みたま、まもり給たまえ、さきはえ給え、吾われを標しるべにおとない給え》」




　横ざまに構えた【羽々斬ハバキリ】が祝詞のりとに応こたえ、烈れつ風ぷうの息を吐いた。
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　九頭竜ヒユドラと死し闘とうを繰くり広ひろげるあきらの脳のう裏りには、一つの記き憶おくが貼りついていた。





　とある土曜日の早朝のことである。

　当時小学二年生だったあきらは、家出を決行した要を捜していた。

　三歳からの付き合いであり、犯行には慣れきっている。結果、十分足らずで、田んぼの脇道をツクシ片手にうろついている幼馴染を発見した。

　しかし、この日の要はなかなか捕まらなかった。

　捕まえようと手を伸ばしても身を躱してどんどん逃げていく。

　本来、あきらの方が足は速い。だが、この時期はちょうど禍ツ原剣術を始めた頃だった。

　大太刀【羽々斬ハバキリ】を使うために編まれた異能剣術である。平日は放課後の三時間、休日は半日を使って、ひたすら修練を重ねていた。

　教わったことでこなせないことは何一つなかった。

　ただ、修練をこなすほどにあきらの体は動かなくなった。何もしていない時も首の後ろがぼんやり熱く麻痺しているし、気を抜くと脚がふらつく。両りよう腕うでとも親指から肩の付け根までが鈍にぶくきしんでいる。絶え間ない頭痛もある。

　走ったところで調子が出るはずもなかった。

　それでも、八歳のあきらはその意識において、調子が悪いということを受け入れられずにいた。

　禍ツ原あきらとは、千年続く禍ツ原で最さい高こう峰ほうの異能を持つ者のこと。

　もしも、自分がどこかしらでもそれと違っていたら、名前が体からはがれてしまう。

　頭から足先まで過不足なく。正しく「禍ツ原あきら」であるか。息を吸わねばならないのと同じ重さでいつもそのことを抱かかえていた。

　追いつきかけて、あと少しで手が届くかというところで、要はあろうことか駅に入り込んだ。

　無人駅である。止める人もいない。

　あきらは焦った。誰もいないホームを走りおりれば、本数の少ない電車が、あまりにタイミングよく到とう着ちやくして、――まさかと思ったそのまさか。

「かなちゃん、だめっ！」

　乗り込むのを阻そ止ししようと、遠ざかる背中に思い切り手を伸ばした瞬しゆん間かん。

　その手を、振り返かえった要につかまれた。

　声を上げるひまもなかった。

　そして、あきらが次に気づいた時には、背中でぷすんと扉とびらが鳴り、まだ淡あわいままの朝の風景がなだらかに加速を始めていた。

「ゆうかい成功～」

　要が得意げにうそぶく。腹が立ったあきらはそのしたり顔にしっぺを叩き込んだ。

　結局、二人して次の駅で降りた。

　知らない駅名を睨むあきらをよそに、要はポケットの小こ銭ぜにを探さぐり、自じ販はん機きでドクターペッパーを買っていた。

　壁かべ際ぎわの汚きたないベンチに平気で座ってごくごく炭酸をあおる。

　淡かった日差しはずいぶんしっかりして、スズメがしきりに鳴なき交わしている。あきらは仕方なく要の隣となりに腰を下ろした。

　なぜか飲み止さしを当然のように手て渡わたされる。

　要はいつもこの変な炭酸を飲んでいる。

　とりあえず口をつけるも、薬っぽい味にすぐうんざりした。

「なんでゆうかいなんかしたの」

　ため息をついて問うあきらに、要は平然と答えた。

「きらがゆうかいされたそうな顔してたから」

　そんな顔してないと眉まゆ根ねを寄せれば、心得ているとばかりににんまりする。

「ゆうかいされれば、きょうは剣術サボれるだろ」

「――――は？」

　べたべたするドクターペッパーの缶かんを握ったままあきらは唖あ然ぜんとした。

　……剣術をサボりたいなんて、思っているはずがない。

　だって、できないことなど一つもないのだ。いつだって、どんな技わざでも、教えられたとおりあるべきとおりに体は動いた。新しいことを覚えるたびに師し範はんは頷うなずくばかりだ。

　さすがは、禍ツ原宗そう家けの娘。




　さすがは、禍ツ原あきら。




「まけずぎらい」

　思いがけない言葉に、驚いて見つめた瞳はむやみと黒かった。

　ちいちいとスズメが鳴いているのを遠くに聞きながら、あきらは初めて気づく。

　その真っ黒な瞳に映る自分は「禍ツ原あきら」ではない。

　単なる「きら」だ。

　なんのことはない。要にとっては誰より見知った幼馴染。堅かた物ぶつで、――どうしようもなく負まけず嫌いで、剣術の練習のせいで毎日調子が悪いけど平気なふりをしている。

　三歳の頃からずっと、きっとこの先どこまでいっても。

（――――――でも、）




　禍ツ原あきらが、そんなふうに世界を捉とらえていいはずがない。




　この名前は、要やほかの人たちのように、この体のためにと考えて作られたものとは違う。

　名前が初めにあったのだ。それを授さずけられたのが自分。

　だから、自分は千年を渡った名前のそのありように沿わなくてはならない。

　完成しているその形から半歩でもずれてしまえば、途端にこの体は――自分は、誰でもないものになってしまう。

　それなのに。

　見慣れたその黒い瞳は底なしの色をしていて、覗のぞいたら引きずりこまれてしまう。

　鼻先が触ふれる距きよ離りにあるその世界に、足を滑すべらせて落っこちる。




　きらに――なってしまう。




　呼吸がたちまち楽になる。

　体が重くて、首の後ろが熱いのも。脚がふらつくのも、腕うでがきしむのも。

　全部がすうっと自分の中央に落ちてきて、ずっと無理をしていた八歳のあきらは途端に疲つかれてしまった。

「――――かなちゃんのばか。つかれた、ねむい」

　生まれて初めて。お目付け役の仕事も、「禍ツ原あきら」の名も、何もかも放ほうり出だして、五月の日差しに琥珀の瞳をふやけさせれば、見み交かわす黒い瞳が柔やわく緩ゆるんだ。

「いいぞ、寝ねても。ゆうかいはんが見張っててやる」

　その後、そんなことを言ったくせに自分も寝こけた要ともども、三時間後の戻もどりの電車を逃のがして、捜しまわっていた親たちから大目玉を食くらった。

　帰りが遅おそくなったので、その日の剣術の修練はなしになった。






　結局のところ、自分は禍ツ原あきらであり、要のあの真っ黒な瞳が見ているように世界を捉えることはできない。

　それでも。

　鼻先が触れる距離で交わした瞳の中に確かに自分きらがいた。そう気づいたあの日を、擦すり切れるほど反はん芻すうして、自分は今、禍ツ原あきらとして立っている。




（だから、わたしは）




　あの瞳をかげらせるものは何であれ。







「絶対、許してなるものか」




　脈打つ痛みを意識の外に放り捨て、きつく結い締めた【羽々斬ハバキリ】を手に、あきらは祝詞の発語チヤントを続けた。




「《畏かしこみ申せ、六合あめつちの内とこしえに隠かくれなき、吾が名こそ――》」




「禍ツ原あきら」は真名である。

　つまりは魂こん魄ぱくにつながる名であり、名乗れば敵前に喉のど元もとを晒すのと同じだ。

　だが、それと同時に、千年の昔から幾多の化け物を屠ほふって世に鳴り響いたこの真名は無二の呪式でもある。

　その命のすべてをふるって敵を討滅する。

　千年の系けい譜ふに三度現れた「禍ツ原あきら」のみが行使しうる最終奥おう義ぎである。

　千せん匹びき狼おおかみの怒いかりの咆ほう哮こうが轟とどろく最さ中なか、宿命の音を紡つむぎかけた朱唇を、その時、背後からぬっと伸ばされた手が覆おおった。




「名前なんか教えたらゆうかいされるぞ」




（うそ）

　無ぶ遠えん慮りよに唇をふさいだその手に目を見開くや、留守になった足元をひょいと払われた。

　虚きよを衝つかれて、【羽々斬ハバキリ】を構えたまま後ろざまに倒たおれ込む。




「うっ、重……死ぬ！」

　聞き捨てならない言葉だった。あきらはどすのきいた声で言い返す。

「――お望み通りにしてあげようか、かなちゃん」

「平にお許しください。失言でございました」

　ばかばかしいやり取りの後、爪そう牙がを振ふるうギギの防ぼう御ぎよの内で、どうにか共に起き直って顔を見合わせる。

「悪いな、きら。ゆびきりまた破った」

　そう言った要の眼の周りには、今や、奇き妙みように鱗うろこじみたどす黒い紋もん様ようが畳たたまれている。切れ上がるまなじりからは、黒こく煙えんが細々と立ち上っていた。

　言葉もないほど不ふ吉きつで禍まが々まがしい。複雑に絡からまって読み解けないその組成に背筋がぞわぞわする。あまりにも拭ぬぐいがたい禁きん忌きの気配がするのだ。

　でも。

　あきらは口をつぐんで瞬きをした。

　紋様に囲われたその瞳は、あの時と変わらない。




　――覗けば引きずりこまれてしまう、底なしの黒。




　それを悟さとった瞬間、脈打つ痛みを封ふうじようとぎりぎりと身構え続けた身体からだから力が抜けてしまった。

　きらに戻ってしまう。

　ひりついた喉の奥おくがほん少しだけ、熱い。

「……言ったでしょ。最初からかなちゃんがゆびきり守るなんて思ってないよ」

　要は確信犯だ。昔から傍そばにいた自分が誰よりよく知っている。いつだって分かっていてやらかすのだから、ゆびきりなんて意味はないのだ。

　許したげる、と息をつけば、要が柄がらにもなくほっとした顔をする。

「さてじゃあ、ここからは俺とリルに花を持たせてくれ」

　なぜかぼすんと制せい帽ぼうをかぶせてくる。

　少し緩いその要の制帽を引き下ろして、あきらは口を開いた。

「……じゃあ、ゆびきりして。今度のは破ったらひどいから」

　自分が「負けず嫌ぎらい」なら、要は「頑がん固こ」である。

　こうと決めたら何をしようが無む駄だだ。直球と変化球を手当たりしだいに取り混ぜ、一いつ切さいの制止を掻かい潜くぐって、荒こう唐とう無む稽けいなその目的を果たしてしまう。

　ゆびきりなんて意味はないと、身をもって知っている。

　どうしたって甲斐かいのないその底なしの瞳を、それでも真っすぐ射い貫ぬいてあきらは言った。




「約束だよ。絶対負けないで」




　面食らったように一拍ぱく遅おくれて、承知、と声が返って来た。




＊




　あきらはギギに守られ、他ほかの参加者がいる防御結界シールドまで退たい却きやくした。

　代わって戦場に立ったリリアスが、【死者の鐘ブルーベル】を振りかざして九頭竜ヒユドラに肉にく薄はくする。

　透すき通とおる四枚の羽が儚はかなげにしなるやの斬ざん閃せん。

　重量級の「瘴気除け」のせいで速度が落ちて尚なおの神速だ。

　妖精鋼フエアリー・アイアンでできた【死者の鐘ブルーベル】は、持ち主の意志に呼応して形状を変える。

　刃は渡わたり六十センチのグラディウスから、一メートル越ごえのバックソードまで種々の剣けんを操あやつって、リリアスは変へん幻げん自じ在ざいに九頭竜ヒユドラを攻せめ立てた。

　子供のように小さな手をして、どの剣種でも苛烈な斬撃をこなす。

（白兵戦闘型ブランカの面めん目もく躍やく如じよだな）

　その剣けん技ぎは出せぬ炎の代わりだというには見事に過ぎる。

　そんな勇姿の背後にあって、要は防御結界シールドを展開していた。

　右手に構えるは大筆【鏤る骨こつ】、そして、周囲にはずらりと十二枚の霊れい符ふ――ではなく、今日は長々とした巻物をまといつけている。

　血の色をした暗い炎。爛々と目玉を光らせる獄ごく卒そつ。うす暗がりに消えかかる餓が鬼きと亡もう者じや。

　地じ獄ごくを背にまとったこの術具アームズの銘めいは、【八や重え垣がき姫ひめ】。

　件くだんの、七瀬に持たされた秘密兵器みやげである。

　要は眼元に《竈へ喰ぐい》の限定解かい呪じゆ紋もんを巣食わせて戦せん況きようを睨んでいた。

　この九頭竜ヒユドラは「異常種」だ。あきらの言っていた「命脈が移動する」という謎なぞを解かねば勝利はない。

　目前で【死者の鐘ブルーベル】を閃ひらめかせる小さな背中を見やる。

　リリアスはあきらと違い、重さでなく速度が武器だ。驟しゆう雨うの連撃はいかんせん軽く、九頭竜ヒユドラ相手では決定打にはなりえない。

　ゆえに、網もう膜まくが擦り切れんばかりのその速そつ攻こうが続く間に、第二相フエーズ・ツーの神眼でもって忌いま々いましい不死の秘密を暴あばくのが要の役目となる。

〈リル、向かって右上、今の位置から二番目に近いのが命脈だ〉

　要は意思を飛ばした。

〈分かった、今から落とすね〉

　契約共鳴エンゲージメント・テレパス。打てば響く返事と共に、リリアスが飛ひ翔しようする。

　視線を振りもぎる速度で目標のはるか上に到とう達たつ。

　そして一転、刃やいばを構えての回転斬りだ。

　小さな体があらんかぎりの重みを注いだ斬撃の瞬間、【死者の鐘ブルーベル】が特大の両手大剣グレートソードへと変化する。




　風うなる透とう明めいな大剣が、命脈を抱いだく太首に牙きばを剥むく。




「お見事」




　猛もう然ぜんと瘴気ミアズ噴ふく。

　その一瞬に要は照準した。

　無量数の霊素エータ粒りゆう子しがひしめく極ごく彩さい地じ獄ごく。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに乱れ打つ有う象ぞう無む象ぞうを掻き分わけ、神眼の意図を貫つらぬく。

　頭を斬り落とされた太首の内部で、切断された命脈がもろもろとほつれていく。

　九頭竜ヒユドラの巨きよ躯くの中で維い管かん束そくのような系が激しく痙けい攣れんし、急速に委縮した。残っていた最後の瘴気ミアズが絞しぼり出されて首の損傷部に回る。

　治ち癒ゆが叶かなわず、瘴気ミアズが石せつ灰かい化かした腐ふ肉にくと混ざって地面にぼたぼたと垂れ落ちる。巨躯にまとう瘴気ミアズもたちまち薄うすれた。

　確かに生命機能を断った――要はそう判断してから、斬り飛ばされた頭の方に眼を転じた。




　刹那、万ばん象しようを紐ひも解とくその視界に不可解な影かげが躍おどった。




（何だ？）

　所在ない曖あい昧まいな質感。カメラレンズを汚よごす指し紋もんのようだ。

　凝ぎよう視ししても正体が割れない。今まで体験したことのない事態に要は神眼を駆り立て、九頭竜ヒユドラの頭にかぶさるその影を見据えた。

　じっと睨むうちに、存在の輪りん郭かくが茫ぼう洋ようと浮うき上がる。

「……人型だな」

　背せ恰かつ好こうは男のようだ。ごそごそと九頭竜ヒユドラの頭に構いつけている。手元には細長い火かき棒のようなものが覗く。

　凝視する要の気配が伝わってか、火かき棒の男は肩を揺ゆらして振り返った。頭までかぶった布の下、そこだけ窺うかがえる口元がくにゃあと薄うすら笑えむ。

　握った火かき棒の先には、命脈とよく似た瘴気ミアズをまとう腐肉が引っかかっていた。

「――大当たり、か」

　何度断たとうと、忌々しくも蘇よみがえる命脈の謎。

　その尻尾しつぽをようやくつかんだと要が思った瞬間。

　火かき棒の男は肩かたをすくめ、視界から忽こつ然ぜんと姿を消した。

「へ？」

　その後、要が第二相フエーズ・ツーの神眼をいくら駆り立ててもその姿は見えなかった。全方位をくまなく見まわしても、気配の残ざん片ぺんすらたどれない。

　まるでその存在自体が瞬しゆん間かん的てきに世界から消しよう滅めつしたかのようだ。




　否いな。そんなはずがない。




〈――カナ！　カナ？　大だい丈じよう夫ぶ？〉

　浅い息をする要は、リリアスの問いかけで我に返った。

　奮いに奮った視神経が、焼けただれるような痛みを訴うつたえる。

　九頭竜ヒユドラの命脈はすでに別の首に移っていた。




　見えなかったのだ、と唖然とする。

　この眼めでも。




「……は、そうくるか」

　異能を得てから、初めての体験だった。散々っぱら「見える」ことに苦しんできたところにこれである。

　毎度よくよく思い知る。

　世界には不思議が存在するものだ。良きにつけ悪あしきにつけ。

　見開いていた眼を細め、要は口角を深く引いた。弾だん丸がんでも喰くらったかに脈打つこめかみを叩たたいて、リリアスに呼びかける。

〈リル、悪いが、こりゃあいつもに輪をかけて時間を喰いそうだ〉

　すまんと伝えれば、あっけらかんと言葉が返ってきた。

〈平気だよ。いつもどおり準備が整うまで、私がちゃんと時間稼かせぐよ〉

　牙を剥く長首を悠ゆう々ゆうと掻い潜り、神速を見せつける。すんなり伸びて羽は撃ばたくその四枚の羽には迷いがない。

〈私、カナと一いつ緒しよなら何でもできる気がする〉

　ツインテールに結ばれた赤色が眼に入る。

　全すべての理ことわりをひっくり返す。魔ま法ほうの存在証明だ。

「確かに何でもできそうだ」

　黒の巣食うまなじりを閃かせ、要は啾しゆう々しゆうと低く発語チヤントした。

　咲さき開くのは、複ふく雑ざつ怪かい奇きに入り組んだ八はち芒ぼう星せい。青く光る異能星陣シジルのその中央に、縄なわ目めに囲われた空白が浮かび上あがる。

　神眼を封じる禁術《竈へ喰ぐい》。

　これは、その完全解呪のための最終関門だ。

　要は【鏤る骨こつ】を掲かかげると、ぽかりと口を開ける空白へ、四年前に七瀬から一度だけ習った異い邦ほうの文字を書き入れた。

　瞬間。

　後頭部に鑿のみを打ち込まれたような衝撃と共に、肺が石になった。




　――解呪限度は第二相フエーズ・ツー。それ以上は保証できないからね。




　警告された神じん智ちの領域へ、突とつ入にゆうする。




〈ひ、ぅ……、あぅ――、カナ！　カナ！　大丈夫？　どうしたの！　返事してっ！〉

　契約共鳴エンゲージメント・テレパスで神眼解放の衝撃が伝でん播ぱしたらしい。

　悲鳴のようなリリアスの言葉が脳裏をかすめたのと同時に、要は気絶した。流れ込む視覚情報が一いつ瞬しゆんにして耐たい久きゆう限界を振り切ったのだ。

　だが、神眼は自らを容いれる器がへばったとて意に介かいさない。

　神眼と呼ばれるとおり、元より人間の持ち物ではない。ひとりでに世界を捉え、「意味」の濁だく流りゆうを昏こん倒とうした意識に浴びせ続ける。




　容よう赦しやなく注ぐその刺し激げきがトリガーとなり、要は強制的に覚かく醒せいさせられる。




　――重い。

　――――重い、重い、重い。

　――――――重い、重い、重い、重、重い、重、重ぃ。




〈重い〉




　無理やり引き剥かれ、好き勝手に照準していく眼に意志がついていかない。

　息が詰つまる。思考が寸断され、意識が明めい滅めつする。感覚は死に絶えて、ダメージ超ちよう過かで身体もとうに息を切らしている。

　それでも、この先に「見えなかったもの」がある。




　見える、ということ。




　それは、おぞましく吐はき気けがして、辛つらく惨みじめで、孤こ独どくで。

　そして。

（――――――――、）

　まだ知らない混こん沌とん無限の万象が、再会し得ぬ「魔法」の姿を借りて目を細める。

　禍々しくてうつくしい、最果ての赤が脳裏に咲き満ちる。




　――今生こそわたしに捕まって頂ちよう戴だいね。







　底冷えしていた心臓に火が灯ともった。







「カナ……っ、カナっ」

　夢見るように儚げに、きらきら光る。

　額をくすぐる金色の髪に指を伸ばし、地面に伸びていた要は眼を細めた。

「おはようさん」

　声にならない声で、カナ、とだけこぼしたリリアスの頭を、悪かったなあと抱き寄よせて身を起こす。

　開戦直後に展開した防御結界シールドは、幸いまだ生きていた。四方八方から畳みかける九頭竜ヒユドラの猛もう撃げきを首の皮一枚で防いでいる。

　口元を荒あらく拭い、要は悠々と眼前を望んだ。

　雪花結けつ晶しようと鱗うろこ紋もんの相混ざる――死し斑はんよりもはるかに不吉なその黒は、もはや眼元を喰らい尽つくし、頬ほお骨ぼねまでを蝕むしばんでいる。

「雪せつ辱じよく戦せんだな」

　初めて覗いた第三相フエーズ・スリーは桁けた違ちがいだ。瞳ひとみを巡らせずとも、思し索さく一つで、リリアスの飛翔もかくやに、雪な崩だれ打つ霊素エータ粒子の海を切り拓ひらいていく。

「やれ、捜したぞ」

　九頭竜ヒユドラの胴どう体たいの手前にある小岩の上。

　そこに神眼を据すえ、要は【鏤る骨こつ】を掲げた。

　火かき棒の男が驚おどろいた様子で落ちくぼんだ目を瞬まばたく。

（逃がさんぞ）

　揺れなびく地獄――【八や重え垣がき姫ひめ】をさばき、その内紙に【鏤る骨こつ】の穂ほ先さきを置く。

　途と端たん、突とつ風ぷうがすさび、果てない白紙が墨すみ色いろで覆い尽つくされた。どこまでも続く漢文の羅ら列れつである。

　神眼を据えた正面にだけ、空白が切り取られている。

　まるでしつらえられた玉座のように。

　面おも白しろがって持たされて、とじ紐ひもを解いた瞬間に、この長々しい紙っぺらに体内の霊素エータを吸い尽くされたわけだが。

　――一回やってみ？　病やみつきだよ。

　にやつく群ぐん青じようの眼を思おもい浮かべて、要はぼやく。

「違ちがいないな」

　したためるはたった一字。




　《　罷　》




　能は獣けもの、その上にかかるあみがしらは獣を捕とらえる網あみを意味する。

　筆先を離はなすと同時に、冷気を集めたかのような風がうねり上がった。




　――万象を漏もらさず掬すくう、天てん網もう。




　空間全土を掌しよう握あくする精せい妙みよう無限のグリッドだ。

　可視と不可視のあわいに遊ぶ天網は、はるか果てまでみるみる敷しき広がり、虚こ空くうに散じようとした火かき棒の男をその掌てのひらの中に封ふう縛ばくした。

「視界にとらえると言うからにはなあ」







[image: ]







　逃さないのは道理である。第三相フエーズ・スリーの神眼――人の器うつわに収まりきらぬ識覚が、その手に捕らえた獲え物ものをつまびらかに解かい釈ぼうしていく。

　物質マテリアルではありえない。霊質エーテルでもない。

　実体もないくせに輪郭を保ち、空間に跋ばつ扈こする。




　この曖あい昧まい模も糊こは一体何だ。




「想質イデアルだよ、ぼうず」

　視線の先、恢かい恢かいたる天網に囚とらわれた火かき棒の男がしゃがれ声で嗤わらった。

「――おお？　喋しやべった……？」

　拡張されゆく識覚には果てがない。

　声まで聞こえるようになるのかと要は眼をみはった。

　今に至っても目鼻立ちの曖昧な火かき棒の男は、天網にがんじがらめになっているその身をよじって濁にごった叫さけびを上げた。




「……おめえ、おかしいな！　おかしいなあ！　おっかしいなあああああ！　想質イデアルだぞ。霊質エーテルに溶とけ込む思念だぞ。誰だれにも見えないし触れない。それがおレだのに。灰掻き男ブギーマンのオれだのに？　異能者サイのガキどもを殺しまくるんだのに？　だのにぃ？　だぁのに？　だぁのぉにぃ――？　なんでかおめェと眼は合うし、クモの巣みてえにくそったれなこの網からも抜ぬけられん。おっかしいなあ。おかしいなあ、おおおおお、おかしいなあああああ！」




　何らかの原因で捕ほ食しよく衝しよう動どうに支配され、思考能力を失った精霊サイキを喰霊アルゴルと呼ぶ。ゆえに、言語を操る喰霊アルゴルというものが存在するとは知らなかった。

「うるせえー……」

　思わず耳に指を入れた要の眼前で、火かき棒の男――灰掻き男ブギーマンはその後も、散々に身をよじって暴れ、異能者への恨みをぶち上げた。

　そして、不意に唇くちびるをゆがませて嗤う。

「まあいっか、見えてもいっかあ、こっから抜けなくてもいっかぁ。いっか、いっか、いっかあーぁ――だってなあ、おめえをぶち殺しちまえば、出れんだろうがああああああああああっ」

　薄うす汚よごれた布をかぶった頭を反そらして空を仰あおぎ、ひゅいと口笛を吹ふく。

　すると、そのへたくそな口笛に応じるように、てんでに岩を砕くだいていた九頭竜ヒユドラの長首たちが一斉に要を見た。

「モテ期到とう来らいってか」

　嬉うれしくないと要は鼻を鳴らした。

「させないよっ！」

　向けられた殺気に、橄欖石ペリドツトの瞳を燃やしたリリアスが【死者の鐘ブルーベル】を抜いて防御結界シールドから飛び出そうとする。

「おっと待てくれ、リルには頼たのみたいことがある」

　要はリリアスを間かん一いつ髪ぱつで引き留め、右手に【鏤る骨こつ】を掲げた。

　揺らめく【八や重え垣がき姫ひめ】にもう一度同じ文字をしたためる。

　とじ紐を解いただけで術者の霊素エータをあらかた吸ってしまう、大喰らいのこの姫ひめ君ぎみは、厄やつ介かいなことにその後も延々と霊素エータを貢みつがなければそっぽを向いてしまうらしい。

　戦せん闘とう開始直後に霊素エータがあらかたどころか、底をついた要であったが、それについては起死回生の秘策があった。

　裾すそをさばいたそのインバネスの背中には、「霊素吸引」の霊符が揺れている。

「ごちです、王子」

　心の中でぱんと手を合わせる。

　喰霊アルゴル討とう伐ばつランクを一日で五十位から四位まで跳はね上げたポテンシャルとはこれだったのだ。じゃぶじゃぶと情け容赦なく霊素エータを借り受けながら、遠く背後でひからびているかもしれない親愛なる予備電源あくゆうに感謝の念を送る。

　かくて、九頭竜ヒユドラも天網に捕らえる。

　がんじがらめに縛しばり上げられ、動きを封じられた巨きよ大だいな喰霊アルゴルが鼓こ膜まくを破るような恨みの咆哮を放ち、瘴気ミアズを吐き散らした。

　その様子を眺ながめて、要は切れ長の眼を細めた。

　脳のう髄ずいに冷えた衝しよう撃げきがひっきりなしに走り、体中の骨がきしむ音がする。痛覚は死んで久しいが、嫌いやな予感はもう確信の域だ。

（ああ、こりゃあ、まずい……）

　ともあれ、膳ぜん立だては完かん璧ぺきだ。

　乱れ始める息をどうにか押おさえ込み、要はリリアスの目線まで屈かがみ込んだ。

「さて、リル、頼みがある」

　契約共鳴エンゲージメント・テレパスで神眼の視界を少しばかり伝える。

「気持ち悪いもん見せて悪いな、あそこにおっさんいるだろ」

「えっ、えっ？　どこに？　あ、あぁっ、ほんとだ！　見えた……っ、」

　天網にがんじがらめになった灰掻き男ブギーマンを、初めて可視したリリアスが、驚いて大きな猫ねこ目めを見開く。

「あれが命脈の肉にく片へんを移うつし替かえてたんで九頭竜ヒユドラがくたばらなかったんだ。あの輪郭のぼけた躰からだは霊質エーテルじゃなくてな。奴やつによれば想質イデアルとか何とかいう――いわゆる思念やら感情の残ざん滓しやらで構成されてるらしい」

　体が震ふるえ出すのを抑おさえきれなくなりながら要は説明した。

　物質マテリアルでも霊質エーテルでもないものは、異能学上存在しない。極きわめつきの異例である神眼で捉えることで天網に封じたが、そこから討伐に至るまでの戦略が繋つなげないのだ。

　何せ、異例であれ何であれ、神眼は「識覚」だ。認にん識しきと破は壊かいとでは論理が違う。

「――そこでだ、リル。物質マテリアルでも霊質エーテルでもないあの灰掻き男ブギーマンを、不凋花アマラントスの焔ほのおで、燃やしてくれ」

　物質マテリアルや霊質エーテルだけでなく、この世界に存在するどんなものでも、摂せつ理りや概がい念ねんさえも燃やせる至高の焔。

　不凋花アマラントスの焔でなら、灰掻き男ブギーマンを焼き滅ほろぼすことができる。

　要の言葉に、リリアスは息が止まったような顔をした。

　淡あわい緑の猫目の中で爛らん々らんと燃えていた火がみるみるうちに縮こまる。

　不凋花アマラントスの焔はおろか、炎妖精サラマンダーなのに普ふ通つうの炎ほのおも出せぬ自分。




　――出で来き損そこないの、魂無き者チエンジリング。




　物心ついてからずっと。幾いく重えにも降り積もった否定の事実が、否定の視線が、否定の声が、その細い喉のどを絞しめるのだろう。

「カナ、私……できない、よ、」

　四枚の羽が力なく下がる。痛々しいほど追おい詰められているリリアスをまっすぐに見つめ、要は言った。

「できるさ」

　大きな猫目を瞬いて、おぼれるように苦し気に首を振る。そんなリリアスの小さな肩に手を置く。

　そして、瞳を覗き込むように顔を寄せると額をぺたんとくっつけた。

　稀け有うに相あい性しようのよいバディにしか生じないという、契約共鳴エンゲージメント・テレパス。自分とリリアスの絆きずなの証明でもあるそれを介して、脳のう裏りに描えがいた情景を伝える。





　そこにいるのは、髪に侘わび助すけ椿つばきを結んだリリアスだ。

　彼かの女じよは繊せん細さいに長いまつげを伏ふせ、何かを捧ささげ持もつように両手を差し出す。

　すると、その中に、煌きらめくひとひらが舞まい降おりた。

　夕ゆう陽ひを砕いたかのような金きん朱しゆ色いろだ。それは手のひらに触れるかという瞬しゆん間かんに、ぶわりと膨ふくらみ上がった。

　金色の焔が視界を塗ぬり替えるように輝かがやき渡わたる。

　手のひらからあふれ返り、周囲にも広がったその細密な瞬きは、橄欖石ペリドツトの瞳に息づく火と同期した。






　額をそっと離して、要は流れる金色に結ばれた椿つばきの花に触ふれる。




「信じてる」




　幼い頃ころ、誰ひとり見えなかった不凋花アマラントスの焔に触れたリリアスの力を。

　あの夏げ至しの夜、星灯あかりの溶けるその瞳に息づいた「魔法」を。

　何より――誰より一等、信じている。

　そう言葉に込めて伝えれば、リリアスの瞳から涙なみだがこぼれた。

　薄く開いた震える桜色の唇から言葉は出ない。大きな目からただひたすらに、ぽろぽろと想おもいの欠片かけらが降り注ぐ。




　そして、その透明な雫しずくに混ざり込むようにして、いつしか金色のひとひらがふわりとほのめいた。




「本当に、リルは何でも羽に出るなあ」

　今や顔のほとんどを紋様に侵しん食しよくされている要は、切れ長の眼を緩めて苦くし笑ようした。

　見つめる先では、儚く透き通っていたリリアスの四枚の羽がいつもの倍以上の大きさに伸のびて、羽う毛もうのように焔をまといつけていた。

　金色を帯びた橙だいだいの火の粉は、そこから次々に降り注いでくる。

　辺りをあかあかと照らし出すその欠片たちに囲まれ、リリアスはこぼれ落ちてしまいそうなくらいに目を見開いた。

　――魔法が、消えてしまうのを恐おそれるように息をひそめ、要に伝えられた景色をなぞって捧げ持つ形にした両手をじっと見つめる。

　次の瞬間、そこからぶわっと巨大な焔が噴き上がった。

「わぷっ」

　初めてでコントロールが利きかなかったらしい。

　要の見守る前でリリアスは、夕陽のようにまぶしい焔を頭からかぶった。

　金に照り渡る烈れつ火かの焔に巻かれてもその白磁の肌はだには火傷やけどひとつない。

　目を丸くしてぱちぱちと瞬きをしたリリアスは、慌あわてたように髪の結び目へと手を伸ばす。

　そこには、変わらずちんまり可か憐れんに咲いている侘助椿の花があった。

　――花そのものは燃やさず、「いつかは枯かれる」という摂理だけを焼き滅ぼした。




　この焔こそ。




「不凋花アマラントスの焔、だ……っ」




　思い切り吸い込んでしまった息で胸を膨らませたリリアスの、橄欖石の緑ペリドツト・グリーンの瞳に爛々と眩まぶしい火が灯る。

　まっすぐにこちらを見つめるその猫目と視線を交かわした後、要はもう一度ぺたんと額を合わせた。

「よし、頼んだぞリル。俺おれ、わりともうぎりぎりだ」

「うん、任せてカナ。私、すぐに仕留めてくるよ」

　夕陽の沈しずむ海の水面のごとき、目にも鮮あざやかな四枚の羽。それを胸のすくほど大きく広げ、リリアスは防御結界シールドを飛び出して飛翔した。

　空間を切り縮める神速。

　照り渡る煌めきが視界に押し寄せる。

　九頭竜ヒユドラを背にする灰掻き男ブギーマンのやや手前――そこに瞬き一つで到達するや、【死者の鐘ブルーベル】を大きく振ふりかざす。

　斬撃の直前、変幻自在のその刃は見たこともない形に変じた。

　見る間に伸びた長大な刀身は奇き妙みようにゆらゆらと波打っている。その造形から想起されるのは揺らめく焔の姿だ。

　手にするそれは、火焔剣フランベルジユ。

　風鳴く斬閃と共に不凋花アマラントスの焔が吹き荒あれる。

　とりどりの赤を束ねたその中に、細密な金の煌めきを宿す。唯ゆい一いつ無む二にの至高の焔が、天網に絡まって喚わめく灰掻き男ブギーマンを、背後で恨みがましく咆ほう哮こうする九頭竜ヒユドラ共々、灰すら残さず焼き滅ぼす。




「はー、やっ、た、な……」

　岩山がまっさらになったのを見届けると、要は仰あお向むけに倒たおれた。どうやら痙攣しているらしい汗あせみずくの体はもう小指すら動かせない。ちりぢりに砕けて、もろとも四散する心地ここちがする。

　意識も感覚も無残に白んで、抵てい抗こうしようもなく閉じゆく瞼まぶたの裏。

　金きん朱しゆの焔を操るリリアスの姿が明滅した。

　繊せん細さい可か憐れんにして勇ゆう猛もう果か敢かん。

　燃える赤毛の姉たちよりも。

　誰よりも、炎妖精サラマンダーの名にふさわしい。




　――俺の、……。




「カナ！」

　意識の途と絶ぜつに一拍遅れて、悲鳴のようなリリアスの声が響ひびいた。







06.　運命の出会い







「その戦功を称たたえ、新星勲章ステラ・ノヴアを授じゆ与よする」




　壇だん上じように立つあきらの姿を、要かなめはリリアスと共に見守っていた。

　ところは白はく亜あの大講堂。催もよおされているのは、大討伐作戦グランド・コンクエスト終しゆう了りようを祝す式典である。

　波乱の大討伐作戦グランド・コンクエストから二週間が経っていた。

　九頭竜ヒユドラを討伐したことにより【塞ノ神くなど】が解除され、他の参加者たちと共に気絶状態で学園に帰き還かんした要は、ほんの一昨日おとといまで七なな瀬せにベッドに縛り付つけられていた。

　久方ぶりの自由にうっかり涙が滲にじみそうになる。拷ごう問もんそのものの荒あら療りよう治じで心身ともに疲ひ弊へいしていたのだ。

　――結局、共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターの不具合も、九頭竜ヒユドラの出現も、すべて「事故」とするということで片が付いたらしい。




「教官への説明会では、テロだって言ってたねえ」

　いつもの保健予備室で禁呪まみれの治ち療りようを行いながら、七瀬が情報漏ろう洩えいした。

「術式変成霊符ウイルスを突っ込まれて共時空間転送施設パラレル・テレポートセンターの座標処理系統が操作されたんだと。反体制派が学園生を利用したテロさ。でも、どうあれ門閥ノブレス絡がらみだ。表向きにはこれで幕引き」

「ふーん、……て、いや、それ普通にやばいんじゃないのか。セキュリティ機能してないわテロ起こってるわ――ってやめ、やめろ！　ひぇ、痛っ、いやいやいやうそだろ……？　え、ギブギブギブギブ！　うぎゃあああああああああああああ！」

　カーテンの下りた白い殺風景に突とつ如じよ登場した拷ごう問もん椅い子す――否、処置台に固定されていた要は身も世もなく絶ぜつ叫きようした。

　第三相フエーズ・スリーの神眼に引きずり回された身体からだは、どこもかしこも洒しや落れにならない損傷具合であるらしい。《竈へ喰ぐい》を施ほどこす都合上、四年前からあちこち改造されてきたのが幸いして「死なずには済んだ」のだが。

「だから、第二相フエーズ・ツーまでって言ったのに。まあでも、禁呪使ってできないことなんざ早々ないから安心しな」

　かつて研究室に送られ、古今東西あらゆる禁きん忌き呪式をその身に施されてきたという七瀬は、うすい唇を舐なめた。

　マッドドクターだ。サディストだ。歯の根の合わない要はひたすらに嘆なげいた。解かい剖ぼうされるカエルのほうが今少し人道的に扱あつかわれている気がする。

「サド呼ばわりはないだろうよ、命の恩人を」

　患者かなめの悲鳴をＢＧＭにしらっと超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうに及およんで、七瀬は系の補修を進めた。処置台の下、リノリウムの床ゆかにできた涙と冷ひや汗と脂汗と唾だ液えきによる水たまりを器用に避よけていく。

「学園は昔から門閥ノブレスの管理監かん督とくがガバガバだ。反体制派がそこにつけこむのはお馴な染じみの手口なのさ。そんなことより、想質体イデアの灰掻き男ブギーマンだよ、眼め中なか」

　――その話は、あたし以外にするんじゃあないよ。

　言い置くと、一通りの呪式系統を整えて、白衣をさばいて椅い子すに腰こしかける。そして、虫の息になりながらも、何でだ、と疑ぎ問もん符ふを浮かべている要を見つめた。

「眼中はさ、反体制派をやってるのがどういう連中か知ってるかい？」

「……ピンとこないが、暇ひまな悪党とかじゃないのか」

「違うね。『異能を持つ奴』がもてはやされてる今の体制に異を唱えるのは『異能を持ってない奴』さ。ウン百年前から代かわり映ばえもしやしない」

「――ああ、なるほどな」

　七瀬の言葉で、要はぼんやり構図を察した。

　この国において、古来、異能者サイは社会を支える役割を担になっていた。

　平安期に隆りゆう盛せいを誇ほこった陰おん陽みよう師じなどはその代表格である。政府にその能力を重んじられた彼かれらは明治の初めまで官かん吏り――つまりは「官かん僚りよう」であった。

　だが、文明開化からしばらく、その立場は一変した。

　異能者サイは、人々に迷めい信しんを植え付ける詐さ欺ぎ師しと決めつけられ、日ひ陰かげへと追い落とされたのである。そして、一九七〇年に喰霊アルゴルが出現するまで表おもて舞ぶ台たいに立つことはなかった。

　異能を持つ者と、持たぬ者。

　そこにあるのは、互たがいを引きずり下ろし、踏ふみつけ合った因いん縁ねんである。

「でも、そうなると今回のテロも反体制派の――異能を持ってない奴が起こしたってことになるよな。異能を持ってないのに、想質イデアルやら灰掻き男ブギーマンやらは扱えるのか？」

　逆だ、と七瀬は唇をゆがめた。

「むしろ第三質料イデアなんぞ、異能術学にはありえない発想だろう。反体制派――異能狩がりって言ったほうが早いか。異能を持ってない『異能狩り』だからこその仕し掛かけなのさ。能無しだとずうっと舐めてきた結果がこの体ていたらく。今までのやり方じゃ対たい抗こうできない――異能省お上もそう分かっちゃいるから、あんな際きわ物ものをネビュラ・ノヴァここに据えてるんだ」

　群青の災眼で要を見おろし、温度のない声で続ける。

「理事長あのクソ――御み堂どう莞かん爾じは異能変性が専門の学者でね。いびつなものが病的に好きなんだ。それで異能省が与あたえた『異能狩り殲せん滅めつ』のお題目の下もと、変異者を集めて研究に耽たん溺できしてる。だから、想質体イデアの灰掻き男ブギーマンを神眼で捉とらえたなんて聞きつけようもんなら、どうやってでも眼中を研究室に引きずり込むだろうよ」

　閉め切ったカーテンを背にうっそりと眼を細めた七瀬は、処置台の上でまだぐんなりしている要を見やって、ああそれと、と付け足した。

　――うさぎには気をつけな。




（はてさて、何かと厄介だな）

　要が七瀬とのやり取りを思い返しているうちに、新星勲章ステラ・ノヴアの授じゆ与よ式しきは終わっていた。

　毎年、夏休み前の最終日に行われる大討伐作戦グランド・コンクエスト終了の祝賀式典は二部構成である。第一部は新星勲章ステラ・ノヴアの授与式、そして夕方から始まる第二部はパーティーだ。

「じゃあ、カナ。また六時にここでね」

「おー、了りよう解かい」

　要はひらりと手を振り、そわつくリリアスを見送った。

　豪ごう勢せいな食事とダンスを楽しむ第二部のパーティーにはドレスコードがある。

　今からパーティーが始まるまでは三時間だ。女子たちは思うさま戦いくさ支じ度たくに励はげむのだろう。

　いわずもがな、貸衣装を着て終わりの自分には長すぎる。待ち時間の潰つぶし方を考えつつ、要はとりあえず大講堂を後にした。




「……うん、まあ、早すぎたな」

　結局、暇を潰しきれずに三十分前に大講堂に戻もどってしまった要は頭を掻いた。

　会場は要と同じように時間を持て余したらしい男子しかおらず、皆みな、七五三めいた出いで立たちで手て持もち無ぶ沙さ汰たにうろうろしている。

　とりあえずロビーで座すわるか。

　そう思ってホールから出たところで、意外な人物にばったり出会う。

「かなちゃん」

　ホールからロビーへと続く、ほの暗い廊ろう下かにあきらが立っていた。

　――流れるようなマーメイドラインのドレスである。

　それは一瞬言葉が出なくなるくらいにぴたりとはまっていた。

　色は冴さえた青紫バイオレツト。オフショルダーが印象的なそのデザインは素っ気ないくらいシンプルだ。隙すきなく上品で、容姿の地力が静かに際きわ立だつ。

　と、思いきや。

　歩を進めれば、鮮やかな青紫バイオレツトがするんと切れた。

　ほの暗い照明を受け、光を弾はじくすべらかな太ももが晒さらされる。

「――おい、きら、見えてるぞ」

　今日もぴったりと巻かれたガーターの下。悩なやましくも引ひき締まった肌はだ色いろが覗のぞき、足首のくびれまでをあらわにする――えらいこっちゃと眼めを見張る要に、あきらがしれっと返す。

「それでいいの、見せてるから」

「なるほど、そうか見せてるから、って、……いやいやいやいや」

　衝撃の回答をいまいち呑のみ込めぬまま、大だい胆たん不ふ敵てきなスリットに視線を吸われる。

　そんな要のその手首を、あきらが何食わぬ顔で捕つかまえた。

　予想外の行動に声を上げるひまもなく。

　そのまま鮮やかにゆうかいされて、要がたどり着いた先は、いつかも来た大講堂の非常階段だった。

　つやつやしたエナメルのミュールが、錆さびついた階段を無造作に踏んでいく。暮れかけの空を背負う雑然とした風景にあって、盛装したあきらは一層浮うき立つように麗うるわしい。

　昔からそうだが、造形に恵めぐまれているのだとしみじみ思う。階段を上った要がとりあえず感心していると不意に言葉が降ってきた。

「助けてくれてありがとう」

　美しいアーモンド形のその目を見つめて、要は瞬きをする。

「そりゃこっちのセリフだ。ありがとうな、きら。命拾いした」

　あきらがいなければ、自分を含ふくめた大討伐作戦グランド・コンクエストの参加者全員が瘴気ミアズに塗まみれてへばったところを九頭竜ヒユドラに襲おそわれて終わりだっただろう。

「それに、俺の眼のことも黙だまっててくれたんだろう」

　あきらが防御結界シールドに戻った時にそこで意識を保っていたのはアレックスたちのみだったという。最初に吸い込んだ瘴気ミアズが回ったらしい。

　そして作戦終しゆう了りよう後、霊素エータを使い果たしたアレックスも気絶し、唯ゆい一いつ状じよう況きようを説明できる状態にあったあきらは、要やリリアスの絡んだ戦闘内容の一いつ切さいを伏せ、九頭竜ヒユドラ討伐は自分が成なし遂とげたものとして報告した。

　禍ツ原あきらが一番戦功で新星勲章ステラ・ノヴアを獲かく得とく。

　この王国において、それを疑う者など誰もいない。

　したがって、この件において要の神眼に学園の目が及ぶこともない。

　禍まがツ原はらあきらにしかできない「目くらまし」である。

「悪かったな、きら」

　豪ごう奢しやな琥珀アンバーの瞳をまっすぐに見つめて要は詫わびた。

　その辞書に退くという言葉を持たぬ負まけず嫌ぎらい。古代から伝わる「禍ツ原あきら」の名に、もとよりの才能と、その気き概がいと努力でもって応こたえていく。

　果たして、そんな彼女にとって、今回の新星勲章ステラ・ノヴア獲得は本意であったか。

　授与式の表情からは読み取れなかった。曲がったことが嫌いなこの幼おさな馴な染じみに、自分のこの眼のためだけにその信条を曲げさせたのではないか。

　要の言わんとするところを察したらしいあきらは、ふ、と唇を緩ゆるめた。

「かなちゃんが思うほど堅かた物ぶつじゃないの、わたし」

　もちろん、この手で九頭竜ヒユドラを倒せれば一番良かったけど。そう言って、結ゆい余して顔の横に垂らした髪をすいとよけながら、青紫バイオレツトのドレスの襟えり元もとにつけた勲章に触れる。

「こういう使い方も案外悪くない。本当によく効くんだもの」

　重たげな睫まつげを揺ゆらしてひそやかに口角を上げる。

「……驚いた。策士のセリフだな」

　高潔無比なる優等生のイメージにひびが入る。眼を丸くする要に、あきらがずいと近寄った。レースの長い手て袋ぶくろをした両手で頬を挟はさむ。

「かなちゃん」

「はい、何でございましょう」

　顔をつかまれた要は思わず畏かしこまった。つりこまれるように覗くことになった琥珀アンバーの瞳が宵よいの薄うす闇やみに輝いている。

「この眼はもう普通のやり方じゃ抑えが利かないんでしょう」

　額が触れる距きよ離りで瞬きすらせずに瞳を合わせて、あきらは言った。

「でも、かなちゃんはそんなこと構わず、きっとこの先も無む茶ちやをし続けるよね。止めようが頼もうが約束しようが何しようが」

「おっしゃる通りすぎて、耳が痛いな」

　幼馴染の慧けい眼がんになすすべなく眉まゆを下げる。

　そんな要に、あきらは言った。

「それなら、わたしは禍ツ原あきらとして、これから肩かた書がきも地位も権力も名めい誉よもこの手につかめるだけつかむよ。そして、その全部を盾たてにして危なっかしいかなちゃんを守る」




　この先も、ずっと。




　赤しやく銅どう色いろの髪かみが、風に吹かれて緩やかにそよぐ。

　誰よりも見知っているはずのその姿から眼が離せない。

　照てり映はえる琥珀アンバーの瞳ひとみは見たことのない色をしていた。深い金色は紫むらさきがかる薄はく暮ぼを吸い込んで、切ないほどの思いを決然と湛たたえてそこにある。

　――それは、思わず呼吸を奪うばわれてしまうほど。




「きれいになった、」




　照り映えるあきらの瞳を見つめたまま、要はぽろっと口にした。

「なんか昔と違うとはずっと思ってたんだが、今気づいた」

　他意なく言えば、あきらが朱しゆ唇しんを唖あ然ぜんと開いた。

　よほど驚おどろいたのだろう。表情が全くついていっていない。宵の暗さでもわかるほど顔色だけが先に紅潮していた。そこへだいぶ遅おくれて恥はじらいがのぼってくる。

　重たげなまつげをふるりと伏せてから、あきらは、不意打ちを喰くらった表情を遠えん慮りよなく見つめてきた要を睨にらんだ。

　そして、太ももを大だい胆たんに晒すドレスのスリットをなぜかぎゅっと掻き合あわせて。

　額が触れ合うその距離を押し縮めると、耳じ朶だに噛かみつくようにささやく。




「ばか。鈍どん感かん」




　訳も分からずどきりとすると同時に、眉み間けんにしっぺが叩たたき込まれる。

　脳裏に星を飛ばしているうちに、あきらに階段を下りられてしまい、要は夕ゆう闇やみに取り残された。

　一体、あのスリットは誰に見せるつもりだったのか。

　残された大いなる謎なぞにもやもやと首をひねる。眉間がひりひりと何やら懐なつかしい痛みを訴うつたえていた。
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　眉間をさすりながら非常階段からホールに戻ると、すでにパーティーは始まっていた。

「要！　こっち、こっちじゃぞ、もうっ、遅おそいぞ！」

　なぜか那な由ゆ多たに元気よく呼びつけられる。

　その声を頼たよりにホールを移動すれば、腕うでによりをかけて戦支度を整えてきたらしいリリアスと那由多の姿が見えた。

　姫君然と手て鞠まり飾かざりを髪に結いつけた那由多は、今日は和ロリィタだ。桜舞い散ちる振ふり袖そでドレスには、総そう刺し繍しゆうの金きん襴らん帯が締められている。

「おお、いつも通り派手だなあ、なゆ」

「むう。そんな言葉では嫁よめを褒ほめるには全然足りんぞ」

「まあ、嫁じゃないしな」

　それでも、くるりと回って豪奢な袖そでを揺らめかせ、もっと褒めろと唇を尖とがらせる那由多に要は眼を細めて言った。

「姫君にあられましては、今日も変わらずお可愛かわいらしい」

「仕方ないのう、許してつかわす」

　簡単にぱっと弾ける笑え顔がおは、確かに可愛いと言えよう。

　猫をじゃらすように構いつけてから、要はそんな那由多の隣となりにおずおずと立っている愛いとしの相棒に視線を移した。

　そして、言葉を切って、思わずまじまじとその姿を見つめる。

「……こりゃあ、驚いた」

　リリアスはふんわりとした白いドレスを着ていた。

　砂糖菓が子しのようなレースとフリルの重なりに、リボンやサッシュの淡い水色が覗く。裾は後ろの丈たけが長いフィッシュテールだ。

　動くと後ろ身頃がひらひら遊んで愛らしい。

　いつもツインテールの長い髪は、おろされて毛先が巻かれていた。ストライプのリボンを結わえた侘助椿が今日もちょこんと飾かざられている。

「――変、かな？」

　不安そうに上うわ目め遣づかいで大きな猫目を瞬またたく。

　そんなリリアスに、要は力強く言った。

「自慢して回りたい可憐さだ」

　自分の言葉にうんうんと頷うなずく。

　文句なしの太たい鼓こ判ばんを押され、リリアスが桜色に頬ほおを染めた。

「……えへへ、うれしい」

　少し短い前まえ身み頃ごろの裾をもぞもぞと触さわりながらはにかむ。

　この生き物、どうしてくれようか。要は真顔で考えた。放っておけない愛らしさである。もみくちゃにしたくなってしまう。

「むー、わらわの時と違ちがうんじゃが」

　那由多が横で膨れる。タキシードの裾を引っ張られながら要は言った。

「そりゃあ、リルは特別だ。何たって世界にたった一人の俺の相棒だからな」

　そう言った時、ちょうど、ダンス開始を告げるアナウンスが響いた。ピットにスタンバイしていたオーケストラが譜ふ面めんを開く。

　それを見み澄すまして、

「ほら、行くぞ」

　当然のように手を差し出せば、リリアスがこちらを見上げた。すぐさま花はな咲さくように笑顔になり、小さな手を滑すべり込ませてくる。

　そして、ホール中央へ向かう一いつ瞬しゆん、リリアスは背後の那由多を振り返かえった。

「じゃあ、なゆちゃん、私、行ってくるからね」

「うん、健けん闘とうだけは祈いのろう。でも武運は祈らんぞ、お互いさまじゃ」

　意味深な目配せと言葉とが交わされる。

　ふわふわと裾を揺らすリリアスの手を引いてエスコートしながら、さっきの何だ、と要は尋たずねた。

「仁義なき戦い」

　謎の回答が、よどみなく返ってくる。

「物ぶつ騒そうだな」

　乙おと女めの事情は複雑である。要はとりあえず理解を諦あきらめた。

　ホール中央にたどり着いてからしばらくして、オーケストラの演奏に合わせてダンスが始まった。

　華はなやかに盛装したカップルたちが、心得た様子で踊おどり出す。とは言え、学園生は毎年の経験でそれっぽい動きを何となく体得しているだけの者がほとんどだ。

　御ご多た分ぶんに漏もれず、要も何となく派である。今日も何の気負いもなく、それっぽいお辞じ儀ぎをしてのスタートであった。

　しかし、要が付け焼やき刃ばでも、今回は相手が違った。

　差し向かうは、アヴァル王国の炎妖精サラマンダーのリリアス。

　――つまりは、妖精フエアリーである。




　こと、踊るという話において、この種族の右に出る者はいない。




　始まって数秒で、その卓たく抜ばつぶりは知れた。

「おおおお、リル、すごいな……！」

　繰くり出だすステップもターンも段だん違ちがいに軽かろやかで速い。それっぽく動くカップルたちの中で、何から何までが洗練されたその踊りは抜ばつ群ぐんに光った。

　そして、何より、要を引き連れて舞い遊ぶリリアスはこの上なく楽しげだった。

「カナ、回るよ！」

　フィッシュテールの裾すそを思うさま翻ひるがえして回り、体重などどこかに置いてきてしまったかの動作で、要の腕の中に戻ってくる。

　小さな体で胸むな元もとにすとんと完全に収まってしまいながら要を見上げる。

　一いつ緒しよに踊るのが楽しくてたまらない。そんなふうに、シャンデリアの光を吸った橄欖石ペリドツトの瞳をぎゅっと細める。

「うん、たまらんな。楽しい」

　契約共鳴エンゲージメント・テレパスに頼らずとも気持ちは伝でん播ぱする。

　こうして、要とリリアスは次の曲にも突とつ入にゆうしていった。

「――カナ、あのね」

　リリアスが口を開いたのは、三曲目に差さし掛かかった時であった。

　流れる曲調は緩やかで、それに合わせてリリアスもゆったりと踊っていた。疲つかれが足にきた要ものんびり動いている。

「私の宿願のことなんだけど」

「うん、不凋花アマラントスの焔ほのおか」

　多少ステップをごまかしつつ応じれば、リリアスがこくりと頷く。

「大討伐作戦グランド・コンクエストの後、カナが絶対安静になってる時に一人で試ためしてみたんだけど、……出せないみたいなの。あと、普ふ通つうの炎ほのおもやっぱり出せなくって」

　あの時ちゃんと出せたはずなのに、と目を落とす。そんなリリアスを抱かかえて、要はくるりとターンした。

「それ、原因分かるぞ」

「えっ」

　熱帯魚のように華か麗れいに裾を翻したリリアスが、驚きで要のなすがままに腕の中に転がり込む。要はその華きや奢しやな体をひょいと反そらせてポーズを作ってやってから言う。

「こう言っちゃなんだが、多分、俺がいなかったからだ」

　上向いた大きな猫ねこ目めがぱちぱちと瞬まばたきする。

「カナがいなかったから？」

「おう」

　リリアスの炎妖精サラマンダーとしての力は、心の内と深く繋つながっている。

　要はそう認にん識しきしていた。炎が出ないのは積み重なった否定の声や視線や事実で、自分で自分を信じることすらできなくなっているからだ。

　だから、隣に自分が立っている必要がある。

　心の底から信じているのだと。

　そう伝えるだけで、この可憐な相棒は無敵を誇る金朱の焔だって顕けん現げんできる。

「心配せずとも、八月の誕生日までに炎を出す話なら、俺を横に置いとけばクリアできると思うぞ」

「本当？」

　よく分かっていない様子のリリアスは、それでも要の言葉に表情を明るくした。

「あ、でも、炎を見せるの、アヴァルでだ」

「まじか」

　要の、夏休みの異界旅行が決まった瞬しゆん間かんであった。




　その後、四曲目で要の足あし腰こしが限界を迎むかえ、ダンスは終わりになった。

　互いに優ゆう雅がにこうべを垂れ、さて戻るかとテーブルへと足を向けかけた時、要の手をリリアスが握にぎった。
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　どうした、と問えば、見つめる先で桜色の唇くちびるが意を決したように開かれる。

「カナに伝えたいことがあるの。私、この椿つばきの花も、選んでくれた言葉も、伝えてくれた思いも全部――心臓がぎゅってするくらい嬉うれしかった」




　それでね、椿の君さんがカナにとっての魔ま法ほうだっていうなら。







「私にとっての魔法は、カナだよ」







　橄欖石ペリドツトの瞳が熱にとろけてたゆたう。金細工のようなまつげがひそやかな光を落として揺れた。

「私、カナの宿願成じよう就じゆに全力で協力するし、誰だれよりも応おう援えんするよ。でも油断しないでね、今度は私がカナに魔法をかけるんだから」

　これが仁義なき戦いだ。小さな体でもって全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて囁ささやいたその可憐な戦意表明は、しかし、天下御ご免めんの鈍どん感かん野や郎ろうにはいかんともしがたく通じなかった。

「楽しみにしてる」

　切れ長の黒い眼を細めて、要はリリアスの頭をくしゃりと撫なでる。

　この上なく特別なものに対する手つきである。なにしろ彼かの女じよは、自分と同じ信念と情熱を分かつ、この世界に唯一無二の存在だ。

「そうだけど嬉しいけど、そうじゃなくって、もっとこう……」

　得意の以心伝心が肝かん心じんなところでうまくいっていない。

　桜色の唇をむにと引き伸のばしたリリアスは、要に手を引かれてテーブルまで戻る間、橄欖石ペリドツトの瞳をきらきらと燃やして再戦を誓ちかったのだった。
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　リリアスと共にテーブルに戻った要は、白いタキシードできめたアレックスに捕まった。霊素エータを吸われ過ぎて干ひからびていたのがうそのような王子ぶりである。

「カナメ！　生きてたんじゃないかあ！　なんで顔見せにこないのさ。まったく、あんなに遠慮なく霊素エータ吸ってくれたっていうのに」

「おー、悪い悪い、アレックス、久方ぶりだな。いや、その節は本当に助かった。後でラーメンおごってやろう」

　軽く言ったが、アレックスのポテンシャルは凄すさまじいものだったらしい。

　大喰らいの【八や重え垣がき姫ひめ】は吸い上げた霊素エータの量で柄がらが変わる。柄が「地じ獄ごく」だったと後から聞いた七瀬は眼を丸くしていた。王子の名は伊達だてではないのだ。

　ともあれ感動の再会を果たした悪友二人は、大討伐作戦グランド・コンクエストの思い出話に花を咲さかせた。

　そして、なぜかそれが「どんなタイプの美少女も皆サイコーだから出会ったら求愛するのが誠意」ＶＳ「黒くろ髪かみでヤンデレな美少女が最高に決まっているし、至高の存在を脇わき目めも振らず追いかけ続けるのが誠意」という大討論に発展した。

　二人のしょうもない激論はいつまでたっても決着を見ず、諦めてマカロンをほおばり出したリリアスと、謎の合いの手で議論を混乱させる那由多の足元で、ラスカルが呟つぶやいた。

「俺おれが嬢じようちゃんなら『スケコマシ』も『無自覚タラシ』も願い下げだがなあ」
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　その後、激論の熱さめやらぬ要は、用を足しにホールを出た。

　ロビーは無人だった。鼻歌まじりに、トイレへと歩を進めたところでつんのめる。

「おわっ」

　つまずいたのではない。足を引っ掛けられたのである。

　ものの見事に赤あか絨じゆう毯たんの床に転がった要に、あろうことか謎の少女が馬乗りになった。

（いやいやいや、なんだこの状じよう況きよう）

　ぐえっと空気を吐はき出しながら、要は腹の上に居い座すわった相手を凝ぎよう視しした。

　見知らぬその少女は制服の上に変わった羽織をまとっていた。白い練り絹の仕立ては、白しろ無む垢くを思わせる。羽織についた頭ず巾きんをかぶり、その顔は――うさぎの面で隠かくれている。

　それを見た瞬間、七瀬の声がよみがえった。

　――うさぎには気をつけな。

　それは、理事長――御み堂どう莞かん爾じの工作部隊の異い称しようだ。まさかこんなに早く出会う羽目になるとは思わなかった。運の悪さを呪のろいつつ、要は少女をじろりと睨んだ。

　その瞬間。少女が頭巾をおろし、面の結い紐ひもをほどいた。

　夜よ闇やみを切きり抜ぬいたような黒髪が要の腹にするんと打ちかかる。

　大討伐作戦グランド・コンクエストの名な残ごりで抑おさえが緩くなっている神眼に、五つの青白い炎が映った。

　五炎を冠かんむりのように戴いただいた黒髪少女は、息を止めた要の顔を見てほろんと笑う。やわらかそうな桃もも色いろの唇から小さな牙が覗いた。

「お前様、つぅかまえた」

　愛らしい下がり眉をよせ、舌足らずにささやく。




（――――こりゃ、なんつう……）




　世界には不思議があるものだ。良きにつけ悪あしきにつけ。

　途と方ほうに暮れたその視線の先で、「お覚かく悟ごされまし」と宿願の君が笑った。







　参考文ぶん献けん

　白川静『漢字百話』中央公論新社、一九七八年四月







あとがき







　百瀬ヨルカです。

　拙著を手に取っていただき、ありがとうございます。

　実に七年ぶりのあとがきとなりますが、どうぞお付き合いください。




　まずもって、今作は本当に難産でした。

　突然、風呂場で「主人公はヤンデレ好きだ！」と天啓を受けたまではよかったのですが、もう地獄のように筆が進みませんでした。

　そのまましばらく七転八倒しましたが、あまりにも書けないので一度手を止めて、原因を考えてみました。

　思い当たったのは――。




　あ、私、ヤンデレ書いたことない。




　わりと致命的な問題でした。天啓とは何だったのか……。

　よって、今作は「ヤンデレとは何か」という私の自由研究でもあります。

　古事記のイザナミ、ギリシャ神話のヘラに始まるというヤンデレ。古今東西みんな大好きヤンデレ。

　よし、掴んだと思っても、するんと指の間をすり抜けていく。

　骨まで焦がすような嫉妬の熱をその目に宿し、物騒極まる言動をしつつ、この上なく可憐に笑う美少女――――。

　うん、こりゃあ惚れても仕方ないな。

　そう言って要の肩をぽんぽんとたたく。

　とりあえず、そんな心情で書いていました。




　こんなふうにヤンデレ解釈にはさんざん手を焼きましたが、今作で書きたかったテーマは最初から一貫していました。

　変なやつと指をさされがちなキャラクターたちが、その変な部分を諦めることなく、そのまま抱えて道を切り開いていく。

　普通じゃない。普通になれない。そのことに悩んだり傷ついたりしながらも、変わっているからこそのやり方で袋小路を切り抜ける。




　そんな姿を描くことに精魂を傾けたつもりです。




　思い入れを込めすぎて校正を執拗に繰り返し、担当さんに怒られたのも今となってはいい思い出です。いや、本当にすみませんでした。反省しております。




　そして、その執拗な校正のせいであとがきの必要枚数が増え、自分の首が締まっていることを、今、身をもって感じています。うう、辛い。




　執筆期間が長すぎて、あとがきのシミュレーションも脳内で三百回ほど（適当）していたのですが、シミュレーションしすぎたせいか逆に何も出てこないですね。

　執筆中は本当に色々あったんですけどね。

　コーヒーを零したパソコンを部屋で陰干しして復活させたり、あきらの戦闘モーションを理解するために半纏のポケットにリモコンをさして殺陣をしてみたり。

　あれ、意外と何もないですね。

　おかしいな……。




　ともあれ難産だっただけあって、こうして今作が出版されるということに本当に感慨深い思いがあります。

　イラストレーターの村上ゆいち様、キャラクターたちをいきいきとデザインして頂いて本当にありがとうございました。表紙のデザインを見た時の感動が忘れられません。

　担当のＫ様、どうしようもなく遅筆な私を見放さずにいて頂いてありがとうございました。試行錯誤の末に決定したこのタイトルを褒めて頂いた時、本気で嬉しくなっちゃいました。




　そして、拙著を手に取っていただいた皆様。

　どこで聞いたか忘れてしまったのですが、この世界には生きる上で物語を必要とするひとと、必要としないひとがいるのだそうです。

　私などは明らかに前者だなあと自覚しています。

　生きる上で自分以外の、誰かが主人公である物語を必要とする。――本を読むひとの多くにはきっと共感していただけるのではないでしょうか。

　そんな日々の糧となる物語の、ほんの末席でもよいので、今作を加えて頂けたら幸甚に存じます。
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